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このマニュアルについて
このマニュアルでは、Packaged CCEのインストール、設定、およびアップグレードの方法につい
て説明します。

Cisco Packaged Contact Center Enterprise（Packaged CCE）は、仮想化環境で Cisco Unified Contact
Center Enterpriseを提供するためのソリューション展開です。 Packaged CCEでは、容量制限に厳
守する必要があります。http://www.cisco.com/en/US/products/ps12586/prod_technical_reference_list.html
で入手できる『Packaged CCE Design Guide』で詳しく説明されています。設計ガイドに記載され
ているすべてのルールおよび要件に従うことが必要です。

対象読者
このマニュアルは、シスココンタクトセンターアプリケーションに関する専門知識があり、

VMwareテクノロジーを使用した仮想マシンの導入および管理に関する経験が豊富な、Packaged
CCEを実装するパートナーおよびサービスプロバイダーを対象としています。

マニュアルの構成

目次セクション

システム要件

ソリューションのコンポーネント

カスタマーサイトの準備

ネットワーク設計の考慮事項

パート I：準備, （1ペー
ジ）

2つのインストールオプションの手順：

•ゴールデンテンプレートを作成し、エクスポート用に処理す
るための方法

•仮想マシンを直接作成する方法

パート II：インストール：
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ps1006/tsd_products_support_series_home.html

Customer Voice Portal（CVP、旧 ISN）

フィールドアラートおよびフィールド通知
シスコ製品が変更されたり、主要なプロセスが重要であると判断される場合があります。これら

は、Cisco Field Alertおよび Cisco Field Noticeメカニズムを使用して通知されます。 Cisco.comの
Product Alert Toolからフィールドアラートとフィールド通知を受信するように登録できます。こ
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のツールにより、関心のある製品をすべて選択することで通知を受信するようにプロファイルを

作成できます。 Cisco.comにログインして、次の URLからツールにアクセスします。

http://www.cisco.com/cisco/support/notifications.html

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

アイコン、ボタン名、ダイアログボックス名など、画面に表示される項

目は、[ ]で囲んで表示しています。次に例を示します。

• [編集（Edit）] > [検索（Find）]を選択します。

• [終了（Finish）]をクリックします。

太字

イタリック体は、次の場合に使用しています。

•新しい用語の紹介。例：スキルグループとは、類似したスキルを持
つエージェントの集合です。

•強調。例：数字の命名規則は使用しないでください。

•ユーザが置き換える必要がある構文値。例：IF (condition, true-value,
false-value)

•ドキュメントのタイトル。例:『CiscoUnifiedContact CenterEnterprise
Installation and Upgrade Guide』を参照してください。

イタリック体

Courierなどのウィンドウフォントは、次の場合に使用されます。

•コード中のテキストや、ウィンドウに表示されるテキスト。例：
<html><title>Cisco Systems, Inc. </title></html>

window フォント

山カッコは、次の場合に使用されます。

•コンテキストでイタリックが許可されない引数（ASCII出力など）。

•ユーザが入力する文字列で、ウィンドウには表示されないもの（パ
スワードなど）。

< >
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ソリューションのコンポーネント

Packaged CCEコンタクトセンターアプリケーションは次のとおりです。

Unified CCEコールサーバ。コールルータとして機能し、すべてのルーティング決定を行
います。 Peripheral Gatewayおよび CTI OSオブジェクトサーバとしても動作します。

Unified CCEデータサーバ。ロガーとして機能し、コンタクトセンターの設定データおよ
びレポーティングデータを保存します。管理およびリアルタイムデータサーバ（または

AW）としても動作します。

CiscoUnifiedCustomerVoice Portal（CVP）コールサーバは、プロンプト、キューイング、
およびコール制御を提供します。 Packaged CCEの場合、CVPサーバはコールサーバと
VXMLサーバの機能を組み合わせています。このマニュアルでは、UnifiedCVPコール/VXML
サーバとして言及します。

Cisco Unified Communications Managerサーバは、コール処理コンポーネントです。パブ
リッシャは読み取り書き込みデータベースを保存します。電話やゲートウェイなどのデバ

イスは、サブスクライバに登録します。

Unified CVP OAMPサーバ。Unified CVPクラスタを維持します。

UnifiedCVPReportingServer。CVPコンポーネントとコールサーバから情報を収集し、Cisco
Unified Intelligence Centerでその情報を使用できるようにします。

CiscoUnified IntelligenceCenter。Webベースのレポートアプリケーションで、UnifiedContact
Center EnterpriseおよびCiscoUnifiedCVPのリアルタイムおよび履歴レポートを生成します。

Cisco Finesse。ブラウザベースのエージェントおよびスーパーバイザデスクトップです。

これらの VMは、下記のように A側 B側の両方に存在する必要があります。

B 側に必要な VMA 側に必要な VM

Unified CCEコールサーバUnified CCEコールサーバ

Unified CCEデータサーバUnified CCEデータサーバ

Unified CVPコール/VXMLサーバ 1BUnified CVPコール/VXMLサーバ 1A

Unified CVPコール/VXMLサーバ 2BUnified CVPコール/VXMLサーバ 2A

—Unified CVP OAMPサーバ

Unified Intelligence CenterサブスクライバUnified Intelligence Centerパブリッシャ

Cisco FinesseセカンダリCisco Finesseプライマリ
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Unified CommunicationsManagerパブリッシャサーバとサブスクライバは、展開の一環として展開
されている必要があります。 A側と B側に存在する VM、または外部マシンとして設定できま
す。 CVP Reporting Serverの VMは、オプションです。

B 側の他の VMA 側の他の VM

Unified CommunicationsManagerサブスクライバ
2

Unified Communications Managerパブリッシャ

Unified CVP Reporting Server（任意）Unified CommunicationsManagerサブスクライバ
1

外部の Unified Communications Managerクラスタを使用している場合でも、追加の VMを使用
することはできません。

（注）

C シリーズのハードウェア要件
カスタマーサイトの Packaged CCEの展開では、ペアの Unified Computing System（UCS）サーバ
を使用したデュプレックス環境で実行する必要があります。これらのサーバは、A側ホストおよ
び B側ホストと呼ばれます。

Packaged CCEは現在、既存の展開のUnified Computing System（UCS）の C240 M3S TRC#1および
C260M2TRC#1サーバの両方をサポートしています。UCSC240M3STRC#1のみを新しいPackaged
CCE順序で利用できます。

C240M3S：http://docwiki.cisco.com/wiki/UC_Virtualization_Supported_Hardware#C240_M3S_.28SFF.29_
TRC.231

C260 M2：http://docwiki.cisco.com/wiki/UC_Virtualization_Supported_Hardware#C260_M2_TRC.231

VMware ホスティング
VMバージョン 8の ESXi 5.1が必要です。

基本設定およびユーティリティツール

ダウンロード注記ソフトウェア
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http://software.cisco.com/download/
type.html?mdfid=284360381&i=rmで [ソ
フトウェアのダウンロード（Download
Software）]サイトに移動します。

設定スクリプトのリンクをクリックし

ます。

次に、基本設定スクリプトの zipファ
イルを選択します。

このソフトウェアは自動的に、各PCCEの導
入に必要な特定の要素を設定します。

CCEPACM1BaseConfig10x.zip

http://software.cisco.com/download/
type.html?mdfid=284360381&i=rmで [ソ
フトウェアのダウンロード（Download
Software）]サイトに移動します。

設定スクリプトのリンクをクリックし

ます。

次に、ドメイン名を変更するユーティ

リティを選択します。

このツールは、基本設定をインストールした

後でデータベースに保存されているドメイン

名を変更するために必要になります。

Domain_Update_Tool.zip

Cisco Systems Contact Center コンポーネント

オペレーティングシステムメジャーリリースバージョ

ン

コンポーネント

Microsoft Windows10.0以降のメンテナンスリ
リース

Unified Contact Center
Enterprise

Microsoft Windows10.0以降のメンテナンスリ
リース

Unified Customer Voice Portal

Linuxベースの Unified
Communicationsオペレーティング
システム

Unified CM10.0(1)以降のメン
テナンスリリース

Unified CM 9.1(1)以降のメン
テナンスリリース

Unified Communications
Manager

Linuxベースの Unified
Communicationsオペレーティング
システム

10.0以降のメンテナンスリ
リース

Unified Intelligence Center

Linuxベースの Unified
Communicationsオペレーティング
システム

10.0以降のメンテナンスリ
リース

Cisco Finesse
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オプション：

Cisco Unified E-Mail Interaction Manager/Web Interaction Manager - 9.0以降のメンテナンスリリース

Cisco SocialMiner - 10.0以降のメンテナンスリリース

Cisco MediaSense - 10.0以降のメンテナンスリリース

サードパーティ製ソフトウェア

このセクションでは、仮想化されたコンタクトセンターモジュールを提供するために必要なサー

ドパーティ製ソフトウェアについて示します。

サードパーティ製ソフトウェアの要件は、ゴールデンテンプレートと直接インストールの両

方が対象です。

（注）

注記バージョンソフトウェア

用途：

• Unified CCEコールサーバ

• Unified CCEデータサーバ

• UnifiedCVPコール/VXMLサー
バ

• Unified CVP OAMPサーバ

• Unified CVP Reporting Server

Service Pack 1Microsoft Windows Server
2008 R2 Standard Edition

Unified CCEデータサーバに使用さ
れます

Service Pack 1Microsoft SQL Server 2008
R2 x64 Standard Edition

Windowsプラットフォームで実行
されるすべてのアプリケーションに

必要です。

次のいずれかになります。

• Symantec Endpoint Protection
12.1

• Trend Micro Server Protect
バージョン 5.8

• McAfee VirusScan Enterprise
8.8i

アンチウイルス
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注記バージョンソフトウェア

Microsoft Excel Release 2003以降は、
自動化に使用されるデータシートの

入力データを提供するために使用さ

れます。

Release 2003以降Microsoft Excel

ソフトウェアライセンス

パートナーは一意のライセンスを取得し、カスタマーサイトで適用する必要があります。

詳細必須かど

うか

Packaged
CCE ライ
センス

SKU に含
まれてい

るか

数量ソフトウェ

アライセン

スまたは PAK

4つの必要な Unified CVPコール/VXMLサーバ
（A側に 2つ、B側に 2つ）のそれぞれに 1つ
の PAK

必須Yes4つの
PAK

Unified CVP

A側の Unified Intelligence Centerパブリッシャに
適用する 1つの PAK

必須Yes1つの
PAK

Unified
Intelligence
Center

各Call Studioワークステーションに1つのPAK。必須Yes2つの
PAK

Call Studio

各オプション Unified CVP Reporting Serverにつ
き最大 2つの追加の Unified CVP PAK。

オプショ

ン

No：個別
に調達

1つまた
は 2つの
PAK

Unified CVP
Reporting
Server

必要な Unified CCEコールサーバおよびデータ
サーバ（A側に 2つ、B側に 2つ）のそれぞれ
に 1ライセンス = 4ライセンス。

必要な 4つの Unified CVPコール/VXMLサーバ
（A側サーバに 2つ、B側サーバに 2つ）のそ
れぞれに 1ライセンス = 4ライセンス。

A側の CVP OAMPサーバに 1ライセンス = 1ラ
イセンス。

必須No：個別
に調達

9ライセ
ンス

Microsoft
Windows
Server 2008
Standard
Edition R2
SP1
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詳細必須かど

うか

Packaged
CCE ライ
センス

SKU に含
まれてい

るか

数量ソフトウェ

アライセン

スまたは PAK

各オプション Unified CVP Reporting Serverにつ
き最大 2つの追加Microsoft Server 2008 R2 SP1
ライセンス。

オプショ

ン

No：個別
に調達

1つまた
は 2つの
ライセン

ス

Microsoft
Windows
Server 2008
R2 Standard
Edition SP1

A側のデータサーバに1ライセンス、B側のデー
タサーバに 1ライセンス。

必須No：個別
に調達

2ライセ
ンス

Microsoft
SQL Server
2008 R2
Standard
Edition SP2

A側のサーバに 2ライセンス、B側のサーバに
2ライセンス。

必須No：個別
に調達

4ライセ
ンス

VMware
vSphere
Standardまた
は Enterprise
ESXi 5.x

PackagedCCEゴールデンテンプレートの複製プ
ロセスを使用するパートナーにのみ必要。

オプショ

ン

No：個別
に調達

1ライセ
ンス

VMare
vCenter
（ゴールデ

ンテンプ

レート展開

の場合）

サポートされるブラウザ

次のブラウザは、リリース 10.0でサポートされています。

• Microsoft Internet Explorer 9

• Mozilla Firefox 24以降。
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第 2 章

カスタマーサイトサーバの準備

このセクションのすべての手順を A側と B側のサーバで実行します。

• C240 MS3 TRC#1の RAIDの設定, 11 ページ

• C260 M2 TRC#1の RAIDの設定, 13 ページ

• VMware vSphere ESXiのインストール, 15 ページ

• RAID Config Validatorユーティリティの実行, 16 ページ

• NTPおよび時刻同期, 16 ページ

C240 MS3 TRC#1 の RAID の設定
この手順を使用して作成される各アレイに対して、次の設定値を使用します。

• [ストライプサイズ（Stripe size）]：[128KB]

• [読み取りポリシー（Read Policy）]：[常に先読み（Read Ahead Always）]

• [書き込みポリシー（Write Policy）]：[ライトバック（BBU）（Write Back with BBU）]
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手順

ステップ 1 サーバの電源を投入し、Quiet Bootが BIOSで無効になっていることを確認します。

ステップ 2 初期の起動シーケンス中に [Ctrl+H]キーを押して、MegaRAIDBIOS設定ユーティリティを入力し
ます。

ステップ 3 [開始（Start）]をクリックします。

ステップ 4 左側のパネルで [設定ウィザード（Configuration Wizard）]を選択します。 [新規設定（New
Configuration）]をクリックします。次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 設定をクリアするプロンプトで、[はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 6 [手動設定（Manual Configuration）]を選択します。次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 次の画面の左側のパネルで、最初の 8つのドライブを追加して、次のようにドライブグループ 0
を作成します。

a) ドライブ 1～ 8を選択します。
b) [アレイに追加（Add to Array）]をクリックします。
c) [DGの受け入れ（Accept DG）]をクリックします。

ステップ 8 残りの 8つのドライブを追加して、次のようにドライブグループ 1を作成します。
a) 左側のパネルで、ドライブ 9～ 16を選択します。
b) [アレイに追加（Add to Array）]をクリックします。
c) [DGの受け入れ（Accept DG）]をクリックします。
d) [次へ（Next）]をクリックして、ドライブグループを受け入れます。

ステップ 9 次のように、ドライブグループ 0をスパンに追加します。
a) [ドライブグループ 0（Drive Group0）]を選択します。
b) [スパンに追加（Add to Span）]をクリックします。
c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 次のように、Drive Group0に対して RAIDを設定します。
a) [RAIDレベル（RAID Level）]の場合、[RAID 5]を選択します。
b) [ストライプサイズ（Stripe Size）]の場合、[128KB]を選択します。
c) [読み取りポリシー（Read Policy）]の場合、[read ahead = always]を選択します。
d) [書き込みポリシー（Write Policy）]の場合、[ライトバック（BBU）（write back with bbu）]を
選択します。

e) [サイズの更新（Update Size）]をクリックして、RAIDのボリュームを最終決定し、結果とし
て生成されるボリュームのサイズを確認します。 1.903TBになります。

f) [受け入れ（Accept）]をクリックして、仮想ドライブの定義の VD0を受け入れます。
g) [次へ（Next）]をクリックします。
h) [戻る（Back）]をクリックして、2つめの RAID 5アレイを追加します。

ステップ 11 [戻る（Back）]をクリックして、次のように 2つめの RAID 5アレイを追加します。
a) [デバイスグループ 1（Drive Group1）]を選択します。
b) [スパンに追加（Add to Span）]をクリックします。
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c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 RAID選択画面で、次の手順を実行します。
a) [RAIDレベル（RAID Level）]の場合、[RAID 5]を選択します。
b) [ストライプサイズ（Stripe Size）]の場合、[128KB]を選択します。
c) [読み取りポリシー（Read Policy）]の場合、[read ahead = always]を選択します。
d) [書き込みポリシー（Write Policy）]の場合、[ライトバック（BBU）（write back with bbu）]を
選択します。

e) [サイズの更新（Update Size）]をクリックします。サイズは 1.903TBになります。
f) [受け入れ（Accept）]をクリックして、仮想ドライブの定義の VD1を受け入れます。

ステップ 13 BBU警告画面で [はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 14 [Virtual Live Definition]画面で [次へ（Next）]をクリックして、仮想ドライブの定義が終了したこ
とを通知します。

ステップ 15 [設定プレビュー（Configuration Preview）]画面で [受け入れ（Accept）]をクリックして、RAID
設定を受け入れます。

ステップ 16 [はい（Yes）]をクリックして設定を保存します。

ステップ 17 [はい（Yes）]をクリックしてドライブの設定を開始します。

ステップ 18 両方のドライブのステータスが [最適化済み（Optimal）]と表示されたら、[ホーム（Home）]を
クリックして、ウィザードを終了します。

ステップ 19 [終了（Exit）]をクリックします。
ドライブの RAID設定が完了すると、システムは新しい RAIDアレイの初期化（フォーマット）
を試みます。これが開始されると、初期化の最新状況がWeb BIOS画面から確認できます。この
バックグラウンドでの初期化が完了するのを待ったうえで、ESXiのインストールなど、後続の
サーバ設定手順に進んでください。

Web BIOSの [Home]画面または [仮想ドライブ（Virtual Drives）]画面のバックグラウンド初期化
の進行状況を確認できます。

C260 M2 TRC#1 の RAID の設定
この手順を使用して作成される各アレイに対して、次の設定値を使用します。

• [ストライプサイズ（Stripe size）]：[128KB]

• [読み取りポリシー（Read Policy）]：[常に先読み（Read Ahead Always）]

• [書き込みポリシー（Write Policy）]：[ライトバック（BBU）（Write Back with BBU）]
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手順

ステップ 1 ESXiサーバの電源をオンにします。

ステップ 2 初期の起動シーケンス中に [Ctrl+H]キーを押して、RAID BIOS設定ユーティリティの [アダプタ
選択（Adapter Selection）]画面を入力します。

ステップ 3 RAID BIOS設定ユーティリティを起動するには、[開始（Start）]をクリックします。

ステップ 4 適切な構成タイプを選択するページで、[新規設定（NewConfiguration）]のボタンを選択します。
次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 設定方法を選択するページで、[手動設定（Manual Configuration）]のボタンを選択します。 [冗長
化（Redundancy）]ドロップダウンリストが [可能な場合は冗長化する（Redundancywhenpossible）]
を表示していることを確認します。次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [デバイスグループ定義（Drive Group Definition）]ページの左ペインで、[スロット 1（Slot 1）]お
よび [スロット 2（Slot 2）]を選択します。
a) [アレイに追加（Add to Array）]をクリックします。これにより、[デバイスグループ（Drive

Groups）]パネルに移動されます。
b) [DGの受け入れ（Accept DG）]をクリックします。
これは、ドライブグループ 0を作成します。

ステップ 7 左側のパネルで、次の 8つのスロットを選択します。
a) [アレイに追加（Add to Array）]をクリックします。これにより、[デバイスグループ（Drive

Groups）]パネルに移動されます。
b) [DGの受け入れ（Accept DG）]をクリックします。
これは、ドライブグループ 1を作成します。

ステップ 8 左側のパネルで、最後の 6つのスロットを選択します。
a) [アレイに追加（Add to Array）]をクリックします。これにより、[デバイスグループ（Drive

Groups）]パネルに移動されます。
b) [DGの受け入れ（Accept DG）]をクリックします。
これは、ドライブグループ 2を作成します。

c) [次へ（Next）]をクリックして、[スパン定義（Span Definition）]ページに進みます。

[デバイスグループ（Drive Groups）]の作成中、[ライトバック（BBU）（Write Back with BBU）]
モードを選択するかどうかを確認するメッセージが表示されたら、[はい（Yes）]をクリックしま
す。 3つのドライブのグループが作成されました。これらのドライブグループを使用して、仮想
ドライブを作成します。

ステップ 9 [スパン定義（SpanDefinition）]ページで、[デバイスグループ 0（DriveGroup 0）]を選択します。
a) [スパンに追加（Add to Span）]をクリックします。
b) [次へ（Next）]をクリックして、[仮想ドライブ定義（Virtual Drive Definition）]画面を開きま
す。

c) ドライブのグループ 0の [仮想ドライブ定義（Virtual Drive Definition）]ページで、[サイズの選
択（Select Size）]フィールドだけを変更します。
[サイズの選択（Select Size）]に 278.464 GBを入力して、フィールドの左端に数字を入力しま
す（2の前にはスペースを入れません）。次に、[承認（Accept）]をクリックします。
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d) [戻る（Back）]ボタンをクリックして [スパン定義（Span Definition）]ページに戻ります。

ステップ 10 [スパン定義（Span Definition）]ページで、2番目のドライブグループを選択します。
a) [スパンに追加（Add to Span）]をクリックします。
b) [次へ（Next）]をクリックして、[仮想ドライブ定義（Virtual Drive Definition）]画面を開きま
す。

c) RAID 1から RAID 5に RAIDレベルを変更します。
d) [サイズの選択（Select Size）]の場合、1.903 TBを入力します。
e) [承認（Accept）]をクリックします。
f) [戻る（Back）]ボタンをクリックして [スパン定義（Span Definition）]ページに戻ります。

ステップ 11 [スパン定義（Span Definition）]ページで、最後のドライブグループを選択します。
a) [スパンに追加（Add to Span）]をクリックします。
b) [次へ（Next）]をクリックして、[仮想ドライブ定義（Virtual Drive Definition）]画面を開きま
す。

c) RAID 1から RAID 5に RAIDレベルを変更します。
d) [サイズの選択（Select Size）]の場合、1.359 TBを入力します。
e) [承認（Accept）]をクリックします。
f) [戻る（Back）]ボタンをクリックして [スパン定義（Span Definition）]ページに戻ります。

ステップ 12 [仮想ドライブ（Virtual Drives）]画面で、[仮想ドライブ（Virtual Drives）]パネルに RAID 1
9278.454GB)、RAID 5 (1.903 TB)および RAID 5 (1.358 TB)が表示されていることを確認します。
次に、[Go]をクリックします。

VMware vSphere ESXi のインストール
Packaged CCEは、インストールしている Packaged CCEのリリースでサポートされる特定のバー
ジョンの VMwareマニュアル（VMwareサイト）で検索可能な標準のインストール手順を使用し
ます。

Packaged CCEでは、ESXiをサーバのデフォルトのブートドライブとして最初のドライブにイン
ストールする必要があること以外の固有の要件がありません。

vCenter へのカスタマー ESXi ホストの追加
http://pubs.vmware.com/vsphere-50/topic/com.vmware.ICbase/PDF/
vsphere-esxi-vcenter-server-50-host-management-guide.pdfで、vCenterサーバおよびホスト管理のマ
ニュアルを参照してください。

vCenterは、ゴールデンテンプレートにのみ必要です。（注）
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vCenterを使用していないお客様は管理デスクトップにインストールして、PackagedCCEサーバを
管理できます。

RAID Config Validator ユーティリティの実行
RAID設定をセットアップした後、このユーティリティを実行して、データストア設定を正しい状
態にします。

手順

ステップ 1 http://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=284360381&i=rmの [Packaged CCE Download
Software]ページから Packaged CCE RAID Config Validatorユーティリティをダウンロードします。
このユーティリティは、Java jreまたは jdkがインストールされたコンピュータ上でローカルに抽
出し、実行できる zipファイルです。

ステップ 2 Windowsコマンドプロンプトを開き、ファイルをダウンロードしたディレクトリに変更します。
次に、java -jar PackagedCCEraidConfigValidator-10.0.jar <IP Address of the Side A server>
<username> <password>コマンドを入力して、ツールを実行します。
次に例を示します。
C:\Users\Administrator\Desktop>java -jar PackagedCCEraidConfigValidator-10.0.jar xx.xx.xxx.xxx
userName password

検証が開始していることを示すメッセージがモニタに表示されます。

有効または無効の設定のインジケータが表示されます。

一部のエラーの内容は、次のとおりです。

•サポート対象でないサーバが検出されました。または使用されています。

•誤った数のデータストアが検出されました。

•データストアに設定されたサイズが正しくありません。

ステップ 3 ステップ 3の B側サーバの IPアドレスを入力して、ステップ 2を繰り返し行ってください。

次の作業

ユーティリティが無効の設定を報告する場合、RAID構成を再作成する必要があります。これに
は、RAID構成をリセットし、ESXiを再びインストールし、RAIDConfigValidatorユーティリティ
を再実行して、設定を再検証する必要があります。

NTP および時刻同期
Packaged CCEでは、ソリューションのすべての部分が同じ時刻に設定されている必要がありま
す。時間のずれは自然に発生しますが、ソリューションコンポーネントの同期を維持するために

NTPを設定することは重要です。
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ライブデータレポートの時間のずれを回避するには、データサーバ VMの NTP設定、コール
サーバの VM、および Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャとサブスクライバの VMが同
期されている必要があります。

Windows Active Directory ドメイン

Packaged CCEドメインが常駐する（同じであるか、親またはピア）フォレストのWindows Active
DirectoryPDCエミュレータマスターが、外部時刻源を使用するように適切に設定されている必要
があります。この外部時刻源は信頼できる確実なNTPプロバイダーである必要があり、お客様の
フォレストにすでに設定されている場合は、Packaged CCEソリューションのこのセクションに記
載されているように、他のすべてのアプリケーションで同じ時刻源として使用されており、使用

可能である必要があります。

NTP外部時刻源のWindows Active Directoryドメインを適切に設定するには、次の参考資料を参照
してください。

•『How to configure an authoritative time server in Windows Server』。

この記事の「Fix it for me」機能は使用しないでください。（注）

•『AD DS: The PDC emulator master in this forest should be configured to correctly synchronize time
from a valid time source』

Microsoft Windows Serverのドメインは、ハードウェア障害または別の方法で、PDCエミュレータ
マスターサーバが失われると、ドメインの権限のある内部時刻源を自動的に回復したり、内部時

刻源のフェールオーバーを行いません。『Time Service Configuration on the DCwith PDC Emulator
FSMO Role』の記事は、ドメインの権限のある内部時刻源になるように新しいターゲットサーバ
をさらに追加する必要性について補助的に説明します。また、別のドメインコントローラに対す

る PDC FSMOの役割の回復、確保、または再割り当ての手動による介入について説明します。

ドメインの Windows コンポーネント

ドメインのWindowsホストは、権限のある内部時刻源を持つ PDCエミュレータで、またはドメ
インフォレスト階層で同じように連結されて、PDFエミュレータと時間を同期するように自動的
に設定されます。

ドメインにない Windows コンポーネント

ドメインに結合されていないWindows ServerのNTP時刻源を設定するには、次の手順を使用して
ください。

1 [コマンドプロンプト（Command Prompt）]ウィンドウで、次の行を入力して、Enterキーを押
します。w32tm /config /manualpeerlist:PEERS /syncfromflags:MANUAL

NTPサーバのカンマ区切りリストを使用して、ピアを置き換えます。（注）

2 w32timeサービスを再開します：net stop w32time && net start w32time。
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3 ピアと w32timeサービスを同期します：w32tm /resync。

4 次のサービスコントロールコマンドを使用して、サーバの再起動で w32timeサービスが適切
に起動していることを確認します：sc triggerinfo w32time start/networkon
stop/networkoff。

ESXi ホスト

すべてのPackagedCCEESXiホスト（任意のコンポーネントを含む）は、外部時刻源としてWindows
ドメイン PDCエミュレータマスターによって使用される同じ NTPサーバを指している必要があ
ります。『Timekeeping best practices for Windows, including NTP (1318)』を参照してください。

Cisco サービス統合型ルータ

Cisco IOS音声ゲートウェイは、ログインおよびデバッグの正確な時間を提供するためにソリュー
ションで同じNTPソースを使用するように設定する必要があります。『Basic SystemManagement
Configuration Guide, Cisco IOS Release 15M&T: Setting Time and Calendar Services』を参照してくだ
さい。

VOS コンポーネント

Unified Intelligence Center、Finesse、Social Miner、およびUnified CommunicationsManagerなどのコ
ンポーネントは、ドメインの権限のある内部時刻源と同じNTPサーバを指している必要がありま
す。

NTPサーバの CLIコマンド

NTPサーバは通常、インストール時間に指定されていますが、ntpサーバを表示、追加、および削
除する上記のコンポーネントのプラットフォーム CLIから使用できるいくつかのコマンドを示し
ます。プラットフォーム CLIから、次の内容を実行します。

•既存の ntpサーバを表示する場合：utils ntp servers list

•追加の NTPサーバを追加する場合：utils ntp server add <追加するホストまたは IP アドレス>

•既存の NTPサーバを削除する場合： utils ntp server delete（削除する項目の行番号） Enter
キーを押します。
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第 3 章

ネットワーク設計の考慮事項

この章では、UCS Cシリーズサーバに Packaged CCEを導入するために必要なネットワーク設定
を実行するためのガイドラインを示します。また、耐障害性と冗長性の情報が含まれます。

• Packaged CCEサーバのネットワーク要件, 19 ページ

• ネットワーク設定および QoS, 21 ページ

• アクセススイッチの設定, 21 ページ

• vSwitchと仮想 NICの設定, 21 ページ

• 仮想マシンの ESXiホストネットワークの設定, 22 ページ

• リンク速度の考慮事項, 23 ページ

Packaged CCE サーバのネットワーク要件
図は、vSphere vSwitch設計のUCSCシリーズサーバおよびネットワーク実装のすべての Packaged
CCEの展開で推奨される設計を示します。
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この設計では、ネットワークへの代替および冗長ハードウェアパスを介したアクティブ/スタンバ
イ構成の仮想マシンのネットワークインターフェイスコントローラ（vmnic）のVMwareNICチー
ミング（ロードバランシングなし）の使用を求めます。

ネットワーク側の実装はこの図に正確に一致させる必要はありませんが、冗長性を考慮し、表示

およびプライベートネットワーク通信の両方に影響する単一点障害を回避する必要があります。

お客様にはまた、各自の判断でデータセンターの同一または別個のスイッチインフラストラ

クチャ上の管理 vSwitchに VMware NICチーミングを設定するオプションがあります。
（注）

要件：

•イーサネットインターフェイスは、ギガビット速度で、ギガビットイーサネットスイッチ
に接続されている必要があります。 10/100イーサネットはサポートされません。

•表示およびプライベートネットワークで、単一点障害が存在しないようにします。

•ネットワークスイッチのインフラストラクチャは、CiscoStackingテクノロジーを使用して、
UCSCシリーズのサーバが単一の仮想スイッチに接続されている場所にすべてのスイッチを
結合することはできません。

•ネットワークスイッチは、VMwareへの接続で適切に設定されている必要があります。フェー
ルオーバー/フォールバックシナリオの Spanning Tree Protocol（STP）遅延を防ぐための適切
なスイッチの設定の詳細については、『VMware Knowledge Base』を参照してください。
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ネットワーク設定および QoS
ネットワークがQoSをサポートしている必要があります。詳細については、http://www.cisco.com/
en/US/partner/products/sw/custcosw/ps1844/products_implementation_design_guides_list.htmlの『Cisco
Unified Contact Center Enterprise Design Guide』の「Bandwidth Provisioning and QoS considerations」
を参照してください。

アクセススイッチの設定

次は、UCS Cシリーズサーバに接続するためのデータセンターアクセススイッチのアップリン
クポートの設定例です。Virtual Switch Tagging（VST;仮想スイッチタギング）を使用して、ネッ
トワークスイッチと vSphere vSwitch間で対応する正しい設定を適切に設定していることを確認し
ます。

ネットワークスイッチおよび ESXiホストアダプタの両方に、ギガビット接続の自動ネゴシエー
ションを使用します。

ネットワーク設定が正しく実行されている必要があります。アップリンクポートを不適切に設定

すると、システムのパフォーマンス、操作、および障害処理に直接、悪影響を及ぼします。

例 1

パブリックネットワークの UCS Cシリーズのホストのアクティブまたはスタンバイ NICに接続
するスイッチポートでこの設定を使用します。

この例の vlan 10は、Packaged CCEパブリック VLANを対象にしています。任意の VLANを
使用できます。

（注）

interface GigabitEthernet1/0/1
description Connects to PCCE UCS Host on the Public Network
switchport trunk encapsulation dot1q
switchport trunk allowed vlan 10
switchport mode trunk
switchport nonegotiate
spanning-tree portfast trunk

vSwitch と仮想 NIC の設定
次の図は、冗長アクティブ/スタンバイの vSwitch NICチーミング設計を使用した Cシリーズサー
バの vSwitchと vmnicアダプタの設定について説明します。設定は、A側サーバと B側サーバで
同じです。
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仮想マシンの ESXi ホストネットワークの設定
VMのネットワークを設定するには、サーバのイーサネットポートに接続された仮想スイッチを
作成してから、この仮想スイッチに仮想マシンのネットワークアダプタを関連付けます。A側と
B側のサーバ上にパブリックとプライベートネットワークに対する vSwitchを作成するには、上
記の図を例として参照し、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次のように vSwitchを追加します。
a) VMware Infrastructure Clientを使用して、ESXiホストにログインします。
b) ESXiホストを選択します。
c) [設定（Configuration）]タブをクリックします。
d) [ハードウェア（Hardware）]で、[ネットワーク（Networking）]をクリックします。
e) [ネットワーキングの追加...（Add Networking...）]をクリックします。
f) [接続タイプ（Connection Type）] > [仮想マシン（Virtual Machine）]を選択します。次に、[次
へ（Next）]をクリックします。
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g) [vSphere標準スイッチの作成（Create a vSphere standard switch）]を選択し、関連付けられた
VMnicを選択します。 vSwitchに関連付けている物理VMNICが認識できるように、このセク
ションの図を参照してください。

h) [ポートグループのプロパティ（Port Group Properties）]の下で、ネットワークレベルのVMX
を入力します。Xは、ネットワークを示します。たとえば、上記の図に示すように、UCCEの
パブリックまたは UCCEのプライベートネットワークです。

i) [次へ（Next）]をクリックします。次に、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 2 次のように、ネットワーク接続に VMネットワークアダプタを関連付けます。
a) [仮想マシン設定の編集（Edit virtual machine settings）]をクリックします。
b) ネットワークアダプタを選択します。
c) ネットワーク接続/ネットワークラベルから仮想スイッチを選択します（「UCCEパブリック」
または「UCCEプライベート」である必要があります）。
スイッチポートが VLANを使用している場合、[VLAN ID]フィールドに VLAN IDを入力しま
す。

d) [OK]をクリックします。

リンク速度の考慮事項

ネットワークリンクの速度/デュプレックスの設定は、信頼できるネットワーク運用に必要です。
VMwareでは、ホストおよびスイッチに固定の「1000/Full」を設定できますが、両端で「Auto/Auto」
を使用します。ホストに手動で「1000/Full」を設定するには、ホストの設定手順が必要ですが、
ここでは詳しく記述されておらず、また VMwareで提供されていません。

VMwareナレッジベースの記事『Configuring the speed and duplex of an ESXi/ESX host network
adapter』を参照してください。

（注）
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http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=1004089
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第 II 部

インストール：ゴールデンテンプレートと

直接インストール
• インストールのシナリオ, 25 ページ

• ゴールデンテンプレートの作成, 27 ページ

• カスタマーサイトでのゴールデンテンプレートの展開, 33 ページ

• ゴールデンテンプレートのインポート後, 45 ページ

• 直接インストール, 59 ページ

• ゴールデンテンプレートと直接インストール用の共通タスク, 67 ページ

• ゴールデンテンプレートと直接インストール用のソフトウェアインストール, 75 ページ

インストールのシナリオ

インストールのシナリオ

Packaged CCEの展開では、2つのオプションがパートナーとサービスプロバイダーに提供されま
す。



•ゴールデンテンプレートの作成：後で任意の数のお客様向けに仮想マシン（VM）に複製お
よびインストールできるシスココンタクトセンターアプリケーションの再利用可能なマス

ターコピーです。

•直接インストール：VMとしてカスタマーサーバでシスココンタクトセンターアプリケー
ションを直接展開できます。

インストールワークフロー

参照先タスクシーケンス

第 1章必要なソフトウェア、ハードウェア、およびライセンスが

揃っていることの確認

1

第 2章ゴールデンテンプレートの作成とエクスポート用の処理2

または

第 3章仮想マシンの直接作成2

次に

第 5章～第 11章お客様向けのサーバの設定およびステージング3

第 12章～第 15章カスタマーサイトでの動作の確認。基本設定の実行、展

開タイプの設定、およびコールの実行。

6

関連トピック

ゴールデンテンプレートについて, （27ページ）
直接インストールについて, （59ページ）



第 4 章

ゴールデンテンプレートの作成

• ゴールデンテンプレートについて, 27 ページ

• ゴールデンテンプレートの作成, 28 ページ

ゴールデンテンプレートについて

この章では、Packaged CCEの 2つのインストールのシナリオのうち 1つを説明します。ラボのシ
スコのコンタクトセンターアプリケーションにゴールデンテンプレートを作成し、それをカスタ

マーサイトにエクスポートします。

もう一方のシナリオは、カスタマーサイトで仮想マシンを直接インストールします。ゴール

デンテンプレートを作成する予定がない場合は、この章を省略して、第3章：直接インストー
ル, （59ページ）に進みます。

（注）

ゴールデンテンプレートは、多数のお客様が再利用できるコンタクトセンターアプリケーショ

ンのマスターコピーです。ゴールデンテンプレートを作成すると、複製可能な一連の基本イン

ストールとコアアプリケーションの設定が容易されます。次に、カスタマーサイトでそれらを

インポートし、お客様用にカスタマイズします。

これらは、ソースシステム上に作成され、パートナーまたはサービスプロバイダーによって制御

されるサーバです。ゴールデンテンプレートが作成されると、カスタマーサイトのペアの宛先

サーバに仮想マシン（VM）として、展開用のゴールデンテンプレートを処理します。

次の手順で行います。

1 OVAファイルをダウンロードします。 Open Virtualizationファイル, （67ページ）を参照し
てください。

2 ESXi hostフォルダの下のフォルダに直接ゴールデンテンプレートを作成します。

3 自動プロセスを実行して、ラップトップにゴールデンテンプレートをエクスポートします。

4 カスタマーサイトにゴールデンテンプレートファイルを転送します。
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5 自動プロセスを実行して、カスタマー宛先サーバにゴールデンテンプレートをインポートしま

す。

6 インポート後の手順を実行します。

7 お客様向けに初期設定を実行します。

ゴールデンテンプレートの作成

Cisco Unified Contact Center Enterprise コールサーバ用のゴールデンテンプレートの
作成

CCEコールサーバ用のゴールデンテンプレートを作成するには、次の一連のタスクを実行しま
す。このゴールデンテンプレートは、カスタマーサイト（一方が A側で、もう一方が B側）で
2台の仮想マシンとして展開されます。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1_CCE.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。
ドロップダウンリストから [CCEコールサーバ（CCE Call Server）]を選択します。

1

Windows Server 2008のインストール, （75ページ）2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

コールサーバおよびデータサーバのネットワークアダプタの設定, （77ページ）4

Windowsアップデートの実行, （79ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール, （73ページ）6

Cisco Contact Center Enterpriseのインストール, （84ページ）7

自動化プロセスの実行後は、宛先システム上で CCEコールサーバを設定できます。 Unified CCE
コールサーバ, （113ページ）を参照してください。

Cisco Unified Contact Center Enterprise データサーバ用のゴールデンテンプレートの
作成

CCEデータサーバ用のゴールデンテンプレートを作成するには、次の一連のタスクを実行しま
す。このゴールデンテンプレートは、カスタマーサイト（一方が A側で、もう一方が B側）で
2台の仮想マシンとして展開されます。
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タスクシーケン

ス

CCE-PAC-MI-CCE.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。
ドロップダウンリストから [CCEデータベースサーバ（CCE Database Server）]を選
択します。

1

Windows Server 2008のインストール, （75ページ）2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

コールサーバおよびデータサーバのネットワークアダプタの設定, （77ページ）4

Windowsアップデートの実行, （79ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール, （73ページ）6

Microsoft SQL Serverのインストール, （79ページ）7

Cisco Contact Center Enterpriseのインストール, （84ページ）8

データベースドライブの設定, （72ページ）9

自動化プロセスの実行後は、宛先システム上で CCEデータサーバ VMを設定できますを参照し
てください。

Cisco Unified Customer Voice Portal サーバ用のゴールデンテンプレートの作成
Unified CVPコール/VXMLサーバおよび Unified CVP OAMPサーバ用のゴールデンテンプレート
を作成するには、次の一連のタスクを実行します。

• Unified CVPコール/VXMLサーバがカスタマーサイトで 4台の仮想マシン（A側に 2台およ
び B側に 2台）として展開されます。

• Unified CVP OAMPサーバは、A側の 1台の仮想マシンとして展開されます。

このプロセスはコール/VXMLおよびOAMPサーバでも同様です。違いは、インストール時にOVA
ドロップダウンから、または [パッケージの選択（SelectPackages）]オプションで選択する内容で
す。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1-CVP.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。
ドロップダウンリストで、次の内容を実行します。

•コールサーバ VMの作成時に CVPコールサーバを選択する。

• CVP OAMPサーバ VMの作成時に CVP OAMPサーバを選択する。

1
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タスクシーケン

ス

Windows Server 2008のインストール, （75ページ）2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

Customer Voice Portalのネットワークアダプタの設定, （85ページ）4

Windowsアップデートの実行, （79ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール, （73ページ）6

Unified CVPサーバのインストール, （84ページ）7

CVPへのファイルのコピー, （52ページ）8

自動化プロセスの実行後は、宛先システム上でUnifiedCVPVMを設定できます。UnifiedCustomer
Voice Portal, （127ページ）を参照してください。

Unified CVP Reporting Server 用のゴールデンテンプレートの作成
Unified CVP Reporting Server用のゴールデンテンプレートを作成するには、次の一連のタスクを
実行します。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1-CVP-Reporting.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69
ページ）。

ドロップダウンから [CVP Reporting Server]を選択します。

1

Windows Server 2008のインストール, （75ページ）2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

Customer Voice Portalのネットワークアダプタの設定, （85ページ）4

Windowsアップデートの実行, （79ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール, （73ページ）6

Unified CVPサーバのインストール, （84ページ）7

CVPへのファイルのコピー, （52ページ）8

データベースドライブの設定, （72ページ）9

自動化プロセスの実行後は、宛先システム上でCVPReportingServerを設定できます。CiscoUnified
Customer Voice Portal Reporting Server, （173ページ）を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager 用のゴールデンテンプレートの作成
A側の Cisco Unified Communications Manager用のゴールデンテンプレートを作成するには、次の
一連のタスクを実行します。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1-CUCM.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。
ドロップダウンリストから 7500ユーザノードを選択します。

1

Cisco Unified Communications Managerパブリッシャのインストール。 VOSベースの
コンタクトセンターアプリケーションに対するゴールデンテンプレートのインス

トール, （90ページ）。

2

自動化プロセスの実行後は、宛先システムでUnified CommunicationsManagerパブリッシャおよび
サブスクライバ VMを設定できます。 Cisco Unified Communications Manager, （143ページ）を参
照してください。

Cisco Finesse 用のゴールデンテンプレートの作成
Cisco Finesseプライマリノード用のゴールデンテンプレートを作成するには、次の一連のタスク
を実行します。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1-Finesse.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。
ドロップダウンリストで選択できる項目はありません。

1

Cisco Finesseプライマリノードのインストール。 VOSベースのコンタクトセンター
アプリケーションに対するゴールデンテンプレートのインストール,（90ページ）。

2

自動化プロセスの実行後は、宛先システムで Cisco Finesseを設定できます。 Cisco Finesse, （163
ページ）を参照してください。

Cisco Unified Intelligence Center 用のゴールデンテンプレートの作成
Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャノード用のゴールデンテンプレートを作成するに
は、次の一連のタスクを実行します。
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タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1-CUIC.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。
ドロップダウンリストで選択できる項目はありません。

1

Cisco Unified Intelligence Centerのインストール。 VOSベースのコンタクトセンター
アプリケーションに対するゴールデンテンプレートのインストール,（90ページ）。

2

自動化プロセスの実行後は、宛先システムでCiscoUnified IntelligenceCenterVMを設定できます。
Cisco Unified Intelligence Center, （157ページ）を参照してください。
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第 5 章

カスタマーサイトでのゴールデンテンプ

レートの展開

• ホストの権限, 33 ページ

• 自動ツール, 33 ページ

• エクスポート用の自動化スプレッドシートの入力, 34 ページ

• エクスポート用の自動化スクリプトの実行, 35 ページ

• カスタマーへの転送, 36 ページ

• カスタマーサイトの準備状態の確認, 36 ページ

• インポート用のスプレッドシートの入力, 37 ページ

• インポート用の自動化スクリプトの実行, 42 ページ

ホストの権限

ゴールデンテンプレートプロセスを実行しているユーザが ESXiホストの次の権限を持っている
必要があります。

•管理者

•リソースプール管理者

•ネットワーク管理者

自動ツール

自動化を実行するクライアントに次のツールをダウンロードしてから、インストールします。
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ダウンロードバージョンソフトウェア

http://cisco.com/en/US/products/ps12586/tsd_products_support_series_
home.htmlに進みます。

[ソフトウェアのダウンロード（Download Software）]をクリック
します。

次に、PackagedContact Center Enterprise展開スクリプトを選択しま
す。

10.0(1)GoldenTemplateTool zipファ
イル

http://downloads.vmware.com/d/details/pcli50/dHRAYnQlKmpiZHAlJQ==5.0、32ビットPowerCLI

https://my.vmware.com/group/vmware/
details?downloadGroup=OVFTOOL350&productId=353

32ビットOVFツール

http://winimage.com/download.htm。

WinImageは、シェアウェアです。ライセンスコピーを
購入しない場合、このツールを実行するときにポップ

アップが表示されます。ポップアップで [いいえ（No）]
をクリックすると、次に進めます。

（注）

8.5、32ビットWinImage

--Release 2003以降Microsoft Excel

エクスポート用の自動化スプレッドシートの入力

エクスポート用の自動化スプレッドシートを入力します。エクスポート自動化スクリプトが

GoldenTemplate_10ディレクトリのOVFサブフォルダにエクスポートOVFの作成を要求する各行
のカラムに対してのみ内容を入力します。その他すべてのカラムは空白のままにします。

次の VM_TYPEの行に対してのみ、内容を入力してください。

• UCCE_CallServer_SideA

• UCCE_DataServer_SideA

• CVP_Call/VXML_1_SideA

• CVP_RPT_SideB

• CVP_OAMP_SideA

• CUCM_Pub_SideA

• CUIC_PUB_SideA

• FINESSE_PRIMARY_SideA

インポートフェーズでは、サブスクライバおよびB側に存在するサーバを含む残りのサーバに対
して VMを作成する際に、これらのテンプレートを使用できます。
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表 1：エクスポート用の自動化スプレッドシートに必要なカラム

例説明カラム

ExportServer[ExportServer]を選択して、ス
クリプトで実行している操作を

指定します。

テンプレートのシステムがイン

ストールされたVMware環境か
ら圧縮された OVFファイルを
エクスポートします。

OPERATION

xx.xx.xxx.xxxVMをエクスポートする ESXi
ホスティングの IPアドレスま
たは DNS名。

SOURCE_HOST_IP

datastore1(3)VMwareで定義されたデータス
トアの名前。

SOURCE_DATASTORE_NAME

CallServerSideAVMの名前。スペースや特殊文
字は使用できません。最大 32
文字。

SOURCE_VMNAME

My_CallServerAエクスポートされるゴールデン

テンプレートの名前。スペー

スや特殊文字は使用できませ

ん。最大 32文字。

GOLDEN_TEMPLATE_NAME

エクスポート用の自動化スクリプトの実行

エクスポートしたサーバに必要なディスク領域は、エクスポートしたサーバに応じて、50GB～
70GBになります。
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手順

ステップ 1 GoldenTemplate_V-10-pcceディレクトリから、VMware vSphere PowerCLI（32ビット）を起動し
て、自動化スクリプトを実行します。

ステップ 2 他のユーザから署名されたスクリプトと同様に、ローカルに書き込む未署名のスクリプトを実行

できるように、次のコマンドを入力して、実行ポリシーを変更できます：Set-ExecutionPolicy
Unrestricted -Force。

ステップ 3 VMware vSphere PowerCLIが vSphereサーバの接続にプロキシサーバを使用しないように、次の
コマンドを入力します：Set-PowerCLIConfiguration -ProxyPolicy NoProxy -Confirm:$false。

ステップ 4 次の構文を使用してコマンドを入力します。

例：構文：

. \scripts\DeployVM.PS1
c:\GoldenTemplate_VMDataSheet_V10.xls
testvCenter testuser testpassword

<スクリプトへのパス><スプレッドシートのフ
ルパス> <vCenter IP /ホスト名> <vCenterユー
ザ> <vCenterに接続するためのパスワード>

これは、GoldenTemplate_10ディレクトリの OVFフォルダのエントリを作成するスクリプトを起
動します。スクリプトは通常、数時間以内で完了します。 エラーがある場合、スクリプトは失

敗しますが、動作し続けます。エラーが画面に表示され、ログファイルに保存されます。スク

リプトが完了すると、Reportフォルダにステータスレポートが生成されます。ステータスレポー
トには、ログファイルへのリンクがあります。

カスタマーへの転送

インポート中、動作モードは ImportServerに設定されるので、ゴールデンテンプレートプロセス
がカスタマーサイトでエクスポートした OVFテンプレートをインポートします。

ラップトップをカスタマーサイトに接続します。次に、スプレッドシートのインポートを完了

し、ローカルディレクトリからインポートスクリプトを実行します。

USBデバイスにディレクトリを転送し、USBドライブからインポートスクリプトを実行すること
もできます。

カスタマーサイトの準備状態の確認

スプレッドシートのインポートを完了し、インポートスクリプトを実行する前に、データストア

が設定された ESXiホストにお客様の環境が設定されている必要があります。
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インポート用のスプレッドシートの入力

インポート用にスプレッドシートのすべての行を入力します。複数のVMをインポートするため
に同じテンプレートを使用できます。NEW_VM_NAMEなどの他のカラムは一意である必要があ
りますが、GOLDEN_TEMPATE_NAMEは、たとえば GOLDEN_TEMPATE_NAMEは、
UCCE_DataServer_SideAおよび UCCE_DataServer_SideBの両方で同じにすることができます。

表 2：インポート用の自動化スプレッドシートカラムの入力

例説明カラム

はい（YES）[はい（YES）]を選択して、
VMを作成します。

CREATEVM

はい（YES）[はい（YES）]を選択して、イ
ンポートされたサーバにスプ

レッドシートの値を適用しま

す。

[はい（Yes）]を選択
すると、VOS製品の
パブリッシャとサブ

スクライバが作成さ

れます。

（注）

スプレッドシートを入力し、

VOSのパブリッシャとサブス
クライバを手動で作成しようと

する時点で値が適用されていな

い場合にのみ、[いいえ（NO）]
に設定します。

CUSTOMIZATION

ImportServer[ImportServer]を選択します。

エンドカスタマーの VMware
環境に OVFテンプレートをイ
ンポートします。

OPERATION

ブランクのままにします。ブランクのままにします。SOURCE_HOST_IP

ブランクのままにします。ブランクのままにします。SOURCE_DATASTORE_NAME

ブランクのままにします。ブランクのままにします。SOURCE_VMNAME

My_CallServerAエクスポートされたゴールデン

テンプレートの名前を入力しま

す。

GOLDEN_TEMPLATE_NAME
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例説明カラム

CallServerSideA必須作業です。新しい VMの
名前。スペースや特殊文字は

使用できません。最大 32文
字。

NEW_VM_NAME

xx.xx.xxx.xxx必須作業です。新しい VMの
ESXiホストの IPアドレスまた
は DNS名。

DEST_HOST_IP

datastore2(1)必須作業です。新しい VMの
データストアの名前。

DEST_DATASTORE_NAME

このフィールドは、すべての

VOSプラットフォームに適用
されます。

PRODUCT_VERSION

Demo-CallSrvA必須作業です。新しいコン

ピュータの NET BIOS名。最
大 15文字。特殊文字 /、
\、?、:、*、"、<、>、.は使用
しないでください。

COMPUTER_NAME

NOドロップダウン：

[はい（YES）]は、VMをワー
クグループに追加し、

WORK_GROUP_NAMEを有効
にします。

WORK_GROUP

NAWORK_GROUPが [はい
（YES）]に設定されている場
合にだけワークグループの名前

を入力します。

WORK_GROUP_NAME

mydomain.comドメインの名前。

WORK_GROUPが [いいえ
（NO）]に設定された場合にの
み使用されます。

DOMAIN_NAME

アメリカ（America）必須作業です。 Unified CMに
設定されるタイムゾーン地域の

ドロップダウン選択。米国の

場合は、[アメリカ（America）]
を選択します。

TIME_ZONE_LINUX_AREA
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例説明カラム

New York必須作業です。 Unified CM、
CUIC、またはFinesseに設定さ
れるタイムゾーンの場所のド

ロップダウン選択。

TIME_ZONE_LINUX_LOCATION

（GMT-05:00）東部時間帯（米
国およびカナダ）

必須作業です。 Unified CVPお
よび Unified CCE VMに設定さ
れるタイムゾーンのドロップダ

ウン選択。

TIME_ZONE_WINDOWS

ユーザ名（Username）必須作業です。新しいコン

ピュータをドメインに追加する

権限を持つドメインユーザの

ユーザ名。WORK_GROUPが
[いいえ（NO）]に設定されて
いる場合にだけ有効です。

DOMAIN\usernameまたは
username@形式でユーザ名を指
定しないでください。

DOMAIN_USER

package123必須作業です。ドメインユー

ザのパスワード。

WORK_GROUPが [いいえ
（NO）]に設定されている場合
にだけ有効です。

DOMAIN_PASSWORD

ZZZM2-Y330L-HH123-99Y1B-GJ20B必須作業です。形式
xxxxx-xxxxx-xxxxx-xxxxx-xxxxx
の有効なWindows OSのプロダ
クトキー。

PRODUCT_KEY

LabAdmin必須作業です。所有者の完全

な名前。

Administratorおよび Guestは使
用できない名前です。

これはWindowsの必須フィー
ルドです。

OWNER_NAME

MyName必須作業です。 Unified CM、
CUIC、またはFinesseに設定す
る組織名。

ORGANIZATION_NAME
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例説明カラム

MyUnit必須作業です。 Unified CM、
CUIC、またはFinesseに設定す
る組織ユニット。

ORGANIZATION_UNIT

MyCity必須作業です。 Unified CM、
CUIC、またはFinesseに設定す
る組織の場所。

ORGANIZATION_LOCATION

MyState必須作業です。 Unified CM、
CUIC、またはFinesseに設定す
る組織の都道府県。

ORGANIZATION_STATE

米国（United States of America）必須作業です。 Unified CM、
CUIC、またはFinesseに設定す
る組織の国のドロップダウン選

択。

ORGANIZATION_COUNTRY

xx.xx.xxx.xxx必須作業です。 NTPサーバの
IPアドレス。

NTP_SERVER

NTPおよび時刻同期, （16ペー
ジ）を参照してください。

xx.xx.xxx.xxx必須作業です。 NIC1の有効な
IPv4アドレス。

IP_ADDRESS_NIC1

xx.xx.xxx.xxx必須作業です。NIC1の有効な
サブネットマスク（IPv4アド
レス）。

SUB_NET_MASK_NIC1

2フィールドの値は、VM_TYPE
フィールドに基づいて事前に入

力され、保護されます。値は

「1」または「2」です。

この値は、VMに設定される
NICの数を示しています。

NIC_NUM

xx.xx.xxx.xxx必須作業です。 NIC1の有効な
デフォルトゲートウェイ（IPv4
アドレス）。

DEFAULT_GATEWAY_NIC1

xx.xx.xxx.xxx必須作業です。 NIC1のプライ
マリDNSの有効な IPv4アドレ
ス。

DNS_IP_NIC1
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例説明カラム

xx.xx.xxx.xxxこれはオプションです。 NIC1
の代替DNSの有効な IPv4アド
レス。 Unified CCE VM専用。
NIC1のプライマリDNSのアド
レスとは異なる必要がありま

す。

DNS_ALTERNATE_NIC2

xx.xx.xxx.xxx必須作業です。NIC2の有効な
IPv4アドレス。

NIC_NUMフィールドの値が 2
の場合にのみ有効です。

IP_ADDRESS_NIC2

255.255.255.255必須作業です。NIC2の有効な
サブネットマスク（IPv4アド
レス）。 Unified CCE VM専
用。

SUB_NET_MASK_NIC2

xx.xx.xxx.xxx必須作業です。 NIC2の有効な
デフォルトゲートウェイ（IPv4
アドレス）。

これは後で削除されますが、カ

スタマイズ中に必要です。

DEFAULT_GATEWAY_NIC2

xx.xx.xxx.xxx必須作業です。 NIC2のプライ
マリDNSの有効な IPv4アドレ
ス。 Unified CCE VM専用。

これは後で削除されますが、カ

スタマイズ中に必要です。

DNS_IP_NIC2

xx.xx.xxx.xxxこれはオプションです。 NIC2
の代替DNSの有効な IPv4アド
レス。 Unified CCE VM専用。
NIC2のプライマリDNSのアド
レスとは異なる必要がありま

す。

DNS_ALTERNATE_NIC2

UCCE Public必須作業です。このサーバの

プライマリネットワーク

VM_NETWORK
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インポート用の自動化スクリプトの実行

スクリプトはテンプレートをインポートし、新規の VMを作成します。

任意のVOSVMをインポートし、WinImageのアンライセンスドコピーがある場合は、各VOS
のプラットフォームに 1つのポップアップダイアログが表示されます。 [OK]をクリックし
て、インポートプロセスを続行します。

（注）

手順

ステップ 1 GoldenTemplate_V10-pcceディレクトリから、VMware vSphere PowerCLI（32ビット）を起動して、
自動化スクリプトを実行します。

ステップ 2 他のユーザから署名されたスクリプトと同様に、ローカルに書き込む未署名のスクリプトを実行

できるように、次のコマンドを入力して、実行ポリシーを変更できます：Set-ExecutionPolicy
Unrestricted -Force。

ステップ 3 VMware vSphere PowerCLIが vSphereサーバの接続にプロキシサーバを使用しないように、次の
コマンドを入力します：Set-PowerCLIConfiguration -ProxyPolicy NoProxy -Confirm:$false。

ステップ 4 次の構文を使用してコマンドを入力します。

例：構文：

\scripts\DeployVM.PS1
c:\GoldenTemplate_VMDataSheet_V10.xls
testvCenter testuser testpassword

<スクリプトへのパス><スプレッドシートのフ
ルパス> <vCenter IP /ホスト名> <vCenterユー
ザ> <vCenterに接続するためのパスワード>

スクリプトは通常、数時間以内で完了します。エラーがある場合、スクリプトは失敗しますが、

動作し続けます。エラーが画面に表示され、ログファイルに保存されます。スクリプトが完了

すると、Reportフォルダにステータスレポートが生成されます。ステータスレポートには、ロ
グファイルへのリンクがあります。
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第 6 章

ゴールデンテンプレートのインポート後

• データサーバのインポート後の手順, 45 ページ

• コールサーバのインポート後の手順, 46 ページ

• Cisco Unified Voice Portalのインポート後の手順, 46 ページ

• Cisco Unified Communications Managerのインポート後の手順, 46 ページ

• Cisco Unified Intelligence Centerのインポート後の手順, 47 ページ

• Cisco Finesseのインポート後の手順, 47 ページ

• インポート後の手順, 47 ページ

データサーバのインポート後の手順

コールサーバのインポート後に、次の手順を実行します。

タスクシーケン

ス

ネットワークアダプタ設定と電源投入の検証, （47ページ）1

レジストリ設定の編集と VMの再起動, （50ページ）2

ネットワークアダプタの名前の変更と再バインド, （50ページ）3

Unified CCE暗号化ユーティリティの設定, （48ページ）4

Cisco Diagnostic Framework Porticoの設定 , （48ページ）5

セキュリティウィザードの実行, （52ページ）6

ドメインユーザの追加, （49ページ）7

Unified CCEデータサーバ, （101ページ）の設定8
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コールサーバのインポート後の手順

コールサーバのインポート後に、次の手順を実行します。

タスクシーケン

ス

ネットワークアダプタ設定と電源投入の検証, （47ページ）1

レジストリ設定の編集と VMの再起動, （50ページ）2

ネットワークアダプタの名前の変更と再バインド, （50ページ）3

Unified CCE暗号化ユーティリティの設定, （48ページ）4

Cisco Diagnostic Framework Porticoの設定 , （48ページ）5

セキュリティウィザードの実行, （52ページ）6

Unified CCEコールサーバ, （113ページ）の設定7

Cisco Unified Voice Portal のインポート後の手順
CVPサーバのインポート後に、次の手順を実行します。

タスクシーケン

ス

ネットワークアダプタ設定と電源投入の検証, （47ページ）1

レジストリ設定の編集と VMの再起動, （50ページ）2

時刻源のリセット, （52ページ）4

Unified Customer Voice Portal, （127ページ）の設定5

Cisco Unified Communications Manager のインポート後の手順
Cisco Unified Communications Managerのインポート後に、次の手順を実行します。

シーケンスタスク

Unified Communications Managerパブリッシャの設定, （53ページ）1

サブスクライバを追加するための Unified Communications Managerパブリッシャの起
動, （53ページ）

2
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シーケンスタスク

Unified Communications Managerサブスクライバの設定, （54ページ）3

Cisco Unified Communications Manager, （143ページ）の設定4

Cisco Unified Intelligence Center のインポート後の手順
Cisco Unified Intelligence Centerのインポート後に、次の手順を実行します。

シーケンスタスク

Unified Intelligence Centerパブリッシャの設定, （54ページ）1

オンラインでのライセンスの取得, （55ページ）2

サブスクライバを追加するためのパブリッシャの起動, （56ページ）3

サブスクライバの設定, （56ページ）4

Cisco Unified Intelligence Center, （157ページ）の設定5

Cisco Finesse のインポート後の手順
Cisco Finesseのインポート後に、次の手順を実行します。

シーケンスタスク

Cisco Finesseプライマリノードの設定, （57ページ）1

セカンダリ Finesseを設定するための Finesse管理コンソールの起動, （58ページ）2

セカンダリノードの設定, （57ページ）3

Cisco Finesse, （163ページ）の設定4

インポート後の手順

ネットワークアダプタ設定と電源投入の検証

すべてのWindows VMについて、この手順を実行します。
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手順

ステップ 1 vSphereクライアントで [仮想マシン（Virtual Machine）]を選択します。 VMを右クリックして、
[設定の編集（Edit settings）]を選択します。

ステップ 2 [ハードウェア（Hardware）]タブで、各ネットワークアダプタを選択します。デバイスステータ
スグループで [電源オンで接続（Connect at power on）]がオンになっていることを確認します。

ステップ 3 仮想マシンの電源をオンにします。

Ctril-Alt_Delを押さないでください。電源投入後にCtrl+Alt+Deleteを押した場合、カスタ
マイズは反映されません。手動でカスタマイズを完了する必要があります。詳細につい

ては、http://docwiki.cisco.com/wiki/Recover_from_Pressing_Ctrl-Alt-Del_During_Power-Onを
参照してください。

重要

ステップ 4 VMが再起動し、カスタマイズが適用されるまで待ちます。この処理に 5～ 10分かかることがあ
ります。

Cisco Diagnostic Framework Portico の設定

手順

ステップ 1 [スタート（Start）]メニューで、[コマンドプロンプト（Command Prompt）]を右クリックして
[管理者として実行（Run as Administrator）]を選択します。

ステップ 2 cd icm\serviceability\diagnostics\binと入力し、Enterを押します。

ステップ 3 DiagFwCertMgr /task:CreateAndBindCert /port:7890と入力し、Enterを押します。

Unified CCE 暗号化ユーティリティの設定

手順

ステップ 1 [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco Unified CCE Tools）]を
起動します。

ステップ 2 [SSL暗号化ユーティリティ（SSL Encryption Utility）]を選択します。

ステップ 3 [証明書の管理（Certificate Administration）]タブをクリックします。

ステップ 4 [アンインストール（Uninstall）]をクリックします。 [はい（Yes）]を選択します。

ステップ 5 アンインストールが完了したら、[インストール（Install）]を選択します。
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メッセージが次々と表示され、最後に「SSL証明書が正常にインストールされました（SSLCertificate
successfully installed）」と表示されます。

ステップ 6 [閉じる（Close）]をクリックします。

ドメインユーザの追加

データサーバをインポートした後、明示的なログインアカウントとしてWebセットアップを実
行するドメインユーザを SQL Server Managerに追加する必要があります。この手順を A側と B
側のデータサーバで実行します。

手順

ステップ 1 ローカルまたはドメイン管理者としてデータサーバにログインします。

ステップ 2 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Microsoft SQL Server 2008 R2]に移
動します。

ステップ 3 [SQL Server Management Studio]を右クリックして [管理者として実行（Run as administrator）] を
選択します。

ステップ 4 [ユーザアカウント制御（User Account Control）]ダイアログボックスで [はい（Yes）]を選択し
ます。

ステップ 5 Windows認証を使用して SQL Serverに接続します。

ステップ 6 [Object Explorer]で、[セキュリティ（Security）]ツリーを展開します。

ステップ 7 [ログイン（Logins）]を右クリックし、[新しいログイン...（New Login...）]を選択します。

ステップ 8 [新規ログイン（New Login）]ダイアログボックスで、次の内容を実行します。
a) Windows認証が選択されているのを確認して、[検索（Search）]をクリックします。
b) [ユーザまたはグループの選択（Select User or Group）]ダイアログボックスで、次の手順を実
行します。

1 場所を [ディレクトリ全体（Entire Directory）]に設定します。

2 ドメインユーザのアカウント名を入力します。

3 [名前のチェック（Check Names）]を選択し、ボックスに正しい名前が表示されることを確
認します。

4 [OK]をクリックします。

c) [新規ログイン（New Login）]ダイアログボックスの [サーバロール（Server Roles）]ページに
移動し、[public]と [sysadmin]の両方がオンになっていることを確認します。
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d) [OK]をクリックして変更を保存します。

ステップ 9 SQL Server Management Studioを終了します。

ステップ 10 ログアウトし、ドメインユーザとして再度ログインします。

ステップ 11 通常どおりに SQL Server Management Studio（[管理者として実行（Run as administrator）] を使用
しない）を実行して、Windows認証を使用してログインし、変更内容を確認します。

レジストリ設定の編集と VM の再起動
すべてのWindows VMについて、この手順を実行します。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [管理ツール（Administrative Tools）] > [コンピュータの管理（Computer
Management）]に移動します。

ステップ 2 左側のパネルで、[コンピュータ管理（ローカル）（Computer Management (Local)）] > [システム
ツール（System Tools）] > [ローカルユーザおよびグループ（Local Users and Groups）] > [ユーザ
（Users）] を選択します。

ステップ 3 右側のパネルで、[管理者（Administrator）]を右クリックし、[パスワードの設定（Set Password）]
を選択します。

ステップ 4 警告メッセージで [続行（Proceed）]をクリックし、新しいパスワードを入力します。

ステップ 5 [OK]をクリックして保存します。

ステップ 6 レジストリエディタにアクセスします（[スタート（Start）]> [ファイル名を指定して実行（Run）]
> regedit）。

ステップ 7 [HKEY_LOCAL_MACHINE] > [SOFTWARE] > [Microsoft] > [Windows NT] > [Current Version] >
[Winlogon]に移動します。
a) [AutoAdminLogon]を 0に設定します。
b) 存在する場合は次のキーを削除します：[DefaultDomainName]および [DefaultUserName]。

ステップ 8 マシンを再起動します。マシンがドメインに存在する場合は、ドメインにログインします。

ステップ 9 時刻をドメインコントローラと同期するには、コマンドプロンプトを開き、コマンドNETTIME
/DOMAIN:<domain>と入力します。

ネットワークアダプタの名前の変更と再バインド

コールサーバとデータサーバのゴールデンテンプレートをインポートした後、ネットワークア

ダプタを再設定する必要があります。
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手順

ステップ 1 次の手順に従って、ネットワークアダプタのMACアドレスとラベルを特定します。
a) vCenterから、VMを選択し、右クリックします。
b) [設定の編集（Edit Settings）]を選択します。 [ハードウェア（Hardware）]タブで、[ネットワー
クアダプタ 1（Network adapter 1）]をクリックします。右側のパネルで、MACアドレスの最
後の数桁を書き留め、ラベルが UCCEパブリックまたは UCCEプライベートかどうかをメモ
します。たとえば、ネットワークアダプタ 1のMACアドレスは 08-3bで終わり、ネットワー
クラベルが UCCEパブリックである可能性があります。

c) ネットワークアダプタ 2で繰り返します。MACアドレスとラベルをメモします。
d) VMコンソールで、コマンドラインから ipconfig /allと入力します。これはアダプタ名と物理
アドレスを表示します。

e) アダプタ名と物理アドレスをメモし、VMwareでメモしたMACアドレスとラベルと照合しま
す。たとえば、ipconf/allでは、ローカルエリア接続 2の物理アドレスは、08-3bで終了する可
能性があります。

f) VMwareがUCCEパブリックとして識別したネットワークアダプタのMACアドレスを、ロー
カルエリアコネクタの対応する物理アドレスと照合します。この例では、ローカルエリア接

続 2（08-3b）の物理アドレスがネットワークアダプタ 1のMACアドレス（o8-3b）に一致し
ます。ローカルエリア接続 2が UCCEパブリックであることを意味します。

ステップ 2 次のように、Windowsのネットワークアダプタを検索して、名前を変更します。
a) [ネットワークと共有センター（Network and Sharing Center）]を開き、[ローカルエリア接続
（Local Area Connection）]を選択します。

b) [ローカルエリア接続（Local Area Connection）]を右クリックして、[名前の変更（Rename）]
を選択します。上記の照合に応じて、[UCCE Public]または [UCCE Private]に名前を変更しま
す。

c) [ローカルエリア接続2（LocalAreaConnection 2）]を右クリックして、[名前の変更（Rename）]
を選択します。上記の照合に応じて、[UCCE Public]または [UCCE Private]に名前を変更しま
す。上記の例では、[ローカルエリア接続 2（Local Area Connection 2）]が UCCEパブリック
に名前が変更されます。

ステップ 3 次のように UCCEプライベートのプロパティを設定します。
a) c:\windows\system32\drivers\etcに移動し、ホストファイルを編集して、サーバの IPアドレスお
よび完全修飾ドメイン名を使用してエントリを追加します。

b) DNSサーバでは、プライベート IPアドレスのエントリを追加します。この IPのホスト名に p
などのサフィックスを追加します（プライベートであることを識別するため）。

ステップ 4 バインディング順序は、次のように設定します。

a) [ネットワーク接続（Network Connections）]では、Altキーを押します。次に、[詳細
（Advanced）] > [詳細設定（Advanced Settings）]を選択します。
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b) [アダプタおよびバインディング（Adapters andBindings）]ダイアログボックスの上部パネルで
は、UCCEパブリック接続が UCCEプライベート接続の上にあることを確認します。正しい
順序に並べ替える必要がある場合、矢印ボタンを使用します。 [OK]をクリックします。

セキュリティウィザードの実行

インポート後、すべてのコールサーバおよびデータサーバでこの手順を実行します。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco
Unified CCE Tools）] > [Security Wizard]に移動します。

ステップ 2 [Windowsファイアウォール（Windows Firewall）]をクリックして [次へ（Next）]をクリックしま
す。

ステップ 3 [ICM/CCEにWindowsファイアウォールを設定（Configure Windows Firewall for ICM/CCE）]を選
択します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [終了（Finish）]をクリックします。プロンプトで [はい（Yes）]をクリックします。

時刻源のリセット

すべての CVPサーバについて、この手順を実行します。

1 [コマンドプロンプト（Command Prompt）]ウィンドウで、次の行を入力して、Enterキーを押
します。w32tm /config /manualpeerlist:PEERS /syncfromflags:MANUAL

NTPサーバのカンマ区切りリストを使用して、ピアを置き換えます。（注）

2 w32timeサービスを再開します：net stop w32time && net start w32time。

3 ピアと w32timeサービスを同期します：w32tm /resync。

4 次のサービスコントロールコマンドを使用して、サーバの再起動で w32timeサービスが適切
に起動していることを確認します：sc triggerinfo w32time start/networkon
stop/networkoff。

CVP へのファイルのコピー
CVPのインストール後のテンプレートのエクスポートの前に、CVPOAMPサーバ、CVPサーバ、
および CVP Reporting Serverでこの手順を実行します。
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手順

ステップ 1 CVPサーバで、GoldenTemplate_V-10-pcce.zipをダウンロードし、コンテンツを抽出します。

ステップ 2 updatermiserveripディレクトリを %CVP_HOME%\binディレクトリにコピーします。

Unified Communications Manager パブリッシャの設定

はじめる前に

Unified Communications Manager、Cisco Unified Intelligence Center、および Cisco Finesse用の DNS
設定が必須です。 DNSを設定するには、VMを DNSの前方および逆引き参照に追加します。詳
細については、DNSサーバの設定, （72ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 パブリッシャの電源を投入します。

インストールは自動的に開始され、実行中に行う操作はありません。 1時間以上経過した後、イ
ンストールの成功を示すメッセージが表示されます。

ステップ 2 VMの [コンソール（Console）]タブをクリックします。管理者ユーザのクレデンシャルを使用し
て、パブリッシャマシンにログインします。

ステップ 3 設定を編集し、フロッピードライブの [電源投入時に接続（Connect at Power on）]をオフにしま
す。

パブリッシャ/プライマリのカスタマイズ中、ユーザ名とパスワードが次のように変更されま
す。お客様はパスワードを変更する必要があります。カスタマイズ中のパスワード変更, （
58ページ）を参照してください。

（注）

リブート後に、VMのインストールが完了します。

サブスクライバを追加するための Unified Communications Manager パブリッシャの起
動

サブスクライバを追加するには、パブリッシャノードを起動する必要があります。
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手順

ステップ 1 ブラウザで Unified Communications Managerパブリッシャ（http://<IP Addr of CUCM
Publisher>/ccm/admin）を起動します。

ステップ 2 ユーザ名とパスワードを入力し、Unified Communications Managerにログインします。

ステップ 3 [システム（System）] > [サーバ（Server）] > [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 4 [サーバを追加（Add a Server）]ページで、サーバタイプの [CUCM Voice/Video]を選択します。
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [サーバ情報（Server Information）]ページで、最初のサブスクライバの IPアドレスを入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 2番目のサブスクライバについてステップ 3～ 6を繰り返します。

Unified Communications Manager サブスクライバの設定

はじめる前に

Unified Communications Manager、Cisco Unified Intelligence Center、および Cisco Finesse用の DNS
設定が必須です。 DNSを設定するには、VMを DNSの前方および逆引き参照に追加します。詳
細については、DNSサーバの設定, （72ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 VMの電源をオンにします。
これは、インストールを開始します。

ステップ 2 インストールが完了したら、フロッピードライブの [電源投入時に接続（Connect at Power on）]
をオフにします。

ステップ 3 B側の 2番目のサブスクライバに対してこの手順を繰り返します。

Unified Intelligence Center パブリッシャの設定

はじめる前に

Unified Communications Manager、Cisco Unified Intelligence Center、および Cisco Finesse用の DNS
設定が必須です。 DNSを設定するには、VMを DNSの前方および逆引き参照に追加します。詳
細については、DNSサーバの設定, （72ページ）を参照してください。
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手順

ステップ 1 パブリッシャの電源を投入します。

インストールは自動的に開始され、実行中に行う操作はありません。 1時間以上経過した後、イ
ンストールの成功を示すメッセージが表示されます。

ステップ 2 VMの [コンソール（Console）]タブをクリックします。管理者ユーザのクレデンシャルを使用し
て、パブリッシャマシンにログインします。マシンの CLIインターフェイスが開きます。

ステップ 3 設定を編集し、フロッピードライブの [電源投入時に接続（Connect at Power on）]をオフにしま
す。

パブリッシャ/プライマリのカスタマイズ中、ユーザ名とパスワードが次のように変更されま
す。お客様はパスワードを変更する必要があります。カスタマイズ中のパスワード変更, （
58ページ）を参照してください。

（注）

オンラインでのライセンスの取得

パブリッシャを設定した後、サブスクライバを設定する前に、シスコに連絡してUnified Intelligence
Centerライセンスを要求する必要があります。

手順

ステップ 1 ライセンスファイルを取得するには、Cisco Product License RegistrationのWebサイト（URL：
https://tools.cisco.com/SWIFT/Licensing/PrivateRegistrationServlet）にアクセスします。

ステップ 2 製品認証キー（PAK）を持っていない場合は、使用可能なライセンスのリンクをクリックします。

ステップ 3 [Unified communications]までスクロールし、[Cisco Unified Intelligence Center]をクリックします。

ステップ 4 MACアドレスを入力し、契約内容に同意して、登録者情報を入力します。
MACアドレスは、インストールの最後にオンラインで表示されます。MACアドレスを再度検出
する必要がある場合は、取得するために次の手順に従ってください。

1 システム管理者ユーザのクレデンシャルを使用して、サーバノードにサインインします。

2 次の CLIコマンドを入力します。show status

ステップ 5 プロンプトに従って登録を完了します。

シスコから、ライセンスファイルが添付ファイルとして含まれている電子メールを受け取りま

す。ファイル形式は *.licです。

ステップ 6 システムアプリケーションユーザがアクセスできる場所にライセンスファイルを保存します。

このファイルのバックアップコピーを保存します。 *.licファイルは、開いて参照できま
すが、。このファイルを変更すると、ライセンスが無効になります。

警告
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ステップ 7 ライセンスを適用します。

サブスクライバを追加するためのパブリッシャの起動

手順

ステップ 1 ブラウザで URL http://<HOST ADDRESS>/oampにアクセスします。ここで、HOST ADDRESSは
Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャの IPアドレスまたはホスト名です。

ステップ 2 インストール時に定義したシステムアプリケーションユーザ IDとパスワードを使用してサイン
インします。

ステップ 3 左のパネルから、[デバイス管理（Device Management）] > [デバイス設定（Device Configuration）]
を選択します。

ステップ 4 [メンバーの追加（Add Member）]をクリックします。

ステップ 5 サブスクライバ用の [デバイス設定（DeviceConfiguration）]の各フィールドに、デバイスの名前、
ホスト名または IPアドレス、および説明を入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

サブスクライバの設定

はじめる前に

Unified Communications Manager、Cisco Unified Intelligence Center、および Cisco Finesse用の DNS
設定が必須です。 DNSを設定するには、VMを DNSの前方および逆引き参照に追加します。詳
細については、DNSサーバの設定, （72ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 VMの電源を投入します。
これは、インストールを開始します。

ステップ 2 インストールが完了したら、フロッピードライブの [電源投入時に接続（Connect at Power on）]
をオフにします。

サブスクライバノードのカスタマイズ中、ユーザ名とパスワードが次のように変更さ

れます。お客様はパスワードを変更する必要があります。カスタマイズ中のパスワー

ド変更, （58ページ）を参照してください。

（注）
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Cisco Finesse プライマリノードの設定

はじめる前に

Unified Communications Manager、Cisco Unified Intelligence Center、および Cisco Finesse用の DNS
設定が必須です。 DNSを設定するには、VMを DNSの前方および逆引き参照に追加します。詳
細については、DNSサーバの設定, （72ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 パブリッシャの電源を投入します。

インストールは自動的に開始され、実行中に行う操作はありません。 1時間以上経過した後、イ
ンストールの成功を示すメッセージが表示されます。

ステップ 2 VMの [コンソール（Console）]タブをクリックします。管理者ユーザのクレデンシャルを使用し
て、パブリッシャマシンにログインします。マシンの CLIインターフェイスが開きます。

ステップ 3 設定を編集し、フロッピードライブの [電源投入時に接続（Connect at Power on）]をオフにしま
す。

パブリッシャ/プライマリのカスタマイズ中、ユーザ名とパスワードが次のように変更されま
す。お客様はパスワードを変更する必要があります。 カスタマイズ中のパスワード変更, （
58ページ）を参照してください。

（注）

セカンダリノードの設定

はじめる前に

Unified Communications Manager、Cisco Unified Intelligence Center、および Cisco Finesse用の DNS
設定が必須です。 DNSを設定するには、VMを DNSの前方および逆引き参照に追加します。詳
細については、DNSサーバの設定, （72ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 VMの電源を投入します。
これは、インストールを開始します。

ステップ 2 設定を編集し、フロッピードライブの [電源投入時に接続（Connect at Power on）]をオフにしま
す。

サブスクライバノードのカスタマイズ中、ユーザ名とパスワードが次のように変更さ

れます。お客様はパスワードを変更する必要があります。カスタマイズ中のパスワー

ド変更, （58ページ）を参照してください。

（注）
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ステップ 3 インストールが完了したら、フロッピードライブの [電源投入時に接続（Connect at Power on）]
をオフにします。

セカンダリ Finesse を設定するための Finesse 管理コンソールの起動
セカンダリノードを追加するには、プライマリノードを起動し、セカンダリノードをクラスタ

に追加する必要があります。

手順

ステップ 1 ブラウザでCisco Finesseプライマリノードを起動します（http://PrimaryNode IPAddress/cfadmin）。
ここで、Primary Nodeまたは IP Addressは自分のホストのプライマリノードまたは IPアドレスで
す。

ステップ 2 [設定（Settings）] > [クラスタ設定（Cluster Settings）]に移動します。（これは、デフォルト設定
に基づいており、クラスタ設定ツールのページを変更していないことが前提となります）。

ステップ 3 Cisco Finesseセカンダリノードの IPアドレスを追加します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

カスタマイズ中のパスワード変更

パブリッシャ/プライマリのカスタマイズ中、ユーザ名とパスワードが次のように変更されま
す。お客様はパスワードを変更する必要があります。

（注）

• OS管理者のデフォルトパスワード：c1sco@123

•アプリケーションユーザ名：Administrator

•アプリケーションユーザのデフォルトパスワード：c1sco@123

• SFTPパスワード：c1sco@123

• IPSecパスワード：c1sco@123
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第 7 章

直接インストール

• 直接インストールについて, 59 ページ

• Cisco Unified Contact Center Enterpriseコールサーバ用の VMの作成, 60 ページ

• Cisco Unified Contact Center Enterpriseデータサーバ用の VMの作成, 60 ページ

• Cisco Unified Customer Voice Portalサーバ用の VMの作成, 61 ページ

• Cisco Unified Communications Managerパブリッシャ用の VMの作成, 62 ページ

• Cisco Unified Communications Managerサブスクライバ用の VMの作成, 62 ページ

• Cisco Finesseプライマリ用の VMの作成, 63 ページ

• Cisco Finesseセカンダリ用の VMの作成, 63 ページ

• Unified Intelligence Centerパブリッシャ用の VMの作成, 64 ページ

• Unified Intelligence Centerサブスクライバ用の VMの作成, 64 ページ

• Unified CVP Reporting Server用の VMの作成, 64 ページ

直接インストールについて

ここでは、カスタマー宛先サーバに仮想マシンを直接作成するタスクの手順について説明します。

次の手順で行います。

1 OVAファイルをダウンロードします。 Open Virtualizationファイル, （67ページ）を参照し
てください。

2 VMを作成する（この章）。

3 初期設定を実行して、お客様向けに設定します。設定, （99ページ）を参照してください。

ゴールデンテンプレートを使用して展開している場合は、この章を省略してください。（注）
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Cisco Unified Contact Center Enterprise コールサーバ用の VM の作成
A側とB側のCCEコールサーバ用のVMを直接作成するには、次の一連のタスクを実行します。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-MI-CCE.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。
（ドロップダウンリストから [CCEコールサーバ（CCE Call Server）]を選択しま
す）。

1

Windows Server 2008のインストール, （75ページ）2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

コールサーバおよびデータサーバのネットワークアダプタの設定, （77ページ）4

Windowsアップデートの実行, （79ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール, （73ページ）6

Cisco Contact Center Enterpriseのインストール, （84ページ）7

宛先システムでの CCEコールサーバの設定。Unified CCEコールサーバ, （113ペー
ジ）を参照してください。

8

Cisco Unified Contact Center Enterprise データサーバ用の VM の作成
次の手順に従ってタスクを実行し、A側および B側で CCEデータサーバの仮想マシンを直接作
成します。このプロセスは、CCEコールサーバの VMの作成とほぼ同じですが、Microsoft SQL
Serverをインストールする手順が加わります。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-MI-CCE.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。
ドロップダウンリストから [CCEデータベースサーバ（CCE Database Server）]を選
択します。

1

Windows Server 2008のインストール, （75ページ）2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

コールサーバおよびデータサーバのネットワークアダプタの設定, （77ページ）4

Windowsアップデートの実行, （79ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール, （73ページ）6
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タスクシーケン

ス

Microsoft SQL Serverのインストール, （79ページ）7

Cisco Contact Center Enterpriseのインストール, （84ページ）8

データベースドライブの設定, （72ページ）9

宛先システムでの CCEデータサーバの VMの設定。 Unified CCEデータサーバ, （
101ページ）を参照してください。

10

Cisco Unified Customer Voice Portal サーバ用の VM の作成
Unified CVPコール/VXMLサーバおよび Unified CVP OAMPサーバ用のゴールデンテンプレート
を作成するには、次の一連のタスクを実行します。

• Unified CVPコール/VXMLサーバが 4台の仮想マシン（A側に 2台および B側に 2台）とし
て展開されます。

• Unified CVP OAMPサーバは、A側の 1台の仮想マシンとして展開されます。

このプロセスはコール/VXMLおよびOAMPサーバでも同様です。違いは、インストール時にOVA
ドロップダウンリストから、または [パッケージの選択（Select Packages）]オプションで選択す
る内容です。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1-CVP.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。
（展開する VMに応じて、ドロップダウンから [CVP OAMPサーバ（CVP OAMP
Server）]または [CVPコールサーバ（CVP Call Server）]を選択します）。

1

Windows Server 2008のインストール, （75ページ）
NTPの設定は、このマシンがコールサーバおよびデータサーバと同じドメインにな
い場合に必要です。 NTPおよび時刻同期, （16ページ）を参照してください。

2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

Customer Voice Portalのネットワークアダプタの設定, （85ページ）4

Windowsアップデートの実行, （79ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール, （73ページ）6

Unified CVPサーバのインストール, （84ページ）7

宛先システムでの CVP VMの設定。 Unified Customer Voice Portal, （127ページ）を
参照してください。

8
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Cisco Unified Communications Manager パブリッシャ用の VM の作成
Cisco Unified Communications Managerパブリッシャ用の仮想マシンを直接作成するには、次の一
連のタスクを実行します。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1-CUCM.ovaを使用。 OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。
（ドロップダウンリストから 7500ユーザノードを選択します）。

1

Cisco Unified Communications Managerパブリッシャのインストール。 VOSベースの
コンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリノードに対する直
接インストール, （91ページ）を参照してください。

2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

Unified CommunicationsManagerの設定。 Cisco Unified CommunicationsManager, （143
ページ）を参照してください。

4

Cisco Unified Communications Manager サブスクライバ用の VM の作成
Cisco Unified Communications Managerサブスクライバ用の仮想マシンを直接作成するには、次の
一連のタスクを実行します。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1-CUCM.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。
（ドロップダウンリストから 7500ユーザノードを選択します）。

1

Cisco Unified Communications Managerサブスクライバのインストール。 VOSベース
のコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリノードに対す
る直接インストール , （94ページ）を参照してください。

2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

Unified CommunicationsManagerの設定。 Cisco Unified CommunicationsManager, （143
ページ）を参照してください。

4
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Cisco Finesse プライマリ用の VM の作成
A側の Cisco Finesseプライマリノードに直接 VMを作成するには、次の一連の手順を実行しま
す。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1-Finesse.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。
（ドロップダウンリストで選択できる項目はありません）。

1

Cisco Finesseプライマリノードのインストール。 VOSベースのコンタクトセンター
アプリケーションのパブリッシャ/プライマリノードに対する直接インストール, （
91ページ）を参照してください。

2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

Cisco Finesseの設定。 Cisco Finesse, （163ページ）を参照してください。4

Cisco Finesse セカンダリ用の VM の作成
次の手順に従ってタスクを実行し、B側の Cisco Finesseセカンダリノードの仮想マシンを直接作
成します。

Cisco Finesseのプライマリノードとセカンダリノードの VMを作成した後は、それらを設定でき
ます。 Cisco Finesseのチェックリストを参照してください。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1-Finesse.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。
（ドロップダウンリストで選択できる項目はありません）。

1

Cisco Finesseセカンダリノードのインストール。 VOSベースのコンタクトセンター
アプリケーションのサブスクライバ/セカンダリノードに対する直接インストール ,
（94ページ）を参照してください。

2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

Cisco Finesseの設定。 Cisco Finesse, （163ページ）を参照してください。4
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Unified Intelligence Center パブリッシャ用の VM の作成
Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャ用の仮想マシンを直接作成するには、次の一連のタ
スクを実行します。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1-CUIC.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。1

Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャのインストール。 VOSベースのコンタ
クトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリノードに対する直接イン
ストール, （91ページ）を参照してください。

2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

CiscoUnified Intelligence Centerの設定。CiscoUnified Intelligence Center, （157ページ）
を参照してください。

4

Unified Intelligence Center サブスクライバ用の VM の作成
Cisco Unified Intelligence Centerサブスクライバ用の仮想マシンを直接作成するには、次の一連の
タスクを実行します。

タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1-CUIC.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69ページ）。1

Cisco Unified Intelligence Centerサブスクライバのインストール。 VOSベースのコン
タクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリノードに対する直接
インストール , （94ページ）を参照してください。

2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

CiscoUnified Intelligence Centerの設定。CiscoUnified Intelligence Center, （157ページ）
を参照してください。

4

Unified CVP Reporting Server 用の VM の作成
CVP Reporting Server用の仮想マシンを直接作成するには、次の一連のタスクを実行します。

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 10.0(1)
64

Unified Intelligence Center パブリッシャ用の VM の作成



タスクシーケン

ス

CCE-PAC-M1-CVP-Reporting.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （69
ページ）。

ドロップダウンから [CVP Reporting Server]を選択します。

1

Windows Server 2008のインストール, （75ページ）2

Windowsでの VMの VMwareツールのインストール, （77ページ）3

Customer Voice Portalのネットワークアダプタの設定, （85ページ）4

Windowsアップデートの実行, （79ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール, （73ページ）6

Unified CVPサーバのインストール, （84ページ）7

データベースドライブの設定, （72ページ）8

宛先システムでの VMの設定。 Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting Server,
（173ページ）を参照してください。

9
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第 8 章

ゴールデンテンプレートと直接インストー

ル用の共通タスク

• Open Virtualizationファイル, 67 ページ

• ISOファイルのマウントおよびアンマウント, 67 ページ

• OVAからの仮想マシンの作成, 69 ページ

• DNSサーバの設定, 72 ページ

• データベースドライブの設定, 72 ページ

• アンチウイルスソフトウェアのインストール, 73 ページ

Open Virtualization ファイル
Open Virtualization Formatファイルは、CPU、RAM、ディスク容量、CPUの予約、およびメモリ
の予約を含む作成された VMの基本構造を定義します。

Packaged CCEの OVAファイルは、Cisco.comにある CCE-PAC-M1-OVA-v10x.zipファイルに含ま
れています。

1 http://cisco.com/en/US/products/ps12586/tsd_products_support_series_home.htmlに進みます。 [ソフ
トウェアのダウンロード（Download Software）]をクリックします。 [Packaged Contact Center
Enterprise仮想マシンテンプレート（PackagedContact Center EnterpriseVirtualMachineTemplates）]
を選択します。

2 ファイルをダウンロードして解凍し、OVAをローカルドライブに保存します。

ISO ファイルのマウントおよびアンマウント
データストアに ISOイメージをアップロードします。
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1 ホストを選択し、[設定（Configuration）]をクリックします。次に、左側のパネルで [ストレー
ジ（Storage）]をクリックします。

2 ISOファイルを保持するデータストアを選択します。

3 [このデータストアを参照（Browse this datastore）]をクリックします。

4 [アップロード（Upload）]アイコンをクリックし、[ファイルのアップロード（Upload file）]
を選択します。

5 ISOファイルを保存したローカルドライブの場所を参照し、ISOをデータストアにアップロー
ドします。

ISOイメージをマウントします。

1 VMを右クリックし、[仮想マシン設定の編集（Edit virtual machine settings）]を選択します。

2 [ハードウェア（Hardware）]をクリックし、[CD|DVDドライブ 1（CD|DVD Drive 1）]を選択
します。

3 [デバイスのステータス（Device status）]パネル（右上）で [電源投入時に接続（Connect at Power
On）]をオンにします。

4 [データストア ISOファイル（Datastore ISO File）]オプションボタンをクリックし、[参照
（Browse）]をクリックします。

5 ファイルをアップロードするデータストアに移動します。

6 [ISO]を選択します。

ISOイメージをアンマウントします。

1 VMを右クリックし、[仮想マシン設定の編集（Edit virtual machine settings）]を選択します。

2 [ハードウェア（Hardware）]をクリックし、[CD|DVDドライブ 1（CD|DVD Drive 1）]を選択
します。

3 [デバイスのステータス（Device status）]パネル（右上）で [電源投入時に接続（Connect at Power
On）]をオフにします。

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 10.0(1)
68

ISO ファイルのマウントおよびアンマウント



OVA からの仮想マシンの作成

手順

ステップ 1 vSphereクライアントでホストを選択します。

ステップ 2 [ファイル（File）] > [OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]を選択します。

ステップ 3 ローカルドライブ上で OVAが保存されている場所を参照します。 [開く（Open）]をクリックし
てファイルを選択します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [OVFテンプレートの詳細（OVF Template Details）]ページで [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 仮想マシン名を入力します。スペースや特殊文字は使用できません。32文字以内で入力します。
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [展開の設定（Deployment Configuration）]ページで、ドロップダウンを使用して適切な設定を選
択します。次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 新しい仮想マシンを展開するデータストアを選択します。次に、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

次の表は、各データストアに対して、サーバのRAIDグループ、ESXiホストおよび仮想マシンに
ついて説明します。

C240 M3Sの RAID設定

仮想マシンESXi ホストVM データストアRAID グループ

ESXiオペレーティングシステム

Unified CCEデータサーバ、A側

Adatastore1VD0

Unified CCEコールサーバ、A側

Unified CVPサーバ 1A

Unified CVPサーバ 2A

Unified IntelligenceCenterサーバ（パ
ブリッシャ）

Unified CVP OAMPサーバ

Unified Communications Managerパ
ブリッシャ

Unified Communications Managerサ
ブスクライバ 1

Cisco Finesseプライマリ

Adatastore2VD1

ESXiオペレーティングシステム

Unified CCEデータサーバ、B側

Bdatastore1VD0
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仮想マシンESXi ホストVM データストアRAID グループ

Unified CCEコールサーバ、B側

Unified CVPサーバ 1B

Unified CVPサーバ 2B

Unified IntelligenceCenterサーバ（サ
ブスクライバ）

Unified Communications Managerサ
ブスクライバ 2

Unified CVP Reporting Server（任
意）

Cisco Finesseセカンダリ

Bdatastore2VD1

C260 M2の RAID設定

仮想マシンESXi ホストVM データストアRAID グループ

ESXiオペレーティングシステムAdatastore1ドライブグループ 0

Unified CCEコールサーバ、A側

Unified CVPサーバ 1A

Unified CVP 2A

Unified IntelligenceCenterサーバ（パ
ブリッシャ）

Unified CVP OAMPサーバ

Unified Communications Managerパ
ブリッシャ

Unified Communications Managerサ
ブスクライバ 1

Cisco Finesseプライマリ

Adatastore2ドライブグループ 1

Unified CCEデータサーバ、A側Adatastore3ドライブグループ 2

ESXiオペレーティングシステムBdatastore1ドライブグループ 0
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仮想マシンESXi ホストVM データストアRAID グループ

Unified CCEコールサーバ、B側

Unified CVPサーバ 1B

Unified CVPサーバ 2B

Unified IntelligenceCenterサーバ（サ
ブスクライバ）

Unified Communications Managerサ
ブスクライバ 2

Unified CVP Reporting Server（任
意）

Cisco Finesseセカンダリ

Bdatastore2ドライブグループ 1

Unified CCEデータサーバ、B側Bdatastore3ドライブグループ 2

ステップ 8 [ディスクフォーマット（Disk Format）]ページでは、デフォルトの仮想ディスクフォーマット
（[シックプロビジョニング（LazyZeroed）フォーマット（Thick provisionedLazyZeroed format）]）
のままにします。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [ネットワークマッピング（Network Mapping）]ページが CCEコールサーバおよびデータサーバ
で正しいことを確認してください。

a) コールサーバおよびデータサーバの場合：

• UCCEパブリックネットワークにパブリックをマッピングする

• UCCEプライベートネットワークにプライベートをマッピングする

b) 他のすべてのサーバについては、UCCEパブリックネットワークにパブリックをマッピングす
る

ステップ 10 「正常に完了しました（Successfully Completed）」というメッセージが表示されたら、[閉じる
（Close）]をクリックします。
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DNS サーバの設定

手順

ステップ 1 DNSサーバにログインします。

ステップ 2 [スタート（Start）] > [管理ツール（Administrative Tools）] > [DNS]を選択します。 DNSマネー
ジャが起動されます。

ステップ 3 [前方参照ゾーン（Forward lookup zone）]で、自動化 Excelシートに入力したドメイン名まで移動
します。

ステップ 4 ドメイン名を右クリックし、[新しいホスト（Aまたは AAAA）（New Host (A or AAAA)]を選択
します。

ステップ 5 [新規ホスト（NewHost）]ダイアログボックスで、VOS製品のコンピュータ名および IPアドレス
を入力します。 [ホストの追加（Add Host）]をクリックします。

データベースドライブの設定

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [管理ツール（Administrative Tools）]
> [コンピュータの管理（Computer Management）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]の下で、[ディスクの管理（Disk Management）]をクリックします。

ステップ 3 [ディスクの選択（Select Disks）]の下の [ディスクの初期化（Initialize Disk）]ポップアップウィ
ンドウで、 [ディスク 1（Disk 1）]をオンにし、[選択したディスクに次のパーティションスタイ
ルを使用する（Use the following partition style for the selected disks）]ペインの下の [MBR（マスター
ブートレコード）（MBR (Master Boot Record)）]を選択します。 [OK]をクリックします。

ステップ 4 次のように新しいディスクパーティションを作成します。[ディスク 1（Disk 1）]を右クリック
し、[新しいシンプルボリューム（New Simple Volume）]を選択します。
a) デフォルトのボリュームサイズを保持します。 [次へ（Next）]をクリックします。
b) ドライブ文字（E）を割り当てます。 [次へ（Next）]をクリックします。
c) NTFS、デフォルトのアロケーションユニットサイズ、およびボリュームラベルを選択しま
す。

d) [クイックフォーマットの実行（Perform a quick format）]オプションをオンにします。 [次へ
（Next）]をクリックします。

e) [終了（Finish）]をクリックします。
ステータスが Healthyに変わったら、フォーマットは完了です。
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アンチウイルスソフトウェアのインストール

『Packaged CCE Design Guide』に記載されているサポート対象のアンチウイルスソフトウェア製
品の 1つをインストールします。

自動アップデートを無効にします。アンチウイルスソフトウェアは手動で更新します。重要

インストールプログラムファイルまたはフォルダに対して必要なアクセスを許可するには、

アンチウイルス製品のファイルおよびフォルダ保護ルールでファイルブロックの除外を実行し

ます。McAfee VirusScanでこれを行うには、次の手順を実行します。

ヒント

• VirusScanコンソールを起動します。

• [アクセス保護（Access Protection）]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択
します。

• [ウイルス対策標準保護（Anti-virus Standard Protection）]カテゴリの [ブロック（Block）]
列で、[IRCコミュニケーションをさせない（Prevent IRC communication）]というルール
がオフになっていることを確認します。

Symantec Endpoint Protection 12.1のファイアウォールコンポーネントのネットワーク脅威防止
機能は、必ずディセーブルにする必要があります。この機能は有効の状態のままで（デフォ

ルト）、デュプレックスルータの両側がシンプレックスモードで稼働するため、ルータの両

側間の通信がブロックされます。このブロックは、すべての導入タイプに影響します。

重要
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第 9 章

ゴールデンテンプレートと直接インストー

ル用のソフトウェアインストール

• Windows Server 2008のインストール, 75 ページ

• Microsoft SQL Serverのインストール, 79 ページ

• Cisco Contact Center Enterpriseのインストール, 84 ページ

• Unified CVPサーバのインストール, 84 ページ

• Unified CVP Reporting Serverのインストール, 85 ページ

• データベースドライブの設定, 87 ページ

• 外部 AW-HDS-DDSのインストールおよび設定, 87 ページ

• VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションに対するゴールデンテンプレートのイ
ンストール, 90 ページ

• VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリノードに対
する直接インストール, 91 ページ

• Cisco Unified Communications Manager用のクラスタの設定, 93 ページ

• Unified CMサービス設定の設定, 93 ページ

• Cisco Unified Communications Managerパブリッシャのインストール, 94 ページ

• VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリノードに
対する直接インストール , 94 ページ

• Cisco Unified Intelligence Center用のクラスタの設定, 96 ページ

• Cisco Finesseのクラスタの設定, 97 ページ

Windows Server 2008 のインストール
Microsoft Windows Serverをインストールするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 MicrosoftWindowsServer ISOイメージを仮想マシンにマウントします。詳細については、ISOファ
イルのマウントおよびアンマウント, （67ページ）を参照してください。

ステップ 2 VMの電源を投入します。

ステップ 3 [言語（Language）]、[時刻と通貨の形式（Time and Currency Format）]、および [キーボード設定
（Keyboard settings）]を入力します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [今すぐインストール（Install Now）]をクリックします。

ステップ 5 [フルインストール（Full Install）]を選択します。次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 ライセンス条項に同意します。

ステップ 7 [カスタム（詳細）（Custom (Advanced)）]を選択します。次に、[次へ（Next）]をクリックしま
す。インストールが開始されます。

ステップ 8 インストールの最後に、プロンプトの [OK]をクリックし、ユーザパスワードを入力して確認し
ます。

ステップ 9 初期設定タスクの [このサーバのカスタマイズ（CustomizeThisServer）]セクションで、[リモート
デスクトップを有効にする（Enable Remote Desktop）]を選択します。
a) [スタート（Start）]> [コントロールパネル（ControlPanel）]> [システムとセキュリティ（System

and Security）]を選択します。
b) [リモートアクセスを許可（Allow remote access）]をクリックします。
c) 中央のオプション [リモートデスクトップを実行しているコンピュータからの接続を許可する
（Allow connections from computers running any version of Remote Desktop）]を選択します。
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Windows での VM の VMware ツールのインストール

手順

ステップ 1 VMの電源を投入します。

ステップ 2 [VM]メニューを右クリックします。 [ゲスト（Guest）] > [VMwareツールのインストール/アップ
グレード（Install / Upgrade VMware tools）]を選択します。

ステップ 3 VMコンソールでは、[ソフトウェアとゲームに対して常に実行する（Always do this for software and
game）]をオンにします。

ステップ 4 Run setup64.exeをクリックします。

ステップ 5 VMwareツールインストールウィザードで [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 デフォルトのセットアップタイプの [標準（Typical）]を受け入れます。次に、[次へ（Next）]を
クリックします。

ステップ 7 [インストール（Install）]をクリックします。

ステップ 8 再起動を要求されたら、再起動します。

コールサーバおよびデータサーバのネットワークアダプタの設定

コールサーバおよびデータサーバには、それぞれ 2つのネットワークアダプタが装備されてい
ます。MACアドレスおよびネットワークラベルでネットワークアダプタを特定し、名前を変更
し、設定してから、バインディング順序を設定する必要があります。

手順

ステップ 1 次の手順に従って、ネットワークアダプタのMACアドレスとラベルを特定します。
a) vCenterから、VMを選択し、右クリックします。
b) [設定の編集（Edit Settings）]を選択します。 [ハードウェア（Hardware）]タブで、[ネットワー
クアダプタ 1（Network adapter 1）]をクリックします。右側のパネルで、MACアドレスの最
後の数桁を書き留め、ラベルが UCCEパブリックまたは UCCEプライベートかどうかをメモ
します。たとえば、ネットワークアダプタ 1のMACアドレスは 08-3bで終わり、ネットワー
クラベルが UCCEパブリックである可能性があります。

c) ネットワークアダプタ 2で繰り返します。MACアドレスとラベルをメモします。
d) VMコンソールで、コマンドラインから ipconfig /allと入力します。これはアダプタ名と物理
アドレスを表示します。

e) アダプタ名と物理アドレスをメモし、VMwareでメモしたMACアドレスとラベルと照合しま
す。たとえば、ipconf/allでは、ローカルエリア接続 2の物理アドレスは、08-3bで終了する可
能性があります。
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f) VMwareがUCCEパブリックとして識別したネットワークアダプタのMACアドレスを、ロー
カルエリアコネクタの対応する物理アドレスと照合します。この例では、ローカルエリア接

続 2（08-3b）の物理アドレスがネットワークアダプタ 1のMACアドレス（o8-3b）に一致し
ます。ローカルエリア接続 2が UCCEパブリックであることを意味します。

ステップ 2 次のように、Windowsのネットワークアダプタを検索して、名前を変更します。
a) [ネットワークと共有センター（Network and Sharing Center）]を開き、[ローカルエリア接続
（Local Area Connection）]を選択します。

b) [ローカルエリア接続（Local Area Connection）]を右クリックして、[名前の変更（Rename）]
を選択します。上記の照合に応じて、[UCCE Public]または [UCCE Private]に名前を変更しま
す。

c) [ローカルエリア接続2（LocalAreaConnection 2）]を右クリックして、[名前の変更（Rename）]
を選択します。上記の照合に応じて、[UCCE Public]または [UCCE Private]に名前を変更しま
す。上記の例では、[ローカルエリア接続 2（Local Area Connection 2）]が UCCEパブリック
に名前が変更されます。

ステップ 3 次のように UCCEパブリックのプロパティを設定します。
a) [UCCE Public]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択します。
b) [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョ
ン 6（TCP/IPv6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPv6)）]を選択解除します。

c) [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョ
ン 4（TCP/IPv4）（Internet Protocol Version 4 (TCP/IPv4)）]を選択し、[プロパティ（Properties）]
を選択します。

d) インターネットプロトコルバージョン 4の [全般（General）]ダイアログボックスで、[次の
IPアドレスを使用する（Use the following IP address）]を選択して、IPアドレス、サブネット
マスク、デフォルトゲートウェイ、および DNSサーバを入力します。

e) [OK]と [閉じる（Close）]をクリックして、終了します。

ステップ 4 次のように UCCEプライベートのプロパティを設定します。
a) [UCCE Private]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択します。
b) [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョ
ン 6（TCP/IPv6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPv6)）]を選択解除します。

c) [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョ
ン 4（TCP/IPv4）（Internet Protocol Version 4 (TCP/IPv4)）]を選択し、[プロパティ（Properties）]
をクリックします。

d) インターネットプロトコルバージョン 4の [全般（General）]ダイアログボックスで、[次の
IPアドレスを使用する（Use the following IP address）]を選択して、IPアドレスとサブネット
マスクを入力します。

e) [詳細設定（Advanced）]をクリックします。 [DNS]タブを開きます。 [この接続のアドレスを
DNSに登録（Register this connection's addresses in DNS）]をオフにします。

f) [OK]をクリックして終了します。
g) c:\windows\system32\drivers\etcに移動し、ホストファイルを編集して、サーバの IPアドレスお
よび完全修飾ドメイン名を使用してエントリを追加します。
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h) DNSサーバでは、プライベート IPアドレスのエントリを追加します。この IPのホスト名に p
などのサフィックスを追加します（プライベートであることを識別するため）。

ステップ 5 バインディング順序は、次のように設定します。

a) [ネットワーク接続（Network Connections）]では、Altキーを押します。次に、[詳細
（Advanced）] > [詳細設定（Advanced Settings）]を選択します。

b) [アダプタおよびバインディング（Adapters andBindings）]ダイアログボックスの上部パネルで
は、UCCEパブリック接続が UCCEプライベート接続の上にあることを確認します。正しい
順序に並べ替える必要がある場合、矢印ボタンを使用します。 [OK]をクリックします。

Windows アップデートの実行

手順

ステップ 1 Service Pack1をダウンロードして実行します。

ステップ 2 重要なMSWindowsアップデートを実行します。
アップデートが完了したら、[自動アップデートを有効にしない（Donot enable automatic updates）]
をクリックします。

重要なアップデートのリストで必ず [Internet Explorer 10]をオフにしてください。

ステップ 3 Windowsホットフィックスを実行します。 http://support.microsoft.com/kb/2550978を参照してくだ
さい。

Microsoft SQL Server のインストール
Microsoft SQL Serverをインストールし、オペレーティングシステムと同じ物理ディスクに SQL
Serverログおよびテンポラリファイルを保存します（通常は Cドライブ）。

Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 10.0(1)   

79

Microsoft SQL Server のインストール

http://support.microsoft.com/kb/2550978


手順

ステップ 1 Microsoft SQL Server ISOイメージを仮想マシンにマウントします。 ISOファイルのマウントおよ
びアンマウント, （67ページ）を参照してください。

ステップ 2 setup.exeを実行します。

ステップ 3 左側のペインで [インストール（Installation）]を選択し、[新規インストールを実行するか、既存
のインストールに機能を追加する（New installation or add features to an existing installation）]をク
リックします。 [OK]をクリックします。

ステップ 4 [プロダクトキー（Product Key）]ページでプロダクトキーを入力し、[次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 5 [ライセンス条項（License Terms）]に同意し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [セットアップサポートルール（Setup Support Rules）]ページで [インストール（Install）]をク
リックします。

ステップ 7 [セットアップサポートルール（Setup Support Rules）]ページで [次へ（Next）]をクリックしま
す。

ステップ 8 [セットアップロール（Setup Role）]ページで、[SQL Server機能のインストール（SQL Server
Feature Installation）]を選択します。次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [機能の選択（Feature Selection）]ページで、次の内容のみを選択し、[次へ（Next）]をクリック
します。

• Database Engine Services

• Client Tools Connectivity

• SQL Server Books Online

• Management Tools - Basic

• Management Tools - Complete

• SQL Client Connectivity SDK

ステップ 10 [インストールルール（Installation Rules）]ページで [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [インスタンス設定（Instance Configuration）]ページで、[既定のインスタンス（Default Instance）]
を選択します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [必要なディスク領域（Disk Space Requirements）]ページで [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 [サーバ設定（Server Configuration）]ページで [サービスアカウント（Services Account）]タブを
選択します。

a) SQL Server Agentサービスの [アカウント名（Account Name）]に [NT AUTHORITY\SYSTEM]
を選択し、[スタートアップの種類（Startup Type）]に [自動（Automatic）]を選択します。

b) SQL Server Database Engineサービスの場合、 [アカウント名（Account Name）]に [NT
AUTHORITY\SYSTEM]を選択します。

ステップ 14 [サーバ設定（Server Configuration）]ページのまま、[照合順序（Collation）]タブを選択します。
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a) [データベースエンジン（Database Engine）]の [カスタマイズ（Customize）]をクリックしま
す。

b) [Windows照合順序指定子と並べ替え順序（Windows Collation designator and sort order）]オプ
ションボタンをオンにします。

c) 適切な照合順序を選択します。通常、カスタマーの組織で最もよく使用されるWindowsシス
テムロケールをサポートする SQL Server照合順序を選択します（たとえば、英語の場合は
Latin1_Generalおよび Binaryなど）。
重要：カスタマーの言語表示に適した照合順序の設定を選択することが重要です。インストー

ル時に適切な照合順序を選択しなかった場合、カスタマー側でMicrosoft SQL Serverをアンイ
ンストールしてから再インストールする必要があります。照合順序の設定に関する情報につい

ては、この手順の最後にあるリンクを使用してください。

選択する照合順序は、データベースに書き込むことのできる内容に影響します。たとえば、

Latin1_Generalの照合順序を設定した場合に、カスタマーサイトのユーザがサインイン時の言
語選択で中国語を選択し、フィールド値を中国語で入力すると、データベースで文字を処理で

きないため、アプリケーションからサポート対象外の文字であることを示すエラーが戻されま

す。

d) [OK]をクリックします。 [サーバ設定（Server Configuration）]ページで [次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 15 [データベースエンジン設定（Database Engine Configuration）]ページで、次を実行します。
a) [混合モード（Mixed Mode）]をオンにします。
b) パスワードを入力し、確認のために再入力します。
c) [現在のユーザの追加（Add Current User）]をクリックします。
d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 16 [エラー報告（Error reporting）]ページで [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 17 [インストール設定ルール（Installation Configuration Rules）]ページで [次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 18 [インストールの準備完了（Ready to Install）]ページで [インストール（Install）]をクリックしま
す。

ステップ 19 [完了（Complete）]ページで [閉じる（Close）]をクリックします。

ステップ 20 SQLServerのサービスパックをインストールします。ウィザードに従い、すべてのデフォルトを
受け入れます。

ステップ 21 名前付きパイプをイネーブルにして、次のように並べ替え順序を設定します。

a) SQL Server Configuration Managerを開きます。
b) 左側のペインで、[SQLNative Client 10.0設定（32ビット）（SQLNative Client 10.0 Configuration

(32 bit)）] > [クライアントプロトコル（Client Protocols）]の順に選択します。
c) 右側のペインで、[名前付きパイプ（NamedPipes）]を右クリックして [有効化（Enable）]を選
択します。

d) [クライアントプロトコルのプロパティ（Client Protocols Properties）]ウィンドウで [名前付き
パイプ（Named Pipes）]を選択し、[上へ移動（Move Up）]または [下へ移動（Move down）]
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をクリックしてプロトコルを [名前付きパイプ（NamedPipes）]、[TCP/IP]の順に並べ替えて、
[OK]をクリックします。

e) 左側のペインで、[SQL Serverネットワークの設定（SQL Server Network Configuration）] >
[MSSQLSERVERのプロトコル（Protocols for MSSQLSERVER）]の順に選択します。

f) 右側のペインで、[名前付きパイプ（NamedPipes）]を右クリックして [有効化（Enable）]を選
択します。

ステップ 22 次のように、SQL Serverで使用するメモリを予約します。
a) [SQL Server Management Studio]からサーバを右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択
します。

b) [メモリ（Memory）]をクリックします。
c) [最大サーバメモリ（MB）（Maximum server memory (in MB)）]を 4096に設定します。

ステップ 23 SQL Serverサービスを再起動します。

関連トピック

ローカリゼーションの照合順序とロケールの設定, （82ページ）

ローカリゼーションの照合順序とロケールの設定

言語の Microsoft SQL Server 照合順序設定

この表は、Packaged CCEおよび SQL Serverの照合順序設定でサポートされている言語をそれぞれ
示しています。Microsoft SQL Server 2008 R2をインストールし、カスタマーの言語表示にマッピ
ングされた照合順序でなければならない場合は、照合順序を選択する必要があります。

最初の照合順序の選択が誤っている場合、カスタマーはMicrosoft SQLServerをアンインストー
ルし、正しい照合順序設定で再インストールする必要があります。

メモ
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SQL Server の照合順序設定Windows の言語

Latin1_General英語

デンマーク語

オランダ語

フランス語

ドイツ語

イタリア語

ポルトガル語（ブラジル）

スペイン語（スペイン）

スウェーデン語

Cyrillic Generalロシア語

Chinese_PRC中国語（中国）

Chinese_Taiwan_Stroke中国語（台湾）

Korean_Wansung韓国語

Japanese日本語

Windows のシステムロケール

Windowsのシステムロケールが表示言語と一致する必要があります。異なる場合、ユーザイン
ターフェイスの一部の文字が正しく表示されず、データベースに正しく保存されません。たとえ

ば、システムロケールが英語で、ユーザがスペイン語で作業している場合、文字鋭アクセント a
は正しく表示されません。

この手順を両方の CCEコールサーバ、両方の CCEデータサーバ、および任意の外部 HDSシス
テムで実行します。

1 [コントロールパネル（Control Panel）] > [地域と言語（Region and Language）]を開きます。

2 [管理（Administrative）]タブをクリックします。

3 [Unicode対応ではないプログラムの言語（Language for non-Unicode programs）]で、[システム
ロケールの変更（Change System Locale）]をクリックします。

4 言語を選択して、[OK]をクリックします。

5 [フォーマット（Format）]タブをクリックします。

6 [フォーマット（Format）]では、ステップ 4で選択した言語を適合させます。

7 仮想マシンを再起動します。
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Cisco Contact Center Enterprise のインストール

手順

ステップ 1 仮想マシンをドメインに追加します。

ステップ 2 Cisco Unified CCE ISOイメージを仮想マシンにマウントします。 ISOファイルのマウントおよび
アンマウント, （67ページ）を参照してください。

ステップ 3 D:\ICM-CCE-CCHインストーラディレクトリから setup.exeを実行します。

ステップ 4 InstallShieldの手順に従って、Cisco Unified CCEをインストールします。

ステップ 5 インストールが完了し、プロンプトが表示されたら、コンピュータを再起動します。

ステップ 6 再起動時に、メンテナンスリリースがある場合は、メンテナンスリリースのインストーラが開始

されます。

ステップ 7 コンピュータを再起動することを要求するプロンプトが表示されたら、[はい（Yes）]をクリック
します。次に、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 8 ドメインからマシンを削除し、ワークグループに追加します。

ステップ 9 ISOイメージをアンマウントします。

Unified CVP サーバのインストール

手順

ステップ 1 Unified CVP ISOイメージを仮想マシンにマウントします。詳細については、ISOファイルのマウ
ントおよびアンマウント, （67ページ）を参照してください。

ステップ 2 Engineering Specialがある場合は、ローカルドライブにコピーします。

ステップ 3 D:\CVP\Installer_Windowsディレクトリから setup.exeを実行します。

ステップ 4 InstallShieldウィザードに従って、D:\CVP\Installer_Windowsディレクトリから setup.exeを実行し
ます。

a) ライセンス契約に同意します。
b) [パッケージの選択（Select Packages）]画面で、追加するタイプをオンにします。オプション
は、[CVPサーバ（CVP Server）]、[Operations Console]、および [Reporting Server]です。

c) [次へ（Next）]をクリックします。
d) U-Lawエンコードされたウェーブ形式を選択します。
e) [インストール先の選択（Choose Destination Location）]画面で、デフォルトを受け入れます。

[次へ（Next）]をクリックします。
f) [X.509証明書（X.509 certificate）]画面で、証明書に含める情報を入力します。
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g) [インストールの準備完了（Ready to Install）]画面で、[インストール（Install）]をクリックし
ます。

h) OAMPサーバのみの場合、パスワードを入力し、確認します。 [次へ（Next）]をクリックしま
す。

i) [完了（Finish）]をクリックしてサーバを再起動します。

ステップ 5 Unified CVPのエンジニアリングスペシャルが使用できる場合は、InstallShieldウィザードに従っ
てそれらをインストールします。

ステップ 6 ISOイメージをアンマウントします。

Customer Voice Portal のネットワークアダプタの設定
Unified CVPには、1つのネットワークアダプタだけを設定する必要があります。ファイルの名
前を変更し、プロパティを設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）]をクリックします。次に、[コントロールパネル（Control Panel）]をクリッ
クします。

ステップ 2 [ネットワークと共有センター（Network and SharingCenter）]をクリックします。次に、左側のパ
ネルで [アダプタ設定の変更（Change adapter settings）]をクリックします。

ステップ 3 アダプタを右クリックして、[名前の変更（Rename）]を選択します。その後、UCCEパブリック
に名前を変更します。

ステップ 4 [UCCE Public]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択します。

ステップ 5 [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョン
6（TCP/IPv6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPv6)）]を選択解除します。

ステップ 6 [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョン
4（TCP/IPv4）（Internet Protocol Version 4 (TCP/IPv4)）]を選択し、[プロパティ（Properties）]を
選択します。

ステップ 7 インターネットプロトコルバージョン 4の [全般（General）]ダイアログボックスで、[次の IPア
ドレスを使用する（Use the following IP address）]を選択して、IPアドレス、サブネットマスク、
デフォルトゲートウェイ、および DNSサーバを入力します。

ステップ 8 [OK]と [閉じる（Close）]をクリックして、終了します。

Unified CVP Reporting Server のインストール
このタスクは、オプションの CVP Reporting Serverの直接インストールに必要です。

Unified CVP Reporting Serverをインストールするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Unified CVP ISOイメージを仮想マシンにマウントします。詳細については、ISOファイルのマウ
ントおよびアンマウント, （67ページ）を参照してください。

ステップ 2 現在のエンジニアリングスペシャルをローカルドライブにコピーします。

ステップ 3 DVDドライブから、CVP\Installer_Windowsディレクトリにある setup.exeを実行します。

ステップ 4 InstallShieldウィザードに従って、D:\CVP\Installer_Windowsディレクトリから setup.exeを実行し
ます。

a) ライセンス契約に同意します。
b) [パッケージの選択（Select Packages）]画面で、[Reporting Server]をオンにします。
c) [宛先フォルダの選択（Choose Destination Folder）]画面で、CVPインストールフォルダとメ
ディアファイルインストールフォルダの場所を選択します。

d) [X.509証明書（X.509 Certificate）]画面に情報を入力します。 [次へ（Next）]をクリックしま
す。

e) [データベースデータとバックアップドライブの選択（Choose the database data andbackupdrive）]
画面で、ドライブ文字（通常は E）を入力します。

f) [データベースサイズの選択（Database size selection）]画面で、[Premium (375GB)]を選択しま
す。

g) [インストールの準備完了（Ready to Install）]画面で、[インストール（Install）]をクリックし
ます。

h) プロンプトが表示されたら、Reporting Serverのパスワードを入力します。
i) インストール後にサーバを再起動します。

ステップ 5 Unified CVPのエンジニアリングスペシャルが使用できる場合は、InstallShieldウィザードに従っ
てそれらをインストールします。

ステップ 6 カスタムメディアファイルを適切な場所に追加します。

ステップ 7 ISOイメージをアンマウントします。

次の作業

導入環境に 2台目のUnifiedCVPReporting Serverが必要である場合は、この手順を繰り返します。
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データベースドライブの設定

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [管理ツール（Administrative Tools）]
> [コンピュータの管理（Computer Management）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]の下で、[ディスクの管理（Disk Management）]をクリックします。

ステップ 3 [ディスクの選択（Select Disks）]に [ディスク 1（Disk 1）]が表示されたら、オプション [選択し
たディスクに次のパーティションスタイルを使用する（Use the following partition style for the selected
disks）]に [MBR（マスターブートレコード）（MBR (Master Boot Record)）]を選択します。

ステップ 4 [ディスクの選択（Select Disks）]に [ディスク 1（Disk 1）]が表示されたら、オプション [選択し
たディスクに次のパーティションスタイルを使用する（Use the following partition style for the selected
disks）]に [MBR（マスターブートレコード）（MBR (Master Boot Record)）]を選択します。

ステップ 5 [ディスクの初期化（InitializeDisk）]ポップアップで、[ディスク 1（Disk 1）]を選択し、パーティ
ションスタイルの [MBR（マスターブートレコード）（MBR (Master Boot Record)）]を選択しま
す。 [OK]をクリックします。

ステップ 6 次のように新しいディスクパーティションを作成します。[ディスク 1（Disk 1）]を右クリック
し、[新しいシンプルボリューム（New Simple Volume）]を選択します。
a) デフォルトのボリュームサイズを保持します。 [次へ（Next）]をクリックします。
b) ドライブ文字（E）を割り当てます。 [次へ（Next）]をクリックします。
c) NTFS、デフォルトのアロケーションユニットサイズ、およびボリュームラベルを選択しま
す。

d) [クイックフォーマットの実行（Perform a quick format）]オプションをオンにします。 [次へ
（Next）]をクリックします。

e) [終了（Finish）]をクリックします。
ステータスが Healthyに変わったら、フォーマットは完了です。

外部 AW-HDS-DDS のインストールおよび設定
デフォルトの展開では、リアルタイム、履歴およびコール詳細データが保存される CCEデータ
サーバのロガーデータベースからデータが取得されます。履歴データの場合、保持期間は 400日
で、コール詳細データは 40日です。

より長い保持期間が必要な場合、最大 2つの別個の外部サーバに、管理サーバ、リアルタイムお
よび履歴データサーバ、詳細データサーバ（AW-HDS-DDS）をインストールするオプションが
存在します。外部サーバは、[中央コントローラのA側を優先（CentralController SideAPreferred）]
または [中央コントローラの B側を優先（Central Controller Side B Preferred）]として設定されま
す。
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外部サーバの要件

外部サーバAW-HDS-DDSの要件に対して、http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1844/
products_implementation_design_guides_list.htmlの『Cisco Unified Contact Center Enterprise Design
Guide、Release 10.0(1)』を参照してください。

外部サーバのインストール

• Windows Server 2008のインストール, （75ページ）

•アンチウイルスソフトウェアのインストール, （73ページ）

• Microsoft SQL Serverのインストール, （79ページ）

• Cisco Contact Center Enterpriseのインストール, （84ページ）。これを行うには、マシンを
ドメインに追加します。 UCCEインストールメディアから setup.exeを実行します。終了し
たら、再起動します。

外部サーバの設定

外部サーバを次のように設定します。

• SQL Serverの設定, （101ページ）

•保持するデータ量のデータベースドライブを設定します。

• A側とB側のCCEデータサーバのロガーを更新して、[履歴/詳細データの複製を有効にする
（Enable Historical/Detail Data Replication）]をオンにします。Webセットアップのロガーコ
ンポーネントの設定, （104ページ）を参照してください。

外部 AW-HDS-DDS の設定

手順

ステップ 1 [Unified CCE Webセットアップ（Unified CCE Web Setup）]を開きます。

ステップ 2 [コンポーネント管理（ComponentManagement）] > [管理サーバとデータサーバ（Administration&
Data Servers）]を選択します。 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [展開（Deployment）]ページで、現在のインスタンスを選択します。

ステップ 4 [管理サーバとデータサーバの追加（AddAdministration&Data Servers）]ページで、次のように設
定します。

a) [エンタープライズ（Enterprise）]をクリックします。
b) [小規模から中規模の展開サイズ（Small to Medium Deployment Size）]をクリックします。
c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [小規模から中規模の展開でのサーバロール（Server Role in a Small to Medium Deployment）]ペー
ジで、[管理サーバ、リアルタイム/履歴データサーバ、および詳細データサーバ（AW-HDS-DDS）
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（Administration Server Real-time and Historical Data Server, and Detail Data Server (AW-HDS-DDS)）]
オプションを選択します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 A側の [管理&データサーバの接続（Administration & Data Servers Connectivity）]ページで、次の
内容を実行します。

a) [プライマリ管理&データサーバ（Primary Administration &Data Server）]のオプションボタン
をクリックします。

b) [セカンダリ管理 &データサーバ（*Secondary Administration & Data Server）]フィールドに、
そのサーバのホスト名を入力します。

c) [プライマリ管理 &データサーバ（*Primary Administration & Data Server）]フィールドに、そ
のサーバのホスト名を入力します。

d) [プライマリ/セカンダリペア（サイト）名（*Primary/Secondary Pair (Site) Name）]フィールド
に CCE-AW-1を入力します。

e) [次へ（Next）]をクリックします。

または、B側の [管理&データサーバの接続（Administration & Data Servers Connectivity）]ページ
で、次の内容を実行します。

a) [プライマリ管理&データサーバ（Primary Administration &Data Server）]のオプションボタン
をクリックします。

Packaged CCEの場合、すべての AW HDS DDSがプライマリです。

b) [セカンダリ管理 &データサーバ（*Secondary Administration & Data Server）]フィールドに、
そのサーバのホスト名を入力します。

c) [プライマリ管理 &データサーバ（*Primary Administration & Data Server）]フィールドに、そ
のサーバのホスト名を入力します。

d) [プライマリ/セカンダリペア（サイト）名（*Primary/Secondary Pair (Site) Name）]フィールド
に CCE-AW-2を入力します。

e) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [データベースとオプション（Database and Options）]ページで、次のように設定します。
a) [次のドライブ上でデータベースを作成（Create Database(s) on Drive）]フィールドで、[C]を選
択します。

b) [エージェントのスキル変更（Agent Re-skilling）] Webツールをクリックしないでください。
Packaged CCEではこのツールはサポートされていません。スーパーバイザは、エージェント
ツール上のユーザインターフェイスでエージェントのスキルを変更します。

c) [Internet Script Editor]をクリックします。
d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [セントラルコントローラの接続（Central Controller Connectivity）]ページで、次のように設定し
ます。

a) ルータ A側には、Unified CCEコールサーバ Aの IPアドレスを入力します。
b) ルータ B側には、Unified CCEコールサーバ Bの IPアドレスを入力します。
c) ロガー A側には、Unified CCEデータサーバ Aの IPアドレスを入力します。
d) ロガー B側には、Unified CCEデータサーバ Bの IPアドレスを入力します。
e) [セントラルコントローラドメイン名（Central Controller Domain Name）]を入力します。
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f) [中央コントローラの A側を優先（Central Controller Side A Preferred）]または [中央コントロー
ラの B側を優先（Central Controller Side B Preferred）]をクリックします。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [サマリー（Summary）]ページの内容を確認してから、[完了（Finish）]をクリックします。

外部 AW-HDS-DDS の HDS データベースの作成
ICMDBAを使用して HDSデータベースを作成します。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco
Unified CCE Tools）] > [ICMdba]を選択します。警告が表示されたら [はい（Yes）]をクリックし
ます。

ステップ 2 [管理&データサーバ（Administration & Data Server）]の下にデータベースが表示されるまで、イ
ンスタンスのツリービューを展開します。

ステップ 3 [管理 &データサーバ（Administration & Data Server）]を選択します。

ステップ 4 メニューから、[データベース（Database）] > [作成（Create）]の順に選択します。次に、[追加
（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [データ（Data）]オプションボタンをクリックし、2番目のディスクドライブを選択し、目的の
HDSのサイズを入力します。 [OK]をクリックします。

ステップ 6 [ログ（Log）]オプションボタンをクリックし、2番目のディスクドライブを選択し、目的のロ
グサイズを入力します。 [OK]をクリックします。

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。

VOS ベースのコンタクトセンターアプリケーションに対するゴールデ
ンテンプレートのインストール

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションに対してゴールドテンプレートを作成する
には、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 ISOファイルを仮想マシンの CD/DVDドライブにマウントします。詳細については、ISOファイ
ルのマウントおよびアンマウント, （67ページ）を参照してください。

ステップ 2 仮想マシンを選択して、電源をオンにします。次に、コンソールを開きます。

ステップ 3 インストールウィザードを実行します。

a) [DVDが見つかりました/ディスクが見つかりました（DVD Found/Disc Found）]画面で、[OK]
を選択します。

b) [メディアチェック結果/成功（MediaCheckResult/Success）]画面で、[OK]をクリックします。
c) [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]画面で、[OK]を選択します。
d) [インストールの続行（Proceed with Install）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。
e) [プラットフォームのインストール（Platform Installation）]画面で、[スキップ（Skip）]を選択
します。

開始から約 10分後、コンポーネントのインストールが完了するとリブートが行われます。

f) リブートが終わったら、[プラットフォームインストールウィザード（Platform Installation
Wizard）]で、[キャンセル（Cancel）]を選択して、インストールをキャンセルします。 [OK]
をクリックして、システムを停止します。

g) Ctrl+Altを押してカーソルを解放します。ただちに、画面の左上にある赤い [シャットダウン
（Shut Down）]アイコンをクリックします。

h) ISOイメージをアンマウントします。

VOS ベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/
プライマリノードに対する直接インストール

このタスクは、VOSベースの 3つのコンタクトセンターアプリケーション（Cisco Finesse、Cisco
CommunicationsManager、およびCiscoUnified IntelligenceCenter）のパブリッシャ/プライマリノー
ドに必要です。ゴールデンテンプレートを作成するために、この手順を使用しないでください。

インストールでは、コマンドラインインターフェイスを使用します。 Tabキーを使用してオプ
ションに移動し、Enterキーで選択します。

はじめる前に

DNS設定は、Cisco Unified CommunicationsManager、Cisco Unified Intelligence Center、およびCisco
Finesseのインストールに必須です。 DNSを設定するには、VMを DNSの前方および逆引き参照
に追加します。 DNSサーバの設定, （72ページ）を参照してください。
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手順

ステップ 1 VMを右クリックして、[設定の編集（Edit Settings）]を選択します。

ステップ 2 [ハードウェア（Hardware）]をクリックし、[CD|DVDドライブ 1（CD|DVDDrive 1）]を選択しま
す。

ステップ 3 [接続済み（Connected）]と [パワーオン時に接続（Connect at power）]チェックボックスが両方と
もオンになっていることを確認します（右上の [デバイスのステータス（Devicestatus）]パネル）。

ステップ 4 仮想マシンを選択して、電源をオンにします。

ステップ 5 インストールウィザードに従い、次のように選択します。

a) [DVDが見つかりました（DVD Found）]画面で、[はい（Yes）]をクリックして、メディアの
整合性確認を始めます。

b) [メディアチェック結果（Media Check Results）]画面で、[OK]を選択します。
c) [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]画面で、[OK]を選択します。
d) [インストールの続行（Proceed with Install）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。
e) [プラットフォームのインストールウィザード（Platform Installation Wizard）]画面で、[続行
（Proceed）]を選択します。

f) [パッチの適用（Apply Patch）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。
g) [基本インストール（Basic Install）]画面で、[続行（Continue）]を選択します。
h) [タイムゾーンの設定（Timezone Configuration）]画面で、下矢印を使用して、サーバが配置さ
れている場所に最も近い現地のタイムゾーンを選択します。 [OK]を選択します。

i) [自動ネゴシエーションの設定（AutoNegotiationConfiguration）]画面で、[はい（Yes）]を選択
します。

j) [MTUの設定（MTU Configuration）]画面で [いいえ（No）]を選択して、最大伝送単位をデ
フォルト設定（1500）のままにします。

k) [DHCPの設定（DHCP Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。（Finesseには
この手順はありません）。

l) [スタティックネットワーク設定（Static Network Configuration）]画面で、静的設定値を入力し
ます。 [OK]を選択します。

m) [DNSクライアントの設定（DNSClient Configuration）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。
n) DNSクライアントの設定を入力します。 [OK]を選択します。
o) [管理者ログインの設定（Administrator Login Configuration）]画面で、システム管理者の IDを
入力します。管理者のパスワードを入力して確認します。 [OK]を選択します。

p) [証明書情報（Certificate Information）]画面で、証明書署名要求を作成するためのデータ（組
織、部門、場所、都道府県、国）を入力します。 [OK]を選択します。

q) [最初のノード設定（First Node Configuration）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。 [OK]を
クリックします。

r) [ネットワークタイムプロトコルクライアントの設定（Network Time Protocol Client
Configuration）]画面で、有効な NTPサーバの IPアドレスを入力し、[OK]を選択します。
入力する正しい NTPサーバ情報を判別するには、NTPおよび時刻同期, （16ページ）を参照
してください。適切な NTPの設定が必要です。
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s) [セキュリティの設定（Security Configuration）]画面で、セキュリティパスワードを入力し、
[OK]を選択します。

t) [SMTPホストの設定（SMTP Host Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。
（Finesseにはこの手順はありません）。

u) [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]画面で、アプリケーション
ユーザ名を入力し、アプリケーションユーザパスワードを入力して確認します。 [OK]を選択
します。

v) [プラットフォーム設定の確認（PlatformConfigurationConfirmation）]画面で、[OK]を選択しま
す。インストールが始まり、自動で実行されます。

w) •インストールの途中でリブートが行われます。

•ライセンスを取得するための URL
（https://tools.cisco.com/SWIFT/Licensing/PrivateRegistrationServlet）とメディアアクセスコ
ントロール（MAC）アドレスを示す [製品ライセンス（Product Licensing）]画面が表示さ
れた場合は、このアドレスを書き留めます。このアドレスは、ライセンスの申請で必要

になります。

•インストールが終了し、ログインプロンプトが表示されます。

Cisco Unified Communications Manager 用のクラスタの設定

手順

ステップ 1 ブラウザで Unified Communications Managerパブリッシャを起動します（http://<IP Addr of CUCM
Publisher>）。

ステップ 2 [システム（System）] > [サーバ（Server）] > [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 3 [サーバの設定（Server Configuration）]タブで、サブスクライバの IPアドレスを入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Unified CM サービス設定の設定
ロケーションベースのコールアドミッション制御（CAC）は、Unified CCE支社コールフローモ
デル（別名、集中型モデル）で使用されます。これは、すべてのサーバ（Unified CVP、 Unified
CCE、Unified Communications Manager、および SIPプロキシサーバ）が 1つまたは 2つのデータ
センターおよびそれぞれの支社に集中化されることを意味します。
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次の設定パラメータを設定して、Unified CMがコールの発信ロケーションとしての Unified CVP
ではなく、入力ゲートウェイを使用するようにします。これらの設定により、CACが発信側エン
ドポイントと電話機の場所に基づいて適切に調整されます。

手順

ステップ 1 UnifiedCMサービスパラメータの [不明なTCP接続を受け入れる（AcceptUnknownTCPconnection）]
を設定します。

ステップ 2 Unified CMサービスパラメータの [1720をリッスンする GK制御トランク（GK controlled trunk
that will listen to 1720）]を [なし（None）]に設定します。

ステップ 3 Unified CMのゲートウェイデバイスとして Unified CVPを定義しないでください。

ステップ 4 UnifiedCMのゲートウェイデバイスとして入力ゲートウェイを定義します。デバイスに正しい場
所を割り当てます。

Cisco Unified Communications Manager パブリッシャのインストール
Cisco Unified Communications Managerパブリッシャは、「Component Software」セクションに記載
されている Linuxベースの Unified Communicationsオペレーティングシステムにインストールさ
れています。ここをクリックして、VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションに対す
るゴールデンテンプレートのインストール, （90ページ）に進みます。完了したら、このペー
ジに戻って、一連のタスクを続行します。

VOS ベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライ
バ/セカンダリノードに対する直接インストール

このタスクは、VOSベースの 3つのコンタクトセンターアプリケーション（Cisco Finesse、
Cisco CommunicationsManager、およびCiscoUnified Intelligence Center）のサブスクライバ/セカ
ンダリノードに必要です。ゴールデンテンプレートを作成するために、この手順を使用しな

いでください。

サブスクライバ/セカンダリノードをインストールするには、まず、パブリッシャ/プライマリ
ノードをインストールし、クラスタを設定する必要があります。 VOSベースのコンタクトセ
ンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリノードに対する直接インストール, （91
ページ）

（注）
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はじめる前に

Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unified Intelligence Center、および Cisco Finesse用の
DNS設定が必須です。DNSを設定するには、VMをDNSの前方および逆引き参照に追加します。
DNSサーバの設定, （72ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 VMを右クリックして、[設定の編集（Edit Settings）]を選択します。

ステップ 2 [ハードウェア（Hardware）]をクリックし、[CD|DVDドライブ 1（CD|DVDDrive 1）]を選択しま
す。

ステップ 3 [接続済み（Connected）]と [パワーオン時に接続（Connect at power）]チェックボックスが両方と
もオンになっていることを確認します（右上の [デバイスのステータス（Devicestatus）]パネル）。

ステップ 4 仮想マシンを選択して、電源をオンにします。

ステップ 5 インストールウィザードに従い、次のように選択します。

a) [DVDが見つかりました（DVD Found）]画面で、[はい（Yes）]をクリックして、メディアの
整合性確認を始めます。

b) [メディアチェック結果（Media Check Results）]画面で、[OK]を選択します。
c) [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]画面で、[OK]を選択します。
d) [インストールの続行（Proceed with Install）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。
e) [プラットフォームのインストールウィザード（Platform Installation Wizard）]画面で、[続行
（Proceed）]を選択します。

f) [パッチの適用（Apply Patch）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。
g) [基本インストール（Basic Install）]画面で、[続行（Continue）]を選択します。
h) [タイムゾーンの設定（Timezone Configuration）]画面で、下矢印を使用して、サーバが配置さ
れている場所に最も近い現地のタイムゾーンを選択します。 [OK]を選択します。

i) [自動ネゴシエーションの設定（AutoNegotiationConfiguration）]画面で、[はい（Yes）]を選択
します。

j) [MTUの設定（MTU Configuration）]画面で [いいえ（No）]を選択して、最大伝送単位をデ
フォルト設定（1500）のままにします。

k) [DHCPの設定（DHCP Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。
l) [スタティックネットワーク設定（Static Network Configuration）]画面で、静的設定値を入力し
ます。 [OK]を選択します。

m) [DNSクライアントの設定（DNSClient Configuration）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。
n) DNSクライアントの設定を入力します。 [OK]を選択します。
o) [管理者ログインの設定（Administrator Login Configuration）]画面で、システム管理者の IDを
入力します。管理者のパスワードを入力して確認します。 [OK]を選択します。

p) [証明書情報（Certificate Information）]画面で、証明書署名要求を作成するためのデータ（組
織、部門、場所、都道府県、国）を入力します。 [OK]を選択します。

q) [最初のノード設定（First Node Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。 [OK]
を選択します。

警告画面が表示され、最初のノードへのネットワーク接続を確認することが要求されます。
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r) [プラットフォーム設定の確認（PlatformConfigurationConfirmation）]画面で、[OK]を選択しま
す。インストールが始まり、自動で実行されます。

s) •インストールの途中でリブートが行われます。

•ライセンスを取得するための URL
（https://tools.cisco.com/SWIFT/Licensing/PrivateRegistrationServlet）とメディアアクセスコ
ントロール（MAC）アドレスを示す [製品ライセンス（Product Licensing）]画面が表示さ
れたら、このアドレスを書き留めます。このアドレスは、ライセンスの申請に必要になり

ます。

•インストールが終了し、ログインプロンプトが表示されます。

次の作業

Finesseに対してのみ、ノードのインストール後にCisco Security Agent（CSA）を無効にする必
要があります。これを行うには、B側の Finesse VMから、コマンドラインインターフェイス
にアクセスし、コマンドutils csadisableを入力します。プロンプトに従ってリブートします。

メモ

Cisco Unified Intelligence Center 用のクラスタの設定

手順

ステップ 1 ブラウザで URL http://<HOST ADDRESS>/oampにアクセスします。ここで、HOST ADDRESSは
Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャの IPアドレスまたはホスト名です。

ステップ 2 インストール時に定義したシステムアプリケーションユーザ IDとパスワードを使用してサイン
インします。

ステップ 3 左のパネルから、[デバイス管理（Device Management）] > [デバイス設定（Device Configuration）]
を選択します。

ステップ 4 [メンバーの追加（Add Member）]をクリックします。

ステップ 5 サブスクライバ用の [デバイス設定（DeviceConfiguration）]の各フィールドに、デバイスの名前、
ホスト名または IPアドレス、および説明を入力します。
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Cisco Finesse のクラスタの設定

手順

ステップ 1 ブラウザでCisco Finesseプライマリノードを起動します（http://PrimaryNode IPAddress/cfadmin）。
ここで、Primary Nodeまたは IP Addressは自分のホストのプライマリノードまたは IPアドレスで
す。

ステップ 2 [ホーム（Home）] > [クラスタの設定（Cluster Settings）]に移動します。（これは、デフォルト設
定に基づいており、クラスタ設定ガジェットのページを変更していないことが前提となります）。

ステップ 3 Cisco Finesseセカンダリノードの IPアドレスを追加します。

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 III 部

設定
• Unified CCEデータサーバ, 101 ページ

• Unified CCEコールサーバ, 113 ページ

• Unified Customer Voice Portal, 127 ページ

• Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの設定, 137 ページ

• Cisco Unified Communications Manager, 143 ページ

• 展開タイプの設定, 155 ページ

• Cisco Unified Intelligence Center, 157 ページ

• Cisco Finesse, 163 ページ

• Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting Server, 173 ページ





第 10 章

Unified CCE データサーバ

この章には、A側とB側のUnified CCEデータサーバに対して実行する必要がある設定手順が含
まれます。

• SQL Serverの設定, 101 ページ

• ドメインマネージャの設定, 102 ページ

• インスタンスのセットアップ, 103 ページ

• ロガーの設定, 103 ページ

• ロガーデータベースおよびログの設定, 103 ページ

• Webセットアップのロガーコンポーネントの設定, 104 ページ

• 基本設定の適用, 105 ページ

• ICMDBAツールを使用した基本設定の実行, 106 ページ

• AWデータベースおよびログの設定, 108 ページ

• 管理サーバおよびリアルタイムデータサーバのコンポーネントの設定 , 109 ページ

• Unified Intelligence Centerの SQLユーザアカウントの設定, 110 ページ

SQL Server の設定

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Microsoft SQL Server 2008 R2] > [SQL
Server Management Studio]に移動します。

ステップ 2 ログインします。

ステップ 3 [セキュリティ（Security）]と [ログイン（Logins）]を順に展開します。

ステップ 4 BUILTIN \ Administratorグループが表示されていない場合:
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a) [ログイン（Logins）]を右クリックし、[新しいログイン（New Login）]を選択します。
b) [検索（Search）]をクリックし、[場所（Locations）]を選択して、ドメインツリー内のBUILTIN
の場所を見つけます。

c) Administratorsと入力し、[名前の確認（Check Name）]をクリックし、[OK]をクリックしま
す。

d) [BUILTIN\Administrators]をダブルクリックします。
e) [サーバロール（Server Roles）]を選択します。
f) [public]と [sysadmin]が両方ともオンになっていることを確認します。

ドメインマネージャの設定

この作業は一度だけ（設定する最初の Unifiedデータサーバ上で）行います。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco
Unified CCE Tools）] > [ドメインマネージャ（Domain Manager）]を選択します。

ステップ 2 ドメインに OUを作成する権限を持つユーザとしてログインします。

ステップ 3 左側のペインで、ドメインを展開します。

ステップ 4 Cisco_ICM、として Cisco Rootを追加します。
a) [Cisco root]の下の、[追加（Add）]をクリックします。
b) Cisco Root OUを下に作成する組織単位（OU）を選択します。[OK]をクリックします。

ステップ 5 ファシリティ組織単位（OU）を追加します。
a) 右側のペインの [ファシリティ（Facility）]の下で、[追加（Add）]をクリックします。
b) ファシリティの名前を入力します。 [OK]をクリックします。

ステップ 6 インスタンス OUを追加します。
a) 右側のペインの [インスタンス（Instance）]の下で、[追加（Add）]をクリックします。
b) インスタンス名を入力し、[OK]をクリックします。

ステップ 7 [閉じる（Close）]をクリックします。
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インスタンスのセットアップ

手順

ステップ 1 [Unified CCE Webセットアップ（Unified CCE Web Setup）]を起動します。

ステップ 2 ローカルの管理者権限を持つドメインユーザを使用してサインインします。

ステップ 3 [インスタンス管理（Instance Management）]をクリックし、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [インスタンスの追加（Add Instance）]ページで、次のように設定します。
a) ファシリティとインスタンスを選択します。
b) [インスタンス番号（Instance Number）]フィールドに 0と入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ロガーの設定

ロガーデータベースおよびログの設定

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco
Unified CCE Tools）] > [ICMdba]を選択します。警告が表示されたら、[はい（Yes）]をクリック
して、閉じます。

ステップ 2 [サーバ（Server）] > [インスタンス（Instance）]に移動します。

ステップ 3 インスタンス名を右クリックし、[作成（Create）]を選択します。

ステップ 4 [コンポーネントの選択（Select Component）]ダイアログボックスで、作業中のロガー（[ロガー
A（Logger A）]または [ロガー B（Logger B）]）を選択します。 [OK]をクリックします。

ステップ 5 プロンプト [SQL Server is not configured properly. Do you want to configure it now?]で、[はい（Yes）]
をクリックします。

ステップ 6 [設定（Configure）]ページで、[SQL Server設定（SQL Server Configurations）]ペイン内の [メモリ
（MB）（Memory (MB)）]と [リカバリ間隔（Recovery Interval）]のデフォルトを確認します。
[OK]をクリックします。

ステップ 7 [サーバの停止（Stop Server）]ページで、[はい（Yes）]をクリックしてサービスを停止します。

ステップ 8 [ロガータイプの選択（Select Logger Type）]ダイアログボックスで、[エンタープライズ
（Enterprise）]を選択します。 [OK]をクリックして、[データベースの作成（Create Database）]
ダイアログボックスを開きます。

ステップ 9 ロガーのデータベースを作成し、次のようにログを作成します。
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a) [DBタイプ（DB Type）]フィールドで、側（Aまたは B）を選択します。
b) [ストレージ（Storage）]ペインで、[追加（Add）]をクリックします。
c) [データ（Data）]をクリックします
d) Eドライブを選択します。
e) [サイズ（Size）]フィールドに 665600 MBと入力します。
f) [OK]をクリックして、[データベースの作成（Create Database）]ダイアログボックスに戻りま
す。

g) [追加（Add）]を再度クリックします。
h) Eドライブを選択します。
i) [サイズ（Size）]フィールドに 3072MBと入力します。
j) [OK]をクリックして、[データベースの作成（Create Database）]ダイアログボックスに戻りま
す。

ステップ 10 [データベースの作成（Create Database）]ダイアログボックスで、[作成（Create）]をクリックし
ます。 [開始（Start）]をクリックします。
作成の成功メッセージが表示されたら、[OK]と [閉じる（Close）]を順にクリックします。

Web セットアップのロガーコンポーネントの設定

手順

ステップ 1 ロガーコンポーネントを次のように設定します。

a) [Unified CCE Webセットアップ（Unified CCE Web Setup）]に戻ります。再度ログインしなけ
ればならない場合があります。

b) [コンポーネント管理（Component Management）] > [ロガー（Loggers）]を選択します。 [追加
（Add）]をクリックします。インスタンスを選択します。

c) [展開（Deployment）]ページで、[デュプレックス（Duplexed）]をクリックします。 [次へ
（Next）]をクリックします。

d) [セントラルコントローラの接続（Central Controller Connectivity）]ページで、ルータプライ
ベートインターフェイスとロガープライベートインターフェイスについてA側とB側のホス
ト名を入力します。

e) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 2 [追加オプション（Additional Options）]ページで、次の内容を実行します。
a) 展開内に外部AW-HDS-DDSが存在する場合は、[履歴/詳細データの複製を有効にする（Enable

Historical/Detail Data Replication）]をオンにします。
b) [データベースの消去設定手順の表示（Display Database Purge Configuration Step）]をオンにし
ます。
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c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [データ保持（DataRetention）]ページで、[データベース保持設定（DatabaseRetentionConfiguration）]
テーブルを変更します。

a) 次のテーブルでは、保持時間を「40」に設定します。

• Application_Event

• Event

• Network_Event

• Route_Call_Detail

• Route_Call_Variable

• Termination_Call_Detail

• Termination_Call_Variable

b) その他すべてのテーブルに対して保持期間を 400日に設定します。
c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [データの消去（Data Purge）]ページで、システム上で需要が低いときの曜日と時間の消去を設定
します。

ステップ 5 デフォルトの [上限（%）に達した場合は自動で消去する（Automatic Purge at Percent Full）]を受
け入れます。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [サマリー（Summary）]ページの内容を確認してから、[完了（Finish）]をクリックします。

基本設定の適用

基本設定について

基本構成は、システムの次の機能を実行します。

Packaged CCEのコールルーティングおよびダイヤルプランをサポートするコアシステムオブ
ジェクトを作成します。

2つの Peripheral Gatewayを作成します。

• 1つの CUCM PIMと 4つの CVP PIMを使用する汎用 PG

• 2つの PIM（アウトバウンド用に 1つ、マルチチャネル用に 1つ）を使用するMR PG

Packaged CCE展開モデルのインテリジェントアプリケーションデフォルトを設定します。

•デフォルトのエージェントデスク設定レコード

• ECC変数の有効化
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CVPをサポートする設定オブジェクトを作成します。

• CVP用のタイプ 10ネットワークVRUおよび CVPにコールを送信するネットワークVRUラ
ベル

• CVP ECC変数

• VXML_Serverネットワーク VRUスクリプト（GS、V microapp）

マルチチャネル設定をサポートする設定オブジェクトを作成します。

• MR PGのネットワーク VRU

•マルチチャネルのアプリケーションインスタンス

•マルチチャネルのメディアクラス

新規インストールのみに基本設定を適用

基本設定は、PackagedCCEの新規インストール時に 1回実行されます。基本設定がPackagedCCE
にすでに適用されており、Packaged CCEの最新リリースにアップグレードする場合、基本設定の
2回目のダウンロードは行わないでください。このような場合は、設定変更を手動で適用します。

関連トピック

リリース 9.0の基本設定の更新, （207ページ）

ICMDBA ツールを使用した基本設定の実行
このタスクは、フレッシュインストールに必要です。この手順は、A側の CCEデータサーバで
実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco.com> [ソフトウェアダウンロード（Download Software）] > [Packaged Contact Center Enterprise
Configuration Scripts]（http://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=284360381&i=rm）から基
本設定用のzipファイルをダウンロードします。このファイルをローカルに保存し、解凍します。

ステップ 2 同じ場所から Domain_Update_Tool.zipファイルをダウンロードします。このファイルをローカル
に保存し、解凍します。

ステップ 3 A側の CCEデータサーバで ICMDBAツールを開きます。

ステップ 4 [CCEデータサーバ（CCE Data Server）]を選択し、<instance name>_sideAまでツリーを展開しま
す。

ステップ 5 メニューバーの [データ（Data）]を選択し、[インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 6 設定フォルダを参照して特定し、[開く（Open）]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックしてから、[インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 8 [開始（Start）]をクリックし、すべてのメッセージに対して [OK]をクリックします。

ステップ 9 Domain_Update_Toolフォルダに移動し、[UpdateDomain.PS1]を右クリックして、 [PowerShellで
実行する（Run with PowerShell）]を選択します。次のように応答します。
a) サーバ名として、A側の CCEデータサーバのコンピュータ名を入力します。
b) データベース名として、<instance_sideA>と入力します。
c) ドメイン名として、カスタマーのドメイン名を入力します。

ステップ 10 ICMDBAツールに戻ります。
a) ロガーデータベース（<instance_sideA>）をクリックします。
b) メニューバーの [データ（Data）]を開き、[同期（Synchronize）]をクリックします。
c) [ターゲットペイン（Target Pane）]の下で、[B側の CCEデータサーバ（CCE Data Server on

Side B）]を選択します。
d) データベース名としてターゲット側の <instance name>_sideBを入力します。
e) [同期（Synchronize）]をクリックします。

ステップ 11 [開始（Start）]をクリックします。

ステップ 12 すべてのメッセージに対して、[はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 13 [閉じる（Close）]をクリックします。
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AW データベースおよびログの設定

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco
Unified CCE Tools）] > [ICMdba]を選択します。警告が表示されたら [はい（Yes）]をクリックし
ます。

ステップ 2 [サーバ（Server）] > [インスタンス（Instance）]に移動します。

ステップ 3 インスタンス名を右クリックし、[作成（Create）]を選択します。

ステップ 4 [コンポーネントの選択（Select Component）]画面で、[管理 &データサーバ（Administration &
Data Server）]を選択します。

ステップ 5 [AWタイプの選択（Select AW Type）]ダイアログボックスで、[エンタープライズ（Enterprise）]
を選択します。 [OK]をクリックして、[データベースの作成（Create Database）]ダイアログボッ
クスを開きます。

ステップ 6 データベースを作成し、次のようにログを作成します。

a) [DB Type]フィールドで [AW]を選択します。
b) [ストレージ（Storage）]ペインで、[追加（Add）]をクリックします。
c) [データ（Data）]をクリックします
d) Cドライブを選択します。
e) [サイズ（Size）]フィールドに 1400 MBと入力します。
f) [OK]をクリックして、[データベースの作成（Create Database）]ダイアログボックスに戻りま
す。

g) [追加（Add）]を再度クリックします。
h) [デバイスの追加（Add Device）]ダイアログボックスで、[ログ（Log）]をクリックします。
i) Cドライブを選択します。
j) [サイズ（Size）]フィールドに 100 MBと入力します。
k) [OK]をクリックして、[データベースの作成（Create Database）]ダイアログボックスに戻りま
す。

ステップ 7 [データベースの作成（Create Database）]ダイアログボックスで、[作成（Create）]をクリックし
ます。 [開始（Start）]をクリックします。
作成の成功メッセージが表示されたら、[OK]と [閉じる（Close）]を順にクリックします。
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管理サーバおよびリアルタイムデータサーバのコンポーネントの設

定

手順

ステップ 1 [Unified CCE Webセットアップ（Unified CCE Web Setup）]に進みます。

ステップ 2 [コンポーネント管理（ComponentManagement）] > [管理サーバとデータサーバ（Administration&
Data Servers）]を選択します。 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [管理サーバとデータサーバの追加（AddAdministration&Data Servers）]ページで、次のように設
定します。

a) 現在のインスタンスを選択します。
b) [エンタープライズ（Enterprise）]をクリックします。次に、[小規模から中規模の展開サイズ
（Small to Medium Deployment Size）]をクリックします。

c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [Role]ページで、オプション [管理サーバおよびリアルタイムデータサーバ（AW）（Administration
Server and Real-time Data Server (AW)）]を選択します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 A側の [管理&データサーバの接続（Administration & Data Servers Connectivity）]ページで、次の
内容を実行します。

a) [プライマリ管理&データサーバ（Primary Administration &Data Server）]のオプションボタン
をクリックします。

b) [プライマリ管理 &データサーバ（*Primary Administration & Data Server）]フィールドに、A
側のサーバのホスト名を入力します。

c) [プライマリ/セカンダリペア（サイト）名（*Primary/Secondary Pair (Site) Name）]フィールド
に AW_SideAを入力します。

d) [次へ（Next）]をクリックします。

または、B側の [管理&データサーバの接続（Administration & Data Servers Connectivity）]ページ
で、次の内容を実行します。

a) [プライマリ管理&データサーバ（Primary Administration &Data Server）]のオプションボタン
をクリックします。

b) [プライマリ管理 &データサーバ（*Primary Administration & Data Server）]フィールドに、B
側のサーバのホスト名を入力します。

c) [プライマリ/セカンダリペア（サイト）名（*Primary/Secondary Pair (Site) Name）]フィールド
に AW_SideBを入力します。

d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [データベースとオプション（Database and Options）]ページで、次のように設定します。
a) [次のドライブ上でデータベースを作成（Create Database(s) on Drive）]フィールドで、[C]を選
択します。
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b) [エージェントのスキル変更（Agent Re-skilling）]または [設定管理サービス（Configuration
Management Service）]をクリックしないでください。

c) [エージェントのスキル変更（Agent Re-skilling）] Webツールをクリックしないでください。
d) [Internet Script Editor (ISE) Server]をオンにします。
e) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [セントラルコントローラの接続（Central Controller Connectivity）]ページで、次のように設定し
ます。

a) ルータ A側には、コールサーバ A側のパブリックホスト名を入力します。
b) ルータ B側には、コールサーバ B側のパブリックホスト名を入力します。
c) ロガー A側には、データサーバ A側のパブリックホスト名を入力します。
d) ロガー B側には、データサーバ B側のパブリックホスト名を入力します。
e) [セントラルコントローラドメイン名（Central Controller Domain Name）]を入力します。
f) どちらの側にいるかに応じて、[中央コントローラの A側を優先（Central Controller Side A

Preferred）]または [中央コントローラの B側を優先（Central Controller Side B Preferred）]をク
リックします。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [サマリー（Summary）]ページの内容を確認してから、[完了（Finish）]をクリックします。

Unified Intelligence Center の SQL ユーザアカウントの設定

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Microsoft SQL Server 2008 R2] > [SQL
Server Management Studio]に移動します。

ステップ 2 ログインします。

ステップ 3 [セキュリティ（Security）] >[ログイン（Logins）]に移動し、[ログイン（Logins）]を右クリック
し、[新しいログイン（New Login）]を選択します。
このログインは、Cisco Unified Intelligence Centerレポーティング用のデータソースを設定すると
きに使用されます。

ステップ 4 [全般（General）]画面で、次を実行します。
a) ログイン名を入力します。
b) [SQL Server認証（SQL Server authentication）]を選択します。
c) パスワードを入力して確認します。
d) [パスワードポリシーを適用する（Enforce password policy）]をオフにします。

ステップ 5 [ユーザマッピング（User Mapping）]をクリックします。
a) A側と AWdbに関連付けられているデータベースをオンにします。
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b) 各データベースを選択し、db_datareaderロールと publicロールに関連付けてから、[OK]をク
リックします。
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第 11 章

Unified CCE コールサーバ

この章には、A側とB側のUnified CCEコールサーバに対して実行する必要がある設定手順が含
まれます。

• Unified CCEルータの設定, 114 ページ

• Generic PGの追加, 114 ページ

• PIM1の追加（CUCM PIM）, 115 ページ

• PIM2の追加（最初の VRU PIM）, 116 ページ

• PIM3の追加（2番目の VRU PIM）, 117 ページ

• PIM4の追加（3番目の VRU PIM）, 118 ページ

• PIM5の追加（4番目の VRU PIM）, 119 ページ

• PIMの作成後, 119 ページ

• CTIサーバの設定, 121 ページ

• JTAPIのインストール, 122 ページ

• メディアルーティング Peripheral Gatewayの設定, 122 ページ

• CTI OSサーバの設定, 124 ページ
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Unified CCE ルータの設定

手順

ステップ 1 [Unified CCE Webセットアップ（Unified CCE Web Setup）]を起動します。

ステップ 2 ローカルの管理者権限を持つドメインユーザとしてサインインします。

ステップ 3 [インスタンス管理（Instance Management）]をクリックし、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [インスタンスの追加（Add Instance）]ダイアログボックスで、お客様のファシリティとインスタ
ンスを選択します。

ステップ 5 [インスタンス番号（Instance Number）]フィールドに 0と入力します。 [保存（Save）]をクリッ
クします。

ステップ 6 [コンポーネント管理（Component Management）] > [ルータ（Routers）]を選択します。

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックして Call Routerをセットアップします。

ステップ 8 [展開（Deployment）]ページで、該当する側をクリックします。

ステップ 9 [デュプレックス（Duplexed）]をクリックします。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [ルータ接続（Router Connectivity）]ページで、プライベートインターフェイスとパブリック（表
示）インターフェイスを設定します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [Peripheral Gatewayの有効化（Enable Peripheral Gateways）]ページで、[Peripheral Gatewayを有効
にする（Enable Peripheral Gateways）]フィールドに 1-2と入力します。 [次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 12 [ルータオプション（Router Options）]ページで、[Quality of Service（QoS）を有効にする（Enable
Quality of Service (QoS)）]チェックボックスをオンにし、[次へ（Next）]をクリックします。

この手順は、A側のみに適用しま
す。

（注）

ステップ 13 [ルータ QoS（Router Quality of Service）]ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 14 [サマリー（Summary）]ページで、ルータサマリーが正しいことを確認し、[完了（Finish）]をク
リックします。

Generic PG の追加
Generic PGは、最初に追加する PGである必要があります。 PG1の PG IDが割り当てられます。
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手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco
Unified CCE Tools）] > [Peripheral Gatewayのセットアップ（Peripheral Gateway Setup）]を選択しま
す。

ステップ 2 [インスタンスコンポーネント（Instance Components）]ペインで [追加（Add）]をクリックし、
[コンポーネントの選択（Component Selection）]ダイアログボックスから [Peripheral Gateway]を選
択します。

ステップ 3 [Peripheral Gatewayプロパティ（Peripheral Gateway Properties）]ダイアログボックスで、次を実行
します。

a) [実稼働モード（Production mode）]をオンにします。
b) [システムの起動時に自動的に起動する（Auto start system startup）]をオンにします。
c) [デュプレックス Peripheral Gateway（Duplexed Peripheral Gateway）]をオンにします。
d) [PGノードのプロパティ ID（PG node Properties ID）]フィールドで、[PG1]を選択します。
e) 適切な側（[A側（Side A）]または [B側（Side B）]）を選択します。
f) [クライアントタイプ（Client Type）]ペインで、選択したタイプに [CUCM]および [VRU]を
追加したます。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

PIM1 の追加（CUCM PIM）

手順

ステップ 1 [Peripheral Gatewayコンポーネントプロパティ（Peripheral Gateway Component Properties）]ダイア
ログボックスの [ペリフェラルインターフェイスマネージャ（Peripheral Interface Manager）]ペイ
ンで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 2 [CUCM]および [PIM1]を選択します。 [OK]をクリックします。

ステップ 3 [有効（Enabled）]をオンにします。

ステップ 4 [Peripheral名（Peripheral name）]フィールドに CMと入力します。

ステップ 5 [Peripheral ID]フィールドに 5000と入力します。

ステップ 6 [エージェントの内線番号長（Agent extension length）]フィールドに、この展開の内線番号の長さ
を入力します。

ステップ 7 [Unified Communications Managerパラメータ（Unified Communications Manager Parameters）]ペイ
ンで、次のように設定します。

a) [サービス（Service）]フィールドに、Unified CommunicationsManagerサブスクライバのホスト
名を入力します。

b) [ユーザ ID（User ID）]フィールドに pguserと入力します。
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c) [ユーザパスワード（User Password）]フィールドに、Unified Communications Managerに作成
するユーザのパスワードを入力します。

d) [モバイルエージェントのコーデック（Mobile Agent Codec）]フィールドで、[G711
ULAW/ALAW]または [G.729]を選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

PIM2 の追加（最初の VRU PIM）

手順

ステップ 1 [Peripheral Gatewayコンポーネントプロパティ（Peripheral Gateway Component Properties）]ダイア
ログボックスの [ペリフェラルインターフェイスマネージャ（Peripheral Interface Manager）]ペイ
ンで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 2 [VRUのクライアントタイプ（Client Type of VRU）]および [PIM2]を選択します。 [OK]をクリッ
クします。

ステップ 3 [有効（Enabled）]をオンにします。

ステップ 4 [Peripheral名（Peripheral name）]フィールドに CVP1と入力します。

ステップ 5 [Peripheral ID]フィールドに 5001と入力します。

ステップ 6 [VRUホスト名（VRU hostname）]フィールドに CVP1（A側）のホスト名を入力します。

ステップ 7 [VRU接続ポート（VRU Connect port）]フィールドに、5000と入力します。

ステップ 8 [再接続間隔（秒）（Reconnect interval (sec)）]フィールドに、10と入力します。

ステップ 9 [ハートビート間隔（秒）（Heartbeat interval (sec)）]フィールドに、5と入力します。

ステップ 10 [DSCP]フィールドで [CS3(24)]を選択します。

ステップ 11 [OK]をクリックします。
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PIM3 の追加（2 番目の VRU PIM）

手順

ステップ 1 [Peripheral Gatewayコンポーネントプロパティ（Peripheral Gateway Component Properties）]ダイア
ログボックスの [ペリフェラルインターフェイスマネージャ（Peripheral Interface Manager）]ペイ
ンで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 2 [VRUのクライアントタイプ（Client Type of VRU）]および [PIM3]を選択します。 [OK]をクリッ
クします。

ステップ 3 [有効（Enabled）]をオンにします。

ステップ 4 [Peripheral名（Peripheral name）]フィールドに CVP2と入力します。

ステップ 5 [Peripheral ID]フィールドに 5002と入力します。

ステップ 6 VRUホスト名に CVP1（B側）の IPアドレスを入力します。

ステップ 7 [VRU接続ポート（VRU Connect port）]フィールドに、5000と入力します。

ステップ 8 [再接続間隔（秒）（Reconnect interval (sec)）]フィールドに、10と入力します。

ステップ 9 [ハートビート間隔（秒）（Heartbeat interval (sec)）]フィールドに、5と入力します。

ステップ 10 [DSCP]フィールドで [CS3(24)]を選択します。

ステップ 11 [OK]をクリックします。
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PIM4 の追加（3 番目の VRU PIM）

手順

ステップ 1 [Peripheral Gatewayコンポーネントプロパティ（Peripheral Gateway Component Properties）]ダイア
ログボックスの [ペリフェラルインターフェイスマネージャ（Peripheral Interface Manager）]ペイ
ンで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 2 [VRUのクライアントタイプ（Client Type of VRU）]および [PIM4]を選択します。 [OK]をクリッ
クします。

ステップ 3 [有効（Enabled）]をオンにします。

ステップ 4 [Peripheral名（Peripheral name）]フィールドに CVP3と入力します。

ステップ 5 [Peripheral ID]フィールドに 5003と入力します。

ステップ 6 VRUホスト名に CVP2（A側）の IPアドレスを入力します。

ステップ 7 [VRU接続ポート（VRU Connect port）]フィールドに、5000と入力します。

ステップ 8 [再接続間隔（秒）（Reconnect interval (sec)）]フィールドに、10と入力します。

ステップ 9 [ハートビート間隔（秒）（Heartbeat interval (sec)）]フィールドに、5と入力します。

ステップ 10 [DSCP]フィールドで [CS3(24)]を選択します。

ステップ 11 [OK]をクリックします。
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PIM5 の追加（4 番目の VRU PIM）

手順

ステップ 1 [Peripheral Gatewayコンポーネントプロパティ（Peripheral Gateway Component Properties）]ダイア
ログボックスの [ペリフェラルインターフェイスマネージャ（Peripheral Interface Manager）]ペイ
ンで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 2 [VRUのクライアントタイプ（Client Type of VRU）]および [PIM4]を選択します。 [OK]をクリッ
クします。

ステップ 3 [有効（Enabled）]をオンにします。

ステップ 4 [Peripheral名（Peripheral name）]フィールドに CVP4と入力します。

ステップ 5 [Peripheral ID]フィールドに 5004と入力します。

ステップ 6 VRUホスト名に CVP2（B側）の IPアドレスを入力します。

ステップ 7 [VRU接続ポート（VRU Connect port）]フィールドに、5000と入力します。

ステップ 8 [再接続間隔（秒）（Reconnect interval (sec)）]フィールドに、10と入力します。

ステップ 9 [ハートビート間隔（秒）（Heartbeat interval (sec)）]フィールドに、5と入力します。

ステップ 10 [DSCP]フィールドで [CS3(24)]を選択します。

ステップ 11 [OK]をクリックします。

PIM の作成後
[Peripheral Gateway Component Properties]ページでこのタスクを実行します。

手順

ステップ 1 [論理コントローラ ID（Logical Controller ID）]フィールドに 5000と入力します。

ステップ 2 [CTIコール後処理データ遅延（CTI Call Wrapup Data delay）]フィールドに 0と入力します。

ステップ 3 [VRUレポート（VRU Reporting）]ペインで、[サービス制御（Service Control）]をクリックし、
[キューレポート（Queue Reporting）]をオンにします。 [次へ（Next）]をクリックして [デバイ
ス管理プロトコルのプロパティ（Device Management Protocol Properties）]ダイアログボックスを
開きます。

ステップ 4 [デバイス管理プロトコルのプロパティ（Device Management Protocol Properties）]ダイアログボッ
クスで、すべてのインターフェイスフィールドに値を入力します。

a) [A側を優先（Side A Preferred）]フィールド：

• [A側のプロパティ（Side A Properties）]パネルに、Call Router is localと入力します。
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• [B側のプロパティ（Side B Properties）]パネルに、Call Router is remote (WAN)と入力しま
す。

b) [B側を優先（Side B Preferred）]フィールド：

• [A側のプロパティ（Side A Properties）]パネルに、Call Router is remote (WAN)と入力しま
す。

• [B側のプロパティ（Side B Properties）]パネルに、Call Router is localと入力します。

c) 両方の場合：

• [使用可能な帯域幅（kbps）（UsableBandwidth (kbps)）]フィールドで、デフォルトの値を
受け入れます。

• [ハートビート間隔（100ミリ秒）（Heartbeat Interval (100ms)）]フィールドで、デフォル
トの値を受け入れます。

d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [Peripheral Gatewayネットワークインターフェイス（Peripheral Gateway Network Interfaces）]ダイ
アログボックスで、すべてのインターフェイスフィールドに値を入力します。

a) プライベートインターフェイスとパブリック（表示）インターフェイスを入力します。
b) A側の表示インターフェイスのセクション内にある [QoS]ボタンをクリックします。 [PGプラ
イベートリンク QoS設定（PG Private Link QoS Settings）]で、[QoSを有効にする（Enable
QoS）]をオンにし、[OK]をクリックします。

c) A側のパブリックインターフェイスのセクション内にある [QoS]ボタンをクリックします。
[PG表示リンクQoS設定（PGVisible LinkQos Settings）]で、[QoSを有効にする（EnableQoS）]
をオンにし、[OK]をクリックします。

d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [セットアップ情報の確認（Check Setup Information）]ダイアログボックスで、[次へ（Next）]を
クリックします。

ステップ 7 [セットアップの完了（Setup Complete）]ダイアログボックスで、[完了（Finish）]をクリックし
ます。
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CTI サーバの設定

手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco
Unified CCE Tools）] > [Peripheral Gatewayのセットアップ（Peripheral Gateway Setup）]を選択しま
す。

ステップ 2 [コンポーネントのセットアップ（Components Setup）]ダイアログボックスの [インスタンスコン
ポーネント（Instance Components）]ペインで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [コンポーネントの選択（Component Selection）]ダイアログボックスで [CTIサーバ（CTI Server）]
をクリックします。

a) [実稼働モード（Production mode）]をオンにします。
b) [システムの起動時に自動的に起動する（Auto start at system startup）]をオンにします。
c) [デュプレックス CTIサーバ（Duplexed CTI Server）]をオンにします。
d) [CGノードのプロパティ（CG node properties）]ペインの [ID]フィールドで、[CG1]を選択し
ます。

e) [CGノードのプロパティ（CG node properties）]の [ICMシステム ID（ICM system ID）]フィー
ルドに 1と入力します。

f) 適切な側をクリックします。
g) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [サーバコンポーネントのプロパティ（Server Component Properties）]ダイアログボックスで、次
のように設定します。

a) A側については、[クライアント接続ポート番号（Client Connection Port Number）]フィールド
に 42027と入力します。

b) B側については、[クライアント接続ポート番号（Client Connection Port Number）]フィールド
に 43027と入力します。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [ネットワークインターフェイスのプロパティ（Network Interface Properties）]ダイアログボック
スでは、すべてのインターフェイスフィールドを入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [セットアップ情報の確認（Check Setup Information）]ページで、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

ステップ 8 [セットアップ完了（Setup Completed）]ダイアログボックスで、[完了（Finish）]をクリックしま
す。

ステップ 9 [セットアップを終了する（Exit Setup）]をクリックします。
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JTAPI のインストール

手順

ステップ 1 Unified CCEコールサーバのブラウザで Unified Communications Managerを起動し
（https://{callmanager-hostname/ccmadmin}）、サインインします。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [プラグイン（Plugins）]に移動します。 [検索（Find）]をク
リックします。

ステップ 3 Windows対応の Cisco JTAPI 32-bit Clientをダウンロードします。

ステップ 4 ダウンロードしたファイルをインストールし、すべてのデフォルト設定を受け入れます。

ステップ 5 プロンプトで、Unified Communications Manager TFTPサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 6 [終了（Finish）]をクリックします。

メディアルーティング Peripheral Gateway の設定
CCE Media Routing Peripheral Gatewayをセットアップするには、次の手順を実行します。MR PG
が必要な場合、設定する必要があります。

Media Routing Peripheral Gatewayは、任意で 2つの PM（マルチチャネル PIM（PIM1）、およびア
ウトバウンド PIM（PIM2））を持つことができます。マルチチャネル PIMは、UnifiedWIMおよ
び Unified EIMまたは SocialMinerに設定できます。これらの機能を使用する場合は、これらの
PIMを設定できます。

アウトバウンド PIMおよびマルチチャネル PIMの追加の手順については、URL http://
www.cisco.com/en/US/products/ps12586/prod_maintenance_guides_list.htmlの機能ガイドを参照し
てください。

（注）

メディアルーティング PG の追加
MR PGは、PG2の PG IDが割り当てられるようにユーザが追加する 2番目の PGである必要があ
ります。
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手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [プログラム（Programs）] > [Cisco Unified CCEツール（Cisco Unified CCE
Tools）] > [Peripheral Gatewayセットアップ（Peripheral Gateway Setup）]を選択します。

ステップ 2 [インスタンスコンポーネント（Instance Components）]ペインで [追加（Add）]をクリックし、
[コンポーネントの選択（Component Selection）]ダイアログボックスから [Peripheral Gateway]を選
択します。

ステップ 3 [Peripheral Gatewayプロパティ（Peripheral Gateway Properties）]ダイアログボックスで、次を実行
します。

a) [実稼働モード（Production Mode）]をオンにします。
b) [システムの起動時に自動的に起動する（Auto start system startup）]をオンにします。
c) [デュプレックス Peripheral Gateway（Duplexed Peripheral Gateway）]をオンにします。
d) [PGノードプロパティ ID（PG node Properties ID）]フィールドで [PG2]を選択します。
e) 適切な側をクリックします。
f) [クライアントタイプ（Client Type）]ペインで、選択したタイプに [メディアルーティング
（Media Routing）]を追加したます。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [論理コントローラ ID（Logical Controller ID）]フィールドに 5001と入力します。

ステップ 5 [CTIコール後処理データ遅延（CTI Call Wrapup Data delay）]フィールドに 0と入力します。 [次
へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [デバイス管理プロトコルのプロパティ（Device Management Protocol Properties）]ダイアログボッ
クスで、次のように設定します。

a) [A側を優先（Side A Preferred）]フィールド：

• [A側のプロパティ（Side A Properties）]パネルに、Call Router is localと入力します。

• [B側のプロパティ（Side B Properties）]パネルに、Call Router is remote (WAN)と入力しま
す。

b) [B側を優先（Side B Preferred）]フィールド：

• [A側のプロパティ（Side A Properties）]パネルに、Call Router is remote (WAN)と入力しま
す。

• [B側のプロパティ（Side B Properties）]パネルに、Call Router is localと入力します。

c) 両方の場合：

• [使用可能な帯域幅（kbps）（UsableBandwidth (kbps)）]フィールドで、デフォルトの値を
受け入れます。

• [ハートビート間隔（100 ms）（Heartbeat Interval (100ms)）]フィールドに 4と入力しま
す。
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d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [Peripheral Gatewayネットワークインターフェイス（Peripheral Gateway Network Interfaces）]ダイ
アログボックスで、プライベートインターフェイスと表示インターフェイスを入力します。

a) プライベートインターフェイスのセクション内にある [QoS]ボタンをクリックします。 [PG
プライベートリンク QoS設定（PG Private Link Qos Settings）]で、チェックボックス [QoSを
有効にする（Enable QoS）]をオンにし、[OK]をクリックします。

b) 表示インターフェイスのセクション内にある [QoS]ボタンをクリックします。 [PG表示リンク
QoS設定（PG Visible Link Qos Settings）]で、チェックボックス [QoSを有効にする（Enable
QoS）]をオンにし、[OK]をクリックします。

c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [セットアップ情報の確認（Check Setup Information）]ダイアログボックスで、[次へ（Next）]を
クリックします。

ステップ 9 [セットアップの完了（Setup Complete）]ダイアログボックスで、[完了（Finish）]をクリックし
ます。

ステップ 10 [セットアップを終了する（Exit Setup）]をクリックします。

CTI OS サーバの設定

お客様がエージェントデスクトップに対して Finesseを使用する場合、この手順は必要ありま
せん。

（注）
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手順

ステップ 1 Unified CCEコールサーバのローカルドライブに CTIOS ISOイメージをマウントするか、CTIOS
インストーラをコピーします。

ステップ 2 CTIOSのメンテナンスリリースが提供されている場合は、そのメンテナンスリリースを Unified
CCEコールサーバのローカルドライブにコピーします。

ステップ 3 CTIOS Serverに移動し、setup.exeを実行します。 SNMPサービスが停止され、インストールの完
了後に再び起動されることを示す警告に対して [はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 4 ソフトウェア使用許諾契約に同意します。

ステップ 5 最新のメンテナンスリリースがある場合は、その場所を参照します。 [次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 6 [CTI OSインスタンス（CTI OS Instance）]ダイアログボックスで、[CTI OSインスタンスリスト
（CTI OS Instance List）]ペインをクリックします。 [CTIOSサーバインスタンスの追加（Add
CTIOS Server Instance）]ウィンドウでは、インスタンス名を入力し、[OK]をクリックします。

ステップ 7 [CTI OSサーバリスト（CTI OS Server List）]ペインで、[追加（Add）]をクリックします。 [OK]
をクリックします。

ステップ 8 [デスクトップドライブの入力（Enter Desktop Drive）]ダイアログボックスで、ドライブCを選択
します。 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [CTIサーバ名（CTI Server Information）]ダイアログボックスでは、コールサーバのホスト名、A
側のポート（42027）、および B側のポート（43027）を入力します。次に、[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 10 [Peripheral ID（Peripheral Identifier）]ダイアログボックスで、すべてのデフォルトを受け入れ、[次
へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [接続情報（Connect Information）]ダイアログボックスで、すべてのデフォルトを受け入れ、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [統計情報（Statistics Information）]ダイアログボックスで、デフォルトを受け入れ、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 13 [IPCCサイレントモニタタイプ（IPCC Silent Monitor Type）]ダイアログボックスで、[サイレン
トモニタタイプ（SilentMonitor Type）]を [CCMベース（CCMBased）]に設定し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 14 [ピア CTIOSサーバ（Peer CTIOS Server）]ダイアログボックスで、次のように設定します。
a) [デュプレックス CTIOSインストール（Duplex CTIOS Install）]をオンにします。
b) A側を設定している場合、ピア CTI OSサーバをコールサーバの A側のホスト名に設定しま
す。B側を設定している場合、ピアCTI OSサーバをコールサーバのB側のホスト名に設定し
ます。
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c) [ポート（Port）]フィールドに、42028と入力します。

ステップ 15 [終了（Finish）]をクリックします。

ステップ 16 [CiscoCTIOSサーバセキュリティ（CiscoCTIOSServer Security）]ダイアログボックスで、[セキュ
リティを有効にする（Enable Security）]をオフにします。 [OK]をクリックします。

ステップ 17 [CTI OSセキュリティセットアップの完了（CTI OS Security Setup Complete）]ダイアログボック
スで、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 18 コンピュータを再起動することを要求するプロンプトが表示されたら、[はい（Yes）]をクリック
します。メンテナンスリリースが存在する場合は、そのインストールが自動的に開始されます。

ステップ 19 メンテナンスリリースが存在する場合は、すべての指示に従ってメンテナンスリリースをイス

トールします。

ステップ 20 メンテナンスリリースのインストールが完了したら、[完了（Finish）]をクリックし、指示に従っ
て再起動します。

ステップ 21 レジストリエディタにアクセスします（[スタート（Start）]> [ファイル名を指定して実行（Run）]
> regedit）。

ステップ 22 [HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems,Inc.\Ctios\CTIOS_<instance
name>\CTIOS1\Server\Agent]に移動します。

ステップ 23 [forceLogoutOnSessionClose]を 1に設定します。
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第 12 章

Unified Customer Voice Portal

この章では、A側と B側に Cisco Unified CVPコールおよび OAMPサーバを設定するために実行
する必要がある手順について説明します。

• Unified CVPのネットワークカードの検証, 127 ページ

• Unified CVPコールサーバの設定, 128 ページ

• Unified CVP VXMLサーバの設定, 129 ページ

• ゲートウェイの設定, 130 ページ

• Unified CVP Media Serverの設定, 130 ページ

• スクリプトおよびメディアファイルの転送, 130 ページ

• ライセンスファイルの転送, 131 ページ

• SNMPの設定, 131 ページ

• SIPサーバグループの設定, 132 ページ

• ダイヤル番号パターンの設定, 133 ページ

• Location-Basedコールアドミッション制御, 135 ページ

Unified CVP のネットワークカードの検証
すべての CVPサーバについて、これを実行します。
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手順

ステップ 1 [スタート（Start）]を選択し、[ネットワーク（Network）]を右クリックします。

ステップ 2 [プロパティ（Properties）]を選択します。次に、[アダプタの設定の変更（ChangeAdapterSettings）]
を選択します。

ステップ 3 [ローカルエリア接続（Local Area Connection）]を右クリックして、[プロパティ（Properties）]を
選択します。

ステップ 4 [インターネットプロトコルバージョン 6（TCP/IPv6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPV6)）]
をオフにします。

ステップ 5 [インターネットプロトコルバージョン 4（Internet Protocol Version 4）]をオンにして、[プロパ
ティ（Properties）]を選択します。

ステップ 6 テンプレートのビジブル IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ、および優
先 DNSサーバおよび代替 DNSサーバのデータを確認します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

Unified CVP コールサーバの設定
Unified CVPサーバ上でコールサーバコンポーネントを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 UnifiedCVPOAMPサーバで、[スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco
Unified Customer Voice Portal]に進みます。

ステップ 2 [Operations Console]をクリックして、ログインします。

ステップ 3 [デバイス管理（Device Management）] > [Unified CVP Call Server]に移動します。

ステップ 4 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 5 [一般（General）]タブで、Cisco Unified CVPサーバの IPアドレスとホスト名を入力します。
[ICM]、[IVR]、および [SIP]をオンにします。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [SIP]タブをクリックします。
a) [アウトバウンドプロキシを有効にする（Enableoutboundproxy）]フィールドで、[いいえ（No）]
を選択します。

b) [DNS SRVタイプクエリーの使用（Use DNS SRV type query）]フィールドで、[はい（Yes）]
を選択します。

c) [SRVレコードをローカルに解決（Resolve SRV records locally）]をオンにします。

ステップ 7 （任意）[インフラストラクチャ（Infrastructure）]タブをクリックします。 [Syslog設定
（Configuration Syslog Settings）]ペインで、次のようにフィールドを設定します。
a) syslogサーバの IPアドレスまたはホスト名を入力します。
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b) syslogサーバのポート番号として 514を入力します。
c) レポーティングサーバがログメッセージを書き込むバックアップサーバの名前を入力します。
d) [バックアップサーバポート番号（Backup server port number）]フィールドに、バックアップ

syslogサーバのポート番号を入力します。

ステップ 8 [保存して展開（Save & Deploy）]をクリックします。

ステップ 9 次の 3つの Unified CVPサーバについて、この手順を繰り返します。

Unified CVP VXML サーバの設定
Cisco Unified CVPサーバ上で VXMLサーバコンポーネントを設定するには、次の手順を実行し
ます。

手順

ステップ 1 Unified CVP Operations Consoleで、[デバイス管理（Device Management）] > [Unified CVP VXML
Server]に移動します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [一般（General）]タブで、Cisco Unified CVPサーバの IPアドレスとホスト名を入力します。

ステップ 4 プライマリとバックアップの CVPコールサーバを次のように設定します。
a) CVP-1Aの場合、プライマリコールサーバはCVP-1A、バックアップコールサーバはCVP-1B
です。

b) CVP-2Aの場合、プライマリコールサーバはCVP-2A、バックアップコールサーバはCVP-2B
です。

c) CVP-1Bの場合、プライマリコールサーバはCVP-1B、バックアップコールサーバはCVP-1A
です。

d) CVP-2Bの場合、プライマリコールサーバはCVP-2B、バックアップコールサーバはCVP-2A
です。

ステップ 5 [保存して展開（Save & Deploy）]をクリックします。

ステップ 6 すべての CVPサーバについて、この手順を繰り返します。
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ゲートウェイの設定

手順

ステップ 1 Unified CVP Operations Consoleで、[デバイス管理（Device Management）] > [ゲートウェイ
（Gateway）]に移動します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [一般（General）]タブで、次のように設定します。
a) IPアドレスを入力します。
b) ホスト名を入力します。
c) デバイスタイプを選択します。
d) [ユーザ名とパスワード（Username and Passwords）]ペインに、ユーザ名とパスワードを入力
し、パスワードを有効にします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 すべてのゲートウェイに対して繰り返し行ってください。

Unified CVP Media Server の設定

手順

ステップ 1 UnifiedCVPOperationsConsoleで、[デバイス管理（DeviceManagement）] > [メディアサーバ（Media
Server）]に移動します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [一般（General）]タブで、Unified CVPサーバの IPアドレスとホスト名を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 すべての CVPサーバに対してステップ 1～ 4を繰り返します。

ステップ 6 [デフォルトメディアサーバ（Default Media Server）]を [なし（None）]からいずれかの Unified
CVPサーバに変更します。 [設定（Set）]をクリックします。

ステップ 7 [展開（Deploy）]をクリックします。

スクリプトおよびメディアファイルの転送

通知先を作成し、すべての Unified CVPデバイスに展開します。
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手順

ステップ 1 Unified CVP Operations Consoleで、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転送（File
Transfer）] > [スクリプト &メディア（Scripts & Media）]に移動します。

ステップ 2 [デバイスタイプの選択（Select device type）]フィールドで、[ゲートウェイ（Gateway）]を選択
します。

ステップ 3 すべてのゲートウェイを [選択済み（Selected）]に移動します。

ステップ 4 [デフォルトゲートウェイ（Default Gateway）]のファイルをクリックします。

ステップ 5 [転送（Transfer）]をクリックし、ポップアップウィンドウで [OK]を選択します。

ステップ 6 [ファイル転送ステータス（FileTransfer Status）]をクリックして転送の進捗状況をモニタします。

ライセンスファイルの転送

手順

ステップ 1 Unified CVP Operations Consoleで、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転送（File
Transfer）] > [ライセンス（Licenses）]に移動します。

ステップ 2 [参照（Browse）]をクリックして、アップロードするライセンスファイルを選択します。

ステップ 3 [転送（Transfer）]をクリックします。次に、確認のメッセージで [OK]をクリックします。

ステップ 4 [ファイル転送ステータス（File Transfer Status）]をクリックします。

ステップ 5 各ファイル転送の [ステータス（Status）]列に [成功（Success）]と表示されていることを確認し
ます。

ステップ 6 [システム（System）] > [コントロールセンター（Control Center）]に移動します。

ステップ 7 正常にシャットダウンしてから、リストの各コールサーバを起動します。

これによって、新しいラインセンスが有効になります。

SNMP の設定

この手順は任意です。詳細については、簡易ネットワーク管理プロトコル, （213ページ）を
参照してください。

（注）
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手順

ステップ 1 Unified CVP Operations Consoleで、[SNMP] > [V1/V2c] > [コミュニティストリング（Community
String）]に移動します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
a) コミュニティストリングに名前を付けます。
b) [デバイス（Devices）]タブを選択し、SNMPコミュニティストリングをデバイスに割り当て
ます。

c) [保存して展開（Save and Deploy）]をクリックします。

ステップ 3 通知先を作成し、すべての Unified CVPデバイスに展開します。
a) [SNMP] > [V1/V2c] > [通知の送信先（Notification Destination）]に移動します。
b) フィールドに入力します。
c) [デバイス（Devices）]タブを選択し、SNMP通知先をデバイスに割り当てます。
d) [保存して展開（Save and Deploy）]をクリックします。

SIP サーバグループの設定
SIPサーバグループは、CiscoUnified CommunicationsManagerおよびゲートウェイで必要となりま
す。

手順

ステップ 1 UnifiedCVPOperationsConsoleで、[システム（System）] > [SIPサーバグループ（SIPServerGroup）]
に移動します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerデバイス用のサーバグループを作成します。
a) [一般（General）]タブで、[新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [SRVドメイン名 FQDN（SRV Domain Name FQDN）]フィールドに、Communications Manager
のエンタープライズパラメータの Cluster FQDN設定でも使用される値を入力します。たとえ
ば、cucm.cisco.comのようになります。

c) [IPアドレス/ホスト名（IP Address/Hostname）]フィールドに、Unified Communications Manager
ノードの IPアドレスまたはホスト名を入力します。

d) [追加（Add）]をクリックします。
e) Unified Communications Managerサブスクライバごとにステップ cと dを繰り返します。 [保存
（Save）]をクリックします。

サーバグループにパブリッシャノードを挿入しないでくださ

い。

（注）

Communications Managerから SCCモデルの CVPに作成された直接 SIPトランクがないので、
SCCの展開には Communications Managerの SIPサーバグループは必要ありません。
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FQDNは、Cisco Unified Communications Managerのエンタープライズパラメータに設定される
Cluster FQDN設定に設定された FQDNに一致する必要があります。完全修飾ドメイン名の設定,
（146ページ）を参照してください。

ステップ 3 ゲートウェイデバイス用にサーバグループを作成します。

a) [一般（General）]タブで、[新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [SRVドメイン名 SQDN（SRV Domain Name FQDN）]フィールドに、SRVドメイン名の FQDN
を入力します。たとえば、vxmlgw.cisco.comのようになります。

c) [IPアドレス/ホスト名（IP Address/Hostname）]フィールドに、各ゲートウェイの IPアドレス
またはホスト名を入力します。

d) [追加（Add）]をクリックします。
e) ゲートウェイに対してステップ cと dを繰り返します。 [保存（Save）]をクリックします。
展開と分岐に応じてすべてのVXMLゲートウェイを追加します。すべてのVXMLゲートウェ
イをサーバグループに追加すると、すべてのメンバサーバグループゲートウェイに対して

コールのロードバランスが行われます。

ステップ 4 これらのサーバグループをすべての Unified CVPコールサーバに関連付けます。
a) [コールサーバの展開（Call Server Deployment）]タブで、すべての Unified CVPコールサーバ
を [使用可能（Available）]リストから [選択済み（Selected）]リストに移動します。

b) [保存して展開（Save and Deploy）]をクリックします。

ダイヤル番号パターンの設定

ダイヤル番号パターンは、次の場合に必要です。

•エージェントデバイス

•ネットワーク VRU

•呼出音

•エラー

手順

ステップ 1 UnifiedCVPOperationsConsoleで、[システム（System）] > [ダイヤル番号パターン（DialedNumber
Pattern）]に移動します。

ステップ 2 次の表のダイヤル番号パターンごとに、次の手順を実行します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [ダイヤル番号パターン（DialedNumber Pattern）]フィールドに、ダイヤル番号パターンを入力
します。

c) [説明（Description）]フィールドに、ダイヤル番号パターンの説明を入力します。

Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 10.0(1)   

133

ダイヤル番号パターンの設定



d) [ダイヤル番号パターンのタイプ（Dialed Number Pattern Types）]ペインで、指定したダイヤル
番号パターンのタイプを確認します。

e) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 すべてのダイヤル番号パターンを設定した後、[展開（Deploy）]をクリックします。

ステップ 4 [展開ステータス（Deployment Status）]をクリックして、設定が適用されていることを確認しま
す。

ダイヤル番号パターンのタイプ説明ダイヤル番号パター

ン

[ローカルスタティックルートを有効にする（Enable
Local Static Route）]をオンにします。

SIPサーバグループ、および IPアドレス/ホスト名/
サーバグループ名へのルートは、いずれも VXML
ゲートウェイです（たとえば、vxmlgw.cisco.com）。

[発信元へのコールの送信を有効にする（EnableSend
Calls to Originator）]をオンにします。

呼出音91*

[ローカルスタティックルートを有効にする（Enable
Local Static Route）]をオンにします。

SIPサーバグループ、および IPアドレス/ホスト名/
サーバグループ名へのルートは、いずれも VXML
ゲートウェイです（たとえば、vxmlgw.cisco.com）。

[発信元へのコールの送信を有効にする（EnableSend
Calls to Originator）]をオンにします。

エラー92*

[ローカルスタティックルートを有効にする（Enable
Local Static Route）]をオンにします。

SIPサーバグループ、および IPアドレス/ホスト名/
サーバグループ名へのルートは、いずれも Unified
Communications Managerゲートウェイです。

[Enable RNA Timeout for Outbound Calls]をオンにし
ます。タイムアウトは 15秒です。

エージェントデバイ

ス。 SCCの配置モデ
ルには適用されませ

ん。

エージェント拡張パ

ターン。たとえば、

エージェント内線の

範囲が 5001～
500999の場合は
500*と入力します。

[ローカルスタティックルートを有効にする（Enable
Local Static Route）]をオンにします。

SIPサーバグループ、および IPアドレス/ホスト名/
サーバグループ名へのルートは、いずれも VXML
ゲートウェイです（たとえば、vxmlgw.cisco.com）。

[発信元へのコールの送信を有効にする（EnableSend
Calls to Originator）]をオンにします。

ネットワークVRUラ
ベル

777*

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 10.0(1)
134

ダイヤル番号パターンの設定



Location-Based コールアドミッション制御
この付録のこのトピックを参照してください：Unified CMサービス設定の設定, （93ページ）
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第 13 章

Cisco IOS Enterprise 音声ゲートウェイの設定

• Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの設定, 137 ページ

Cisco IOS Enterprise 音声ゲートウェイの設定
Cisco IOS音声ゲートウェイを設定するには、次の手順を実行します。

すべての設定手順を enable > configuration terminalモードで実行します。（注）

手順

ステップ 1 ネットワークインターフェイスを次のように設定します。
interface GigabitEthernet0/0
ip route-cache same-interface
duplex auto
speed auto
no keepalive
no cdp enable

ステップ 2 グローバル設定を次のように設定します。
voice service voip
no ip address trusted authenticate
allow-connections sip to sip
signaling forward unconditional
sip
rel1xx disable
header-passing
options-ping 60
midcall-signaling passthru

ステップ 3 音声コーデックプリファレンスを次のように設定します。
voice class codec 1

codec preference 1 g729r8
codec preference 2 g711ulaw
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ステップ 4 Unified CVPサービスと設定を次のように設定します。
# Default CVP Services
application
service new-call flash:bootstrap.vxml
service survivability flash:survivability.tcl
service CVPSelfService flash:CVPSelfServiceBootstrap.vxml
service ringtone flash:ringtone.tcl
service cvperror flash:cvperror.tcl
service bootstrap flash:bootstrap.tcl
service handoff flash:handoff.tcl

# Default CVP http, ivr, rtsp, mrcp and vxml settings
http client cache memory pool 15000
http client cache memory file 1000
http client cache refresh 864000
no http client connection persistent
http client connection timeout 60
http client connection idle timeout 10
http client response timeout 30
ivr prompt memory 15000
ivr asr-server rtsp://asr-en-us/recognizer
ivr tts-server rtsp://tts-en-us/synthesizer
rtsp client timeout connect 10
rtsp client timeout message 10
mrcp client timeout connect 10
mrcp client timeout message 10
mrcp client rtpsetup enable
vxml tree memory 500
vxml audioerror
vxml version 2.0

ステップ 5 ゲートウェイおよび sip-uaタイマーを次のように設定します。
gateway
media-inactivity-criteria all
timer receive-rtp 1200

sip-ua
retry invite 2
retry bye 1
timers expires 60000
timers connect 1000
reason-header override

ステップ 6 ダイヤルピアを次のように設定します。
# Configure CVP survivability
dial-peer voice 1 pots
description CVP TDM dial-peer
service survivability
incoming called-number .T
direct-inward-dial

# Configure CVP Ringtone
dial-peer voice 919191 voip
description CVP SIP ringtone dial-peer
service ringtone
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incoming called-number 9191T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

# Configure CVP Error
dial-peer voice 929292 voip
description CVP SIP error dial-peer
service cvperror
incoming called-number 9292T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

#Configure VXML leg where the incoming called-number matches the Network VRU Label
dial-peer voice 9999 voip
description Used for VRU leg
service bootstrap
incoming called-number 777T
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

#Configure the Switch leg where
# preference is used to distinguish between sides.
# max-conn is used prevent overloading of CVP
# options-keepalive is used to handle failover
# Note: the example below is for gateways located on the A-side of a geographically
distributed deployment

dial-peer voice 70021 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 1
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... # Customer specific destination pattern
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### # IP Address for CVP1, SideA
session transport tcp
voice-class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

dial-peer voice 70022 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 1
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max-conn 225
destination-pattern xxxx...... # Customer specific destination pattern
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### # IP Address for CVP2, SideA
session transport tcp
voice-class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

dial-peer voice 70023 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 2
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... # Customer specific destination pattern
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### # IP Address for CVP1, SideB
session transport tcp
voice-class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

dial-peer voice 70024 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 2
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... # Customer specific destination pattern
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### # IP Address for CVP2, SideB
session transport tcp
voice-class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

ステップ 7 ハードウェアリソース（トランスコーダ、会議ブリッジ、およびMTP）を次のように設定しま
す。

# Configure the voice-cards share the DSP resources located in Slot0
voice-card 0
dspfarm
dsp services dspfarm
voice-card 1
dspfarm
dsp services dspfarm
voice-card 2
dspfarm
dsp services dspfarm
voice-card 3
dspfarm
dsp services dspfarm
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voice-card 4
dspfarm
dsp services dspfarm

# Point to the contact center call manager
sccp local GigabitEthernet0/0
sccp ccm ###.###.###.### identifier 1 priority 1 version 7.0 (CUCM1)
sccp ccm ###.###.###.### identifier 1 priority 1 version 7.0 (CUCM2)

# Add a SCCP group for each of the hardware resource types
sccp ccm group 1
associate ccm 1 priority 1
associate profile 2 register <gw70mtp>
associate profile 1 register <gw70conf>
associate profile 3 register <gw70xcode>

# Configure DSPFarms for Conference, MTP and Transcoder
dspfarm profile 1 conference
codec g711ulaw
codec g711alaw
codec g729r8
maximum sessions 24
associate application SCCP

dspfarm profile 2 mtp
codec g711ulaw
codec g711alaw
codec g729r8
maximum sessions software 500
associate application SCCP

dspfarm profile 3 transcode
codec g711ulaw
codec g711alaw
codec g729r8
maximum sessions 52
associate application SCCP

ステップ 8 （任意）SIPトランキングを設定します。
# Configure the resources to be monitored
voice class resource-group 1
resource cpu 1-min-avg threshold high 80 low 60
resource ds0
resource dsp
resource mem total-mem
periodic-report interval 30

# Configure one rai target for each CVP Server
sip-ua
rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 (CVP1A)
rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 (CVP2A)
rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 (CVP1B)
rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 (CVP2B)
permit hostname dns:%Requires manual replacement - ServerGroup Name defined in CVP.System.SIP
Server Groups%
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第 14 章

Cisco Unified Communications Manager

この章には、A側と B側に Unified Communications Managerを設定するために実行する必要があ
る設定手順が含まれます。

• Unified Communications Managerライセンス, 144 ページ

• サービスのアクティブ化, 145 ページ

• 完全修飾ドメイン名の設定, 146 ページ

• Cisco Unified Communications Managerグループの設定, 146 ページ

• 会議ブリッジの設定, 147 ページ

• メディアターミネーションポイントの設定, 148 ページ

• トランスコーダの設定, 148 ページ

• メディアリソースグループの設定, 149 ページ

• メディアリソースグループリストの設定および関連付け, 150 ページ

• CTIルートポイントの設定, 150 ページ

• アプリケーションユーザの設定, 151 ページ

• SIPオプションの設定, 151 ページ

• トランクの設定, 151 ページ

• ルートグループの設定, 152 ページ
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Unified Communications Manager ライセンス

ライセンスの生成と登録

手順

ステップ 1 ブラウザでCommunicationsManagerを起動します（http://<CUCMパブリッシャの IPアドレス>）。

ステップ 2 [Cisco Prime License Manager]をクリックして、[ライセンス（License）] > [履行（Fulfillment）]に
移動します。

ステップ 3 [他の履行（Other Fulfillment）]オプションの下で、[ライセンス要求の生成（Generate License
Request）]をクリックします。

ステップ 4 [ライセンス要求と次の手順（License Request and Next Steps）]ウィンドウが開いたら、テキスト
（PAK ID）をコピーします。

ステップ 5 [シスコライセンス登録（Cisco License Registration）]リンクをクリックします。

ステップ 6 サインインし、[製品ライセンス登録に進む（Continue to Product License Registration）]をクリック
します。

ステップ 7 [履行するシングル PAK/トークンの入力（Enter a Single PAK or Token to fulfill）]フィールドに、
PAK IDを貼り付けて、[シングル PAK/トークンの履行（Fulfill Single PAK/Token）]をクリックし
ます。

ライセンスファイルが電子メールメッセージで届きます。
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ライセンスのインストール

手順

ステップ 1 電子メールメッセージからライセンスファイルを解凍します。

ステップ 2 [その他の履行オプション（OtherFulfillmentOptions）]で、[ライセンスをファイルから履行（Fulfill
Licenses from File）]を選択します。

ステップ 3 [参照（Browse）]をクリックしてライセンスファイルを検索します。

ステップ 4 [インストール（Install）]をクリックし、ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 5 [製品インスタンス（Product Instances）]に移動します。次に、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 6 Cisco Unified Communications Managerパブリッシャの名前、ホスト名/IPアドレス、ユーザ名、お
よびパスワードを入力します。

ステップ 7 Unified CMの製品タイプを選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [今すぐ同期（Synchronize Now）]をクリックします。

サービスのアクティブ化

サービスをアクティブ化するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 http://<CUCMパブリッシャの IPアドレス>/ccmadminで Cisco Unified CMの管理を開きます。

ステップ 2 [ナビゲーション（Navigation）]メニューから [CiscoUnified Serviceability]を選択し、[移動（Go）]
をクリックします。

ステップ 3 [ツール（Tools）] > [サービスのアクティベーション（Service Activation）]を選択します。

ステップ 4 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、サービスをアクティブ化するサーバを選択し、
[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 5 パブリッシャの場合、次のサービスがアクティブ化されていることを確認し、[保存（Save）]を
クリックします。

• Cisco CallManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco CTIManager

• Cisco Tftp

• Cisco Bulk Provisioning Service

• Cisco AXL Web Service
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• Cisco Serviceability Reporter

• Cisco CTL Provider

• Cisco Certificate Authority Proxy Function

ステップ 6 サブスクライバの場合、次のサービスがアクティブ化されていることを確認し、[保存（Save）]
をクリックします。

• Cisco CallManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco CTIManager

• Cisco AXL Web Service

• Cisco CTL Provider

完全修飾ドメイン名の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerを開き、ログインします。

ステップ 2 [システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]に移動します。

ステップ 3 [クラスタ全体のドメイン設定パラメータ（Clusterwide Domain Configuration）] > [クラスタの完全
修飾ドメイン名（Cluster Fully Qualified Domain Name）]にクラスタの完全修飾ドメイン名を入力
します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager グループの設定
CiscoUnified CommunicationsManagerをUnified CommunicationsManagerグループに追加するには、
次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]メニューから [Cisco Unified CM Administrator]を選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

ステップ 2 [システム（System）] > [Cisco Unified CMグループ（Cisco Unified CM Group）]を選択します。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。 [デフォルト（Default）]をクリックします。

ステップ 4 2つのサブスクライバを [使用可能（Available）]パネルから [選択済み（Selected）]パネルに移動
します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [リセット（Reset）]をクリックします。

会議ブリッジの設定

この手順は、配置の各ゲートウェイに対して実行します。

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [会議ブリッジ（Conference bridge）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [Cisco IOS会議ブリッジ（Cisco IOS Conference Bridge）]の [会議ブリッジタイプ（Conference
Bridge Type）]を選択します。

ステップ 4 [会議ブリッジ名（Conference Bridge name）]フィールドに、ゲートウェイ上の設定と一致する会
議ブリッジ名の固有識別子を入力します。Cisco IOSEnterprise音声ゲートウェイの設定,（137ペー
ジ）のステップ 7を参照してください。
例では、[gw70conf]です。
# Add a SCCP group for each of the hardware resource types
sccp ccm group 1
associate ccm 1 priority 1
associate profile 2 register gw70mtp
associate profile 1 register gw70conf
associate profile 3 register gw70xcode

ステップ 5 [デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
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メディアターミネーションポイントの設定

この手順は、配置の各ゲートウェイに対して実行します。

手順

ステップ 1 [メディアリソース（MediaResources）] > [メディアターミネーションポイント（MediaTermination
Point）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [メディアターミネーションポイント名（Media Termination Point Name）]フィールドに、ゲート
ウェイ上の設定と一致するメディアターミネーションの固有識別子を入力します。 Cisco IOS
Enterprise音声ゲートウェイの設定, （137ページ）のステップ 7を参照してください。
例では、[gw70mtp]です。
# Add a SCCP group for each of the hardware resource types
sccp ccm group 1
associate ccm 1 priority 1
associate profile 2 register gw70mtp
associate profile 1 register gw70conf
associate profile 3 register gw70xcode

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

トランスコーダの設定

この手順は、配置の各ゲートウェイに対して実行します。

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [トランスコーダ（Transcoder）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [トランスコーダタイプ（Transcoder Type）]の場合、[Cisco IOS拡張メディアターミネーション
ポイント（Cisco IOS Enhanced Media Termination Point）]を選択します。

ステップ 4 [デバイス名（DeviceName）]フィールドに、ゲートウェイ上の設定と一致するトランスコーダ名
の固有識別子を入力します。Cisco IOSEnterprise音声ゲートウェイの設定,（137ページ）のステッ
プ 7を参照してください。
# Add a SCCP group for each of the hardware resource types
sccp ccm group 1
associate ccm 1 priority 1
associate profile 2 register gw70mtp
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associate profile 1 register gw70conf
associate profile 3 register gw70xcode

ステップ 5 [デバイスプール（Device Pool）]フィールドで、[デフォルト（Default）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

メディアリソースグループの設定

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]
を選択します。

ステップ 2 会議ブリッジ用のメディアリソースグループを追加します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) 名前を入力します。
c) [使用可能（Available）]リストから、展開内にある入力/VXMLの組み合わせのゲートウェイご
とに設定されたハードウェア会議ブリッジリソースをすべて選択し、それらをグループに追加

します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 メディアターミネーションポイント用のメディアリソースグループを追加します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) 名前を入力します。
c) [使用可能（Available）]リストから、設定されたすべてのハードウェアメディアターミネー
ションポイントを選択し、それらをグループに追加します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 トランスコーダ用のメディアリソースグループを追加します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) 名前を入力します。
c) [使用可能（Available）]リストから、設定されたすべてのトランスコーダを選択し、それらを
グループに追加します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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メディアリソースグループリストの設定および関連付け

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループリスト（Media Resource
Group List）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックし、名前を入力します。

ステップ 3 メディアリソースグループリストを追加し、すべてのメディアリソースグループを関連付けま

す。 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]を選択します。 [検索（Find）]をクリッ
クします。 [デフォルト（Default）]をクリックします。

ステップ 5 [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]ドロップダウンリストから、
ステップ 2で追加したメディアリソースグループリストを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。 [リセット（Reset）]をクリックします。

CTI ルートポイントの設定
エージェントが転送と会議に使用するコンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）ルー
トポイントを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]を
選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 デバイス名（例：PCCEInternalDNs）を設定します。
ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]に対して [デフォルト（Default）]を選択します。

ステップ 5 リストからメディアリソースグループリストを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 回線 [1]をクリックして、このルートポイントに関連付けられる電話番号を設定します。
この電話番号は、内部ルーティングされるコール用にPackagedCCEで設定された任意の内部ダイ
ヤル番号と一致するようにパターンで指定します。（たとえば、転送用や会議用）。

目的のすべての内部ダイヤル番号と一致するほど柔軟で、ダイヤルプランの他の部分に

対して定義した他のルートパターン向けのコールが誤って代行受信されることがないほ

どに十分限定されたパターンを定義します。内部コールには一意のプレフィックスを使

用することを推奨します。たとえば、内部ダイヤル番号 1230000と 1231111がある場合、
CTIルートポイントに入力する適切な回線番号は 123XXXXになります。

重要
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アプリケーションユーザの設定

手順

ステップ 1 Unified Cisco CMの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [アプリケーションユーザ
（Application User）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 pguserのユーザ IDを入力します。これは、コールサーバの PGセットアップに使用される名前
に一致する必要があります。 PIM1の追加（CUCM PIM）, （115ページ）を参照してください。

ステップ 4 [パスワード（Password）]および [パスワードの確認（Confirm Password）]フィールドに ciscoと
入力します。これらは、コールサーバの PGセットアップに使用される値に一致する必要があり
ます。

ステップ 5 [アクセスコントロールグループに追加（Add to Access Control Group）]をクリックします。次
に、[検索（Find）]をクリックして、[標準 CTIによるコールモニタリングを許可（Standard CTI
Allow Call Monitoring）]および[標準 CTI有効（Standard CTI Enabled）]を選択します。

ステップ 6 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。

ステップ 7 [使用可能なデバイス（Available Devices）]から [CTIルートポイント（CTI Route Point）]を選択
し、[制御するデバイス（Controlled Devices）]のリストに追加します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

SIP オプションの設定
デフォルトの SIPプロファイルを使用します。

トランクの設定

4台の CVPコールサーバがあり、各サーバを Unified Communications Managerの SIPトランクに
関連付ける必要があります。次の手順では、それぞれが異なる CVPコールサーバを対象として
いる 4つの SIPトランクを設定する方法を示します。

実際のカスタマーサイトトポロジでは、代替SIPトランクプランの使用が必要になる可能性があ
ります。設定された SIPトランクによって 4台の CVPコールサーバが対象となっている限りサ
ポートされます。
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手順

ステップ 1 Unified Cisco CMの管理で、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから、[SIPトランク（SIP Trunk）]を選
択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [デバイス情報（Device Information）]セクションで次の内容を入力します。
a) [デバイス名（Device Name）]フィールドに、SIPトランクの名前を入力します（たとえば、

sipTrunkCVP1A）。
b) [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストで、お客様が定義したデバイスプー
ルを選択します。

c) リストからメディアリソースグループリストを選択します。
d) [メディアターミネーションポイントが必須（MediaTerminationPointRequired）]チェックボッ
クスがオフになっていることを確認します。

ステップ 5 [SIP情報（SIP Information）]セクションにスクロールします。
a) [接続先（Destination）]テーブルの [行 1（Row 1）]に、CVPサーバの IPアドレスを入力しま
す。 5060のデフォルトの宛先ポートを受け入れます。

b) [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]ドロップダウンリスト
で、[非セキュア SIPトランクプロファイル（Non Secure SIP Trunk Profile）]を選択します。

c) [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストで、[標準 SIPプロファイル（Standard
SIP Profile）]を選択します。

d) [DTMFシグナリング方式（DTMF Signaling Method）]ドロップダウンリストで、[RFC 2833]
を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 [リセット（Reset）]をクリックします。

ステップ 8 配置内の残りのすべての CVPサーバに対して繰り返します。

ルートグループの設定

ルートグループを作成するには、次の手順を実行します。

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 10.0(1)
152

ルートグループの設定



手順

ステップ 1 UnifiedCommunicationsManagerで、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルートハント（Route
Hunt）] > [ルートグループ（Route Group）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 ルートグループ名を入力します。たとえば、CVP Route Group。
ステップ 4 [ルートグループに追加（Add to Route Group）]ボタンを使用して、選択されたデバイスとしてす

べての CVPトランクを追加します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ルートリストの設定

ルートグループにルートリストを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 UnifiedCommunicationsManagerで、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルートハント（Route
Hunt）] > [ルートリスト（Route List）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 ルートリスト名を入力します。たとえば、CVP Route List。
ステップ 4 [Cisco Unified CMグループ（Cisco Unified Communications Manager Group）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ルートパターンの設定

ルートリストにルートパターンを追加するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 UnifiedCommunicationsManagerで、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルートハント（Route
Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [888111000XXXX]のルートパターンを入力します。

ステップ 4 作成したルートリストを選択します。

ステップ 5 すべてのパネルのすべてのデフォルトをそのまま使用します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 強制承認コードに関するメッセージで [OK]をクリックします。強制承認コードは必要ありませ
ん。
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第 15 章

展開タイプの設定

Unified Communications Managerを設定し、Unified Intelligence Centerおよび Finesseを設定する前
に、これを行ってください。

• 展開タイプの設定, 155 ページ

展開タイプの設定

はじめる前に

Packaged CCE PCCE-PAC-M1を検証し、システムインベントリを構築するワークフローには、次
に示すユーザ名とパスワードを入力する必要があります。

• A側の VMHost

• B側の VMHost

• Cisco Unified Communications Managerの AXL

• Cisco Customer Voice Portalの CVP CLI（デフォルトの場合は wsmadminです）

• Cisco Contact Center Enterpriseの Diagnostic Framework Porticoは（A側と B側のコールサーバ
およびデータサーバで同じである必要があります）

手順

ステップ 1 https://<IP Address>/cceadmin/Container.jspにアクセスします。<IP Address>は、いずれかの CCE
データサーバ（A側または B側の CCEデータサーバ）のアドレスです。

ステップ 2 サインインページで、Active Directoryユーザ名とパスワードを入力します。
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[展開の設定（Configure Deployment）]ページが開き、デフォルトの展開タイプ [未指定（Not
Specified）]が表示されます。

ステップ 3 [Packaged CCE: CCE-PAC-M1]を選択します。

ステップ 4 A側とB側のVMwareホストに対する IPアドレス、ユーザ名、およびパスワードのフィールドを
入力します。次に、[次へ（Next）]をクリックします。
VMwareホストは、ESXiがインストールされた 2台の UCSサーバです。 VMwareホストの IPア
ドレスまたはホスト名がESXiの管理ネットワークに割り当てられます。 [ユーザ名（username）]
と [パスワード（password）]フィールドは、ESXiに設定されたホストのログイン名とパスワード
です。

ステップ 5 [A側の CM情報を指定する（Specify Side A CM Information）]ダイアログボックスで、次の内容
を実行します。

•オンボックス Unified Communications Managerには、ドロップダウンメニューから Unified
CMパブリッシャを選択します。次に、AXLのユーザ名とパスワードを入力します。

•外部 Unified Communications Managerの配置には、Unified CMパブリッシャの名前と IPアド
レスを入力します。次に、AXLのユーザ名とパスワードを入力します。

ステップ 6 [CVP Opsコンソールサーバ情報を指定する（Specify CVP Ops Console Server Information）]ダイ
アログで、WebServicesManagerのCLIユーザ名とパスワードを入力します。次に、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 7 [Unified CCEデータサーバ情報の指定（Specify Unified CCE Data Server Information）]ページで
は、Unified CCE Diagnostic Framework Serviceのユーザ名とパスワードを入力します。次に、[次
へ（Next）]をクリックします。
ユーザ名とパスワードが A側のコールサーバ、A側のデータサーバ、B側のコールサーバ、お
よび B側のデータサーバで同じである必要があります。
これにより、[設定完了（Congratulations）]画面が開きます。

ステップ 8 [終了（Finish）]をクリックします。
これにより、[システムインベントリ（System Inventory）]ページが開きます。

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 10.0(1)
156

展開タイプの設定



第 16 章

Cisco Unified Intelligence Center

この章には、A側と B側に Unified Intelligence Centerを設定するために実行する必要がある設定
手順が含まれます。

• Unified Intelligence Centerデータソースの設定, 157 ページ

• レポートバンドルのダウンロード, 159 ページ

• レポートバンドルのインポート, 160 ページ

• Unified Intelligence Center Administrationの設定, 160 ページ

Unified Intelligence Center データソースの設定

手順

ステップ 1 Cisco IntelligenceCenter管理者アカウント（https://<hostname>:8444/cuic）でUnified IntelligenceCenter
にサインインします。

ステップ 2 左側のパネルの [データソース（Data Sources）]ドロワをクリックして、

ステップ 3 [Unified CCE Historicalデータソース（Unified CCE Historical Data Source）]を選択します。 [編集
（Edit）]をクリックして、
a) [データベースホスト（Database Host）]フィールドに、A側の Unified CCEデータサーバの IP
アドレスを入力します。

外部 AW-HDS-DDSの場合は、外部 HDSのサーバの IPアドレスを入力します。

b) [ポート（Port）]には、1433と入力します。
c) [データベース名（Database Name）]フィールドに、{instance}_sideAと入力します。
外部 HDSの場合は、外部 HDSのデータベース名を入力します。

d) タイムゾーンを選択します。
e) [データベースユーザ ID（Database User ID）]に、Cisco Intelligence Center SQLユーザアカウ
ントの設定時に作成した SQL Serverユーザアカウントのユーザ名を入力します。
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f) SQL Serverユーザのパスワードを入力して確認します。
g) [文字セット（Charset）]には、ISO-8859-1と入力します。
h) [インスタンス（Instance）]フィールドはブランクのままにします。
i) [接続のテスト（Test Connection）]をクリックして、オンラインステータスを確認します。

ステップ 4 [セカンダリ（Secondary）]タブをクリックして、B側の Unified CCE Historicalデータソースを設
定します。

a) [フェールオーバー有効（Failover Enabled）]をクリックします。
b) [データベースホスト（Database Host）]フィールドに、B側の Unified CCEデータベースサー
バの IPアドレスを入力します。
外部 AW-HDS-DDSの場合は、外部 AW-HDS-DDSサーバの IPアドレスを入力します。

c) [ポート（Port）]には、1433と入力します。
d) 外部 HDSの場合は、外部 HDSのデータベース名を入力します。
e) その他のフィールドを [プライマリ（Primary）]タブと同様に入力します。
f) [接続のテスト（Test Connection）]および [保存（Save）]。

ステップ 5 [Unified CCE Realtimeデータソース（Unified CCE Realtime Data Source）]を選択します。
a) [データベースホスト（Database Host）]フィールドに、A側の Unified CCEデータサーバの IP
アドレスを入力します。

外部 AW-HDS-DDSの場合は、外部サーバの IPアドレスを入力します。

b) [ポート（Port）]には、1433と入力します。
c) [データベース名（Database Name）]フィールドに、{instance}_awdbと入力します。
外部 HDSの場合は、外部のリアルタイムのデータベースの名前を入力します。

d) タイムゾーンを選択します。
e) [データベースユーザ ID（Database User ID）]フィールドに、Cisco Unified Intelligence Centerの

SQL Serverユーザアカウント用に設定したデータベースユーザ IDのユーザ名を入力します。
f) Cisco Unified Intelligence Centerユーザのパスワードを入力して確認します。
g) [文字セット（Charset）]には、インストールされた SQLの文字セットを入力します。
h) [インスタンス（Instance）]フィールドはブランクのままにします。
i) [接続のテスト（Test Connection）]をクリックして、オンラインステータスを確認します。
j) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [セカンダリ（Secondary）]タブをクリックして、B側の Unified CCE Realtimeデータソースを設
定します。

a) [フェールオーバー有効（Failover Enabled）]をクリックします。
b) [データベースホスト（Database Host）]フィールドに、B側の Unified CCEデータベースサー
バの IPアドレスを入力します。
外部 AW-HDS-DDSサーバの場合は、外部 HDSのサーバの IPアドレスを入力します。

c) [データベース名（Database Name）]フィールドに、{instance}_awdbと入力します。
外部 HDSの場合は、外部のリアルタイムのデータベースの名前を入力します。

d) その他のフィールドを [プライマリ（Primary）]タブと同様に入力します。
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e) [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

『User Guide for the Cisco Unified Intelligence Center Reporting Application』。「Reports」章の下の
「StockReportTemplates」セクションを参照して、UnifiedCCEレポートテンプレートをインポー
トします。

レポートバンドルのダウンロード

次の Cisco Unified Intelligence Centerレポートのバンドルは、Cisco.comからダウンロードとして提
供されます（http://software.cisco.com/download/
release.html?mdfid=282163829&softwareid=284697222&release=10.0.1&relind=AVAILABLE&rellifecycle=&reltype=latest）。

• [Realtime andHistorical Transitional]テンプレート：新しいユーザに対して設計された入門的な
テンプレート。これらのテンプレートは、[すべてのフィールド（All Fields）]テンプレート
の簡易バージョンで、他のコンタクトセンターソリューションで使用可能なテンプレート

に類似しています。

• [Realtime andHistoricalAll Fields]テンプレート：データベースのすべてのフィールドからデー
タを提供するテンプレート。これらのテンプレートは、カスタムレポートテンプレートを

作成するためのベースとして特に有用です。

• [Live Data]テンプレート：コンタクトセンターのアクティビティの最新のデータを提供する
テンプレート。

• [Realtime and Historical Outbound]テンプレート：アウトバウンドオプションアクティビティ
を報告するテンプレート。展開にアウトバウンドオプションが含まれている場合、これら

のテンプレートをインポートします。

• [Realtime and Historical Cisco SocialMiner]テンプレート：SocialMinerアクティビティを報告す
るためのテンプレート。展開に SocialMinerが含まれている場合、これらのテンプレートを
インポートします。

• [Cisco Unified Intelligence Center Admin Security]テンプレート：Cisco Unified Intelligenceサー
バの監査証跡、権限、およびテンプレートのオーナーを報告するためのテンプレート。

これらのバンドルのテンプレートの一部は、CiscoPackagedCCE展開に適用されません。Packaged
CCE展開で使用されるテンプレートの詳細については、http://www.cisco.com/en/US/products/ps12586/
tsd_products_support_series_home.htmlの『Cisco Packaged Contact Center Enterprise Reporting User
Guide』を参照してください。

また、サンプルのカスタムレポートテンプレートは、Cisco Developer Network（http://
developer.cisco.com/web/ccr/documentation）から入手可能で、次のテンプレートが含まれます。

• Cisco Unified E-Mail Interaction Manager（Unified EIM）

• Cisco Unified Web Interaction Manager（Unified WIM）
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• Cisco Unified Customer Voice Portal（Unified CVP）

レポートバンドルのインポート

手順

ステップ 1 左側ペインで、[レポート（Reports）]をクリックします。

ステップ 2 [レポートのインポート（Import Report）]をクリックします。

ステップ 3 [ファイル名（XMLまたは ZIPファイル）（File Name (XML or ZIP file)）]フィールドの [参照
（Browse）]をクリックします。

ステップ 4 ブラウズし、レポートバンドル zipファイルを選択して、[開く（Open）]をクリックします。

ステップ 5 ファイルを保存する場所を選択します。

ステップ 6 [インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 7 [値リストのデータソース（Data Source for ValueList）]ドロップダウンリストから、使用するデー
タソースを選択します。

レポート定義と同じデータソースを使用しない場合だけ、値リストのデータソースを

選択する必要があります。LiveDataの場合、[レポート定義のデータソース（DataSource
for ReportDefinition）]は、[LiveData JMSデータソース（LiveData JMS DataSource）]で
ある必要があります。 [値リストのデータソース（Data Source forValueList）]は、[UCCE
Realtime]である必要があります。

（注）

ステップ 8 [インポート（Import）]をクリックします。

Unified Intelligence Center Administration の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Center管理コンソールにサインインします（http://{hostname}/oamp）。

ステップ 2 [クラスタ設定（Cluster Configuration）] > [レポート設定（Reporting Configuration）]から [Active
Directory]タブを設定します。
a) プライマリ Active Directoryサーバのホストアドレスを入力します。
b) [ポート（Port）]のデフォルト値のままにします。
c) [マネージャの識別名（Manager Distinguished Name）]フィールドに情報を入力します。
d) マネージャがドメインコントローラにアクセスするときに使用するパスワードを入力し、確認
します。

e) [ユーザ検索ベース（User Search Base）]で、検索するドメインの識別名を指定します。
f) [ユーザ IDの属性（Attribute for User ID）]で [sAMAccountName]を選択します。
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g) UserName IDに対して少なくとも 1つのドメインを追加します。ドメイン名の前に@記号を
入力しないでください。

h) ドメインをデフォルトとして設定します。
i) [接続のテスト（Test Connection）]をクリックします。
j) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 すべてのデバイスの syslogを設定します。
a) [デバイス管理（Device Management）] > [ログおよびトレースの設定（Log and Trace Settings）]
を選択します。

b) ホストアドレスごとに、次を実行します。

•関連付けられたサーバを選択します。

• [サービスアビリティの設定の編集（Edit Serviceability Settings）]画面の [Syslogの設定
（Syslog Settings）]ペインで、プライマリホストとバックアップホストを設定します。
[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 すべてのデバイスのための SNMPを設定します。
a) [ネットワーク管理（Network Management）] > [SNMP]を選択します。
b) SNMPへの移動、および各サーバに対して、次の内容を追加します。

• V1/V2cコミュニティストリング

•通知先
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第 17 章

Cisco Finesse

この章では、A側とB側にCisco Finesseを設定するためにユーザが設定する必要がある設定手順
について説明します。

• Cisco Finesseプライマリノードでの CTIサーバの設定, 163 ページ

• Unified Contact Center Enterprise管理およびデータサーバの設定, 164 ページ

• Tomcatの再起動, 164 ページ

• ライブデータレポート, 164 ページ

Cisco Finesse プライマリノードでの CTI サーバの設定

手順

ステップ 1 URL http://<HOST ADDRESS>/cfadminを起動します。ここで、hostname or IP addressは、プライ
マリ Finesseサーバのホスト名または IPアドレスです。

ステップ 2 [Contact Center Enterprise CTIサーバ設定（Contact Center Enterprise CTI Server Settings）]の下で、
次の内容を更新します。

a) A側のホスト/IPアドレス（A側のコールサーバ）
b) A側のポート（A側の CTIサーバポート）：42027
c) Peripheral ID（CallManager PIM）：5000
d) B側のホスト/IPアドレス（B側のコールサーバ）
e) B側のポート（B側の CTIサーバポート）：43027

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
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Unified Contact Center Enterprise 管理およびデータサーバの設定

手順

ステップ 1 [Contact Center Enterprise管理およびデータサーバの設定（Contact Center Enterprise Administration
& Data Server Settings）]の下で、次の内容を更新します。
a) （A側の AWサーバの）プライマリホスト/IPアドレス
b) データベースポート：1433
c) （B側の AWサーバの）バックアップホスト/IPアドレス
d) ドメイン（必須フィールド）：Finesseが接続する Unified CCEの名前。
e) AWデータベース名：<ucceinstance_awdb>
f) ユーザ名：データベースへのサインインに必要なドメインユーザ名。 SQLユーザにすること
はできません。

g) パスワード：データベースへのサインインに必要なパスワード。

ステップ 2 [保存（Save）]をクリックします。

Tomcat の再起動
ContactCenter Enterprise管理サーバ設定でいずれかの値を変更して保存したら、プライマリFinesse
サーバで Cisco Tomcat Serviceを再起動する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Tomcat Serviceを停止するには、CLIコマンド utils service stop Cisco Tomcatを入力します。

ステップ 2 Cisco Tomcat Serviceを開始するには、CLIコマンド utils service start Cisco Tomcatを入力します。

ライブデータレポート

Cisco Unified Intelligence Centerは、Finesseデスクトップに追加可能なライブデータのリアルタイ
ムレポートを提供します。

Finesseは、PackagedContact Center Enterpriseでのみライブデータレポートをサポートします。（注）
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ライブデータの前提条件

デスクトップにライブデータレポートを追加する前に、次の前提条件を満たす必要があります。

•ライブデータレポートが設定され、Cisco Unified Intelligence Centerで稼働している必要があ
ります。

• Cisco Unified Intelligence Centerおよび Finesseの両方で HTTPまたは HTTPSを使用する必要
があります。一方に HTTPを使用して、もう一方に HTTPSを使用することはできません。
新規インストールの後の両方のデフォルト設定は、HTTPSです。 HTTPを使用する場合、
Cisco Unified Intelligence Centerおよび Finesseの両方で有効にする必要があります。 Cisco
Unified Intelligence Centerの HTTPの有効化の詳細については、『Administration Console User
Guide for Cisco Unified Intelligence Center』を参照してください。

•ユーザの同期がCiscoUnified IntelligenceCenterに対して有効になっていることを確認します。
詳細については、『Administration Console User Guide for Cisco Unified Intelligence Center』を
参照してください。

•ご使用の配置で HTTPSを使用している場合、Finesseおよび Cisco Unified Intelligence Center
サーバにセキュリティ証明書をアップロードする必要があります。FinesseおよびCiscoUnified
Intelligence Centerの両方が、自己署名証明書を使用してインストールされます。ただし、自
己署名証明書を使用する場合、ライブデータガジェットを使用する前に、エージェントと

スーパーバイザはサインインの際に Finesseデスクトップの証明書を受け入れる必要があり
ます。この要件を回避するために、CA証明書を提供できます。サードパーティ証明書のベ
ンダーから CA証明書を取得するか、組織に対して内部で CA証明書を作成できます。詳細
については、「参考資料, （207ページ）」の章のライブデータ情報を参照してください。

Finesse へのライブレポートの追加
ここでは、Finesseデスクトップにライブデータレポートを追加する方法について説明します。
実行する手順は、配置に応じて異なります。次の表では、各手順を使用するタイミングを示しま

す。

使用するタイミング手順

この手順は、新規インストール後に Finesseデ
スクトップにライブデータレポートを追加す

る場合、またはデォルトのデスクトップのレイ

アウトをカスタマイズしない場合のアップグ

レード後に使用します。

デフォルトデスクトップレイアウトへのライ

ブレポートの追加

この手順は、Finesseデスクトップのレイアウト
をカスタマイズした場合に使用します。

カスタムデスクトップレイアウトへのライブ

レポートの追加

この手順は、特定のチームに対してのみデスク

トップのレイアウトにライブデータレポート

を追加する場合に使用します。

チームレイアウトへのライブレポートの追加
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デフォルトデスクトップレイアウトへのライブレポートの追加

FinesseデフォルトレイアウトXMLには、Finesseデスクトップで使用できるライブデータレポー
トガジェットに対してコメントされたXMLコードが含まれます。ガジェットは、ライブデータ
ガジェットの HTTPSバージョンとライブデータガジェットの HTTPバージョンの 2つのカテゴ
リに分類されます。

この手順では、デフォルトのデスクトップレイアウトへのライブデータレポートガジェットの

追加方法について説明します。 Finesseの新規インストール後に次の手順を使用します。 Finesse
をアップグレードしたが、カスタムデスクトップのレイアウトがない場合は、[デスクトップレ
イアウトの管理（Manage Desktop Layout）]ガジェットで [デフォルトレイアウトを復元（Restore
Default Layout）]をクリックし、次の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 Finesse管理コンソールにサインインします。

ステップ 2 [デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]タブをクリックします。

ステップ 3 デスクトップのレイアウトに追加する各レポートからコメント文字（<!--および -->）を削除しま
す。エージェントが Finesseデスクトップ（HTTPまたは HTTPS）にアクセスするために使用す
る方法に一致するレポートを選択していることを確認します。

ステップ 4 my-cuic-serverを Cisco Unified Intelligenceサーバの完全修飾ドメイン名と置き換えます。

ステップ 5 任意で、ガジェットの高さを変更します。

例：

ライブデータガジェットの URLに指定される高さは、310ピクセルです。高さを変更する場合
は、URLの gadgetHeightパラメータを適切な値に変更します。たとえば、ガジェットの高さを
400ピクセルにするには、次のようにコードを変更します。

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?gadgetHeight=400&viewId=

99E6C8E210000141000000D80A0006C4&filterId=agent.id=CL%20teamName</gadget>

ガジェットの高さに何も指定しない場合（URLから 310を削除する場合）、デフォルト値は 170
ピクセルです。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ガジェットを追加したら、Finesseデスクトップにサインインして、適切に表示される
ことを確認します。多数のカラムでレポートを使用する場合、デスクトップへのアク

セスに使用されるコンピュータのガジェットの高さまたは画面解像度を調整して、レ

ポートを読みやすくしたり、スクロールしなくてもさらに行が画面に表示されるように

する必要がある場合があります。

デスクトップのレイアウトを変更するときにサインインしているエージェントは、サイ

ンアウトしてから再度サインインして、デスクトップに変更が適用されていることを確

認する必要があります。

（注）
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カスタムデスクトップレイアウトへのライブレポートの追加

FinesseデフォルトレイアウトXMLには、Finesseデスクトップで使用できるライブデータレポー
トガジェットに対してコメントされたXMLコードが含まれます。ガジェットは、ライブデータ
ガジェットの HTTPSバージョンとライブデータガジェットの HTTPバージョンの 2つのカテゴ
リに分類されます。

この手順では、カスタムデスクトップのレイアウトへのライブデータレポートガジェットの追

加方法について説明します。

手順

ステップ 1 Finesse管理コンソールにサインインします。

ステップ 2 [デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]タブをクリックします。

ステップ 3 [FinesseデフォルトレイアウトXML（Finesse Default Layout XML）]をクリックして、デフォルト
レイアウト XMLを表示します。

ステップ 4 Finesseデフォルトレイアウト XMLから追加するレポートの XMLコードをコピーします。エー
ジェントがHTTPを使用してFinesseにアクセスする場合、HTTPレポートのXMLコードをコピー
します。 HTTPSを使用する場合、HTTPSレポートの XMLコードをコピーします。

例：

HTTPS向けのエージェントレポートを追加するには、次の内容をコピーします。

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?gadgetHeight=
310&viewId=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&filterId=agent.id=CL%20teamName</gadget>

ステップ 5 表示させるタブのタグ内に XMLを貼ります。

例：

エージェントデスクトップの [home]タブにレポートを追加するには、次の手順を実行します。

<layout>
<role>Agent</role>
<page>

<gadget>/desktop/gadgets/CallControl.jsp</gadget>
</page>
<tabs>

<tab>
<id>home</id>
<label>finesse.container.tabs.agent.homeLabel</label>
<gadgets>

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?
gadgetHeight=310&viewId=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&filterId=

agent.id=CL%20teamName</gadget>
</gadgets>

</tab>
<tab>
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<id>manageCall</id>
<label>finesse.container.tabs.agent.manageCallLabel</label>

</tab>
</tabs>

</layout>

ステップ 6 my-cuic-serverを Cisco Unified Intelligenceサーバの完全修飾ドメイン名と置き換えます。

ステップ 7 任意で、ガジェットの高さを変更します。

例：

ライブデータガジェットの URLに指定される高さは、310ピクセルです。高さを変更する場合
は、URLの gadgetHeightパラメータを適切な値に変更します。たとえば、ガジェットの高さを
400ピクセルにするには、次のようにコードを変更します。

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?gadgetHeight=400&viewId=

99E6C8E210000141000000D80A0006C4&filterId=agent.id=CL%20teamName</gadget>

ガジェットの高さに何も指定しない場合（URLから 310を削除する場合）、デフォルト値は 170
ピクセルです。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
ガジェットを追加したら、Finesseデスクトップにサインインして、適切に表示される
ことを確認します。多数のカラムでレポートを使用する場合、デスクトップへのアク

セスに使用されるコンピュータのガジェットの高さまたは画面解像度を調整して、レ

ポートを読みやすくしたり、スクロールしなくてもさらに行が画面に表示されるように

する必要がある場合があります。

デスクトップのレイアウトを変更するときにサインインしているエージェントは、サイ

ンアウトしてから再度サインインして、デスクトップに変更が適用されていることを確

認する必要があります。

（注）

チームレイアウトへのライブレポートの追加

FinesseデフォルトレイアウトXMLには、Finesseデスクトップで使用できるライブデータレポー
トガジェットに対してコメントされたXMLコードが含まれます。ガジェットは、ライブデータ
ガジェットの HTTPSバージョンとライブデータガジェットの HTTPバージョンの 2つのカテゴ
リに分類されます。

この手順では、特定のチームのデスクトップレイアウトへのライブデータレポートガジェット

の追加方法について説明します。
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手順

ステップ 1 Finesse管理コンソールにサインインします。

ステップ 2 [デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]タブをクリックします。

ステップ 3 [FinesseデフォルトレイアウトXML（Finesse Default Layout XML）]をクリックして、デフォルト
レイアウト XMLを表示します。

ステップ 4 Finesseデフォルトレイアウト XMLから追加するレポートの XMLコードをコピーします。エー
ジェントがHTTPを使用してFinesseにアクセスする場合、HTTPレポートのXMLコードをコピー
します。 HTTPSを使用する場合、HTTPSレポートの XMLコードをコピーします。

例：

HTTPS向けのエージェントレポートを追加するには、次の内容をコピーします。

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?gadgetHeight=
310&viewId=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&filterId=agent.id=CL%20teamName</gadget>

ステップ 5 [チームリソース（Team Resources）]タブをクリックします。

ステップ 6 レポートを追加するチームのリストからチームを選択します。

ステップ 7 <team name>エリアのリソースでは、[デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]タブをクリッ
クします。

ステップ 8 [システムデフォルトの上書き（Override System Default）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 9 表示させるタブのタグ内に XMLを貼ります。

例：

エージェントデスクトップの [ホーム（home）]タブにレポートを追加するには、次の手順を実行
します。

<layout>
<role>Agent</role>
<page>

<gadget>/desktop/gadgets/CallControl.jsp</gadget>
</page>
<tabs>

<tab>
<id>home</id>
<label>finesse.container.tabs.agent.homeLabel</label>
<gadgets>

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?
gadgetHeight=310&viewId=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&filterId=

agent.id=CL%20teamName</gadget>
</gadgets>

</tab>
<tab>

<id>manageCall</id>
<label>finesse.container.tabs.agent.manageCallLabel</label>

</tab>
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</tabs>
</layout>

ステップ 10 my-cuic-serverを Cisco Unified Intelligenceサーバの完全修飾ドメイン名と置き換えます。

ステップ 11 任意で、ガジェットの高さを変更します。

例：

ライブデータガジェットの URLに指定される高さは、310ピクセルです。高さを変更する場合
は、URLの gadgetHeightパラメータを適切な値に変更します。たとえば、ガジェットの高さを
400ピクセルにするには、次のようにコードを変更します。

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?gadgetHeight=400&viewId=

99E6C8E210000141000000D80A0006C4&filterId=agent.id=CL%20teamName</gadget>

ガジェットの高さに何も指定しない場合（URLから 310を削除する場合）、デフォルト値は 170
ピクセルです。

ステップ 12 [保存（Save）]をクリックします。
ガジェットを追加したら、Finesseデスクトップにサインインして、適切に表示される
ことを確認します。多数のカラムでレポートを使用する場合、デスクトップへのアク

セスに使用されるコンピュータのガジェットの高さまたは画面解像度を調整して、レ

ポートを読みやすくしたり、スクロールしなくてもさらに行が画面に表示されるように

する必要がある場合があります。

デスクトップのレイアウトを変更するときにサインインしているエージェントは、サイ

ンアウトしてから再度サインインして、デスクトップに変更が適用されていることを確

認する必要があります。

（注）

Finesse のライブデータストックレポートの変更

この手順では、Cisco Unified Intelligence Centerのライブデータストックレポートを変更して、
Finesseデスクトップのレイアウトに変更されたレポートを追加する方法について説明します。

変更されたガジェットが確実にFinesseに表示されるようにするには、CiscoUnified Intelligence
Centerのレポートに対して適切な権限を与える必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 Finesseデフォルトレイアウト XMLから変更するレポートのガジェット URLをコピーして、テ
キストエディタに貼り付けします。

例：
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HTTPSのエージェントレポートを変更する場合、次の URLをコピーして、テキストエディタに
貼り付けします。

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?gadgetHeight=
310&viewId=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&filterId=agent.id=CL%20teamName</gadget>

ステップ 2 Cisco Unified Intelligence Centerでは、レポートの [編集（Edit）]ビューで、ガジェット URLを作
成するビューを選択してから、[リンク（Links）]をクリックします。
[HTMLリンク（HTML Link）]フィールドには、カスタマイズされたレポートのパーマリンクを
表示します。

ステップ 3 [HTMLリンク（HTML Link）]フィールドからカスタマイズされたレポートのパーマリンクをコ
ピーし、テキストエディタに貼り付けてから、このリンクから viewID値をコピーします。

例：

レポートのパーマリンクから viewIdをコピーします（この例では下線が引かれています）。

https://<Server Name>:8444/cuic/permalink/PermalinkViewer.htmx?
viewId=5C90012F10000140000000830A4E5B33&linkType=htmlType&viewType=Grid

ステップ 4 ガジェットURLの viewID値を、カスタマイズされたレポートのパーマリンクからの viewID値と
置き換えます。

ステップ 5 my-cuic-serverを Cisco Intelligence Centerサーバの FQDNと置き換えます。

ステップ 6 カスタマイズされたガジェットURLを [デスクトップレイアウトの管理（ManageDesktopLayout）]
ガジェットのデスクトップレイアウト XMLに追加し、[Save]をクリックします。

ガジェットを追加したら、Finesseデスクトップにサインインして、適切に表示される
ことを確認します。多数のカラムでレポートを使用する場合、デスクトップへのアク

セスに使用されるコンピュータのガジェットの高さまたは画面解像度を調整して、レ

ポートを読みやすくしたり、スクロールしなくてもさらに行が画面に表示されるように

する必要がある場合があります。

デスクトップのレイアウトを変更するときにサインインしているエージェントは、サイ

ンアウトしてから再度サインインして、デスクトップに変更が適用されていることを確

認する必要があります。

（注）
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第 18 章

Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting
Server

この章には、Unified Voice Portal Reporting Serverを設定するために実行する必要がある設定手順
が含まれます。

Courtesy Callbackを使用し、Unified CVP IVRコールバックアプリケーションレポートを実行す
るカスタマーには、Unified CVP Reporting VMが必要です。

• CVP OAMPでの CVP Reporting Serverの設定, 174 ページ

• Unified CVPレポーティングユーザ, 174 ページ

• Cisco Unified Customer Voice Portalレポートテンプレートの取得, 174 ページ

• Cisco Unified CVPレポートデータのデータソースの作成, 175 ページ

• Unified Intelligence Centerへの CVPレポートテンプレートのインポート, 177 ページ
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CVP OAMP での CVP Reporting Server の設定

手順

ステップ 1 Unified CVP OAMPサーバで、[スタート（Start）] > [プログラム（Programs）] > [Cisco Unified
Customer Voice Portal] > [Operations Console]に進みます。

ステップ 2 [Operations Console]ページが開いたら、ログインします。

ステップ 3 [デバイス管理（Device Management）] > [Unified CVP Reporting Server]に進みます。

ステップ 4 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 5 Reporting Serverの IPアドレスとホスト名を入力します。

ステップ 6 すべてのUnified CVPコールサーバを [使用可能（Available）]から [選択済み（Selected）]に移動
します。

ステップ 7 [保存して展開（Save and Deploy）]をクリックします。

Unified CVP レポーティングユーザ

LDAP ユーザ用の Active Directory サーバのセットアップ
Unified CVPレポーティングユーザが自分のドメイン内で定義されているユーザ名とパスワード
でUnified IntelligenceCenterレポーティングアプリケーションにログインできるように、管理コン
ソールで [Active Directory]タブを設定します。

手順

ステップ 1 管理アプリケーションで、[クラスタ設定（Cluster Configuration）] > [レポート設定（Reporting
Configuration）]に移動し、[Active Directory]タブを選択します。

ステップ 2 このページのすべてのフィールドに入力します。ガイダンスについては、オンラインヘルプを参

照してください。

ステップ 3 [接続のテスト（Test Connection）]をクリックします。

ステップ 4 接続を確認したら、[保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Customer Voice Portal レポートテンプレートの取得
Packaged CCEの場合は、コールバックレポートのみをインポートします。
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Unified CVPレポートテンプレートをインポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CVP Reporting Serverで、[スタート（Start）]をクリックします。

ステップ 2 検索ボックスで、%CVP_HOME%\CVP_Reporting_Templatesを入力して、Enterキーを押しま
す。

ステップ 3 zipフォルダにコールバックレポートだけを圧縮し、Unified Intelligence Center Administratonを実
行するシステムにコピーします。

Cisco Unified CVP レポートデータのデータソースの作成
データソースを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 https://<CUICパブリッシャのホストアドレス>:8444/cuicで Unified Intelligence Centerにログイン
します。

ステップ 2 [データソース（Data Sources）]ドロワを選択して、[データソース（Data Sources）]ページを開
きます。

ステップ 3 [作成（Create）]をクリックして、[データソースの追加（AddData Source）]ウィンドウを開きま
す。

ステップ 4 このページの各フィールドに次のように入力します。

値フィールド

データソースの名前を入力します。

レポート作成者およびレポート定義作成者は、[データ
ソース（Data Sources）]ページにアクセスできません
が、作成したカスタムレポートのデータソースのリ

ストを表示することができます。これらのユーザにわ

かりやすいように、新しいデータソースに意味のある

名前を付けることです。

名前（Name）

このデータソースの説明を入力します。説明（Description）

[Informix]を選択します。

[タイプ（Type）]は、編集モードでは無効に
なります。

（注）

タイプ（Type）
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値フィールド

サーバの IPアドレスまたはドメインネームシステム
（DNS）名を入力します。

データベースホスト（Database Host）

ポート番号を入力します。通常、ポートは1526です。

このポートを CVP Reporting Serverのファイアウォー
ルで開くことが必要な場合があります（[Windowファ
イアウォール（Window Firewall）] > [受信の規則
（Inbound rules）] > [新規ルール（new rule）]）。

ポート（Port）

ストックコールバックレポートには、データベース

名 callbackを使用します。

データベース名（Database name）

目的のデータベースのインスタンス名を指定します。

デフォルトでは、これは cvpです。

インスタンス（Instance）

データベースに保管されているデータに正しいタイム

ゾーンを選択します。 [標準時（Standard Time）]から
[夏時間（Daylight Savings Time）]に変更された場所で
は、このタイムゾーンは自動的に更新されます。

タイムゾーン（Timezone）

Unified CVPレポーティングデータベースにアクセス
するようにOperationsConsoleで設定されたレポーティ
ングユーザのユーザ IDを入力します。

データベースユーザ ID（Database User
ID）

データベースユーザのパスワードを入力して確認しま

す。

[パスワード（Password）]および [パス
ワードの確認（Confirm Password）]

[UTF-8]を選択します。文字セット（Charset）

[マイグループ（My Group）]および [すべてのユーザ
（AllUsers）]グループについて、このデータソースに
対する権限を表示または編集します。

デフォルト権限（Default Permissions）

ステップ 5 [接続のテスト（Test Connection）]をクリックします。
ステータスがオンラインでない場合、エラーメッセージを確認して原因を判別し、それに従って

データソースを編集します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックして、[データソースの追加（Add Data Source）]ウィンドウを閉じま
す。

新しいデータソースが、[データソース（Data Sources）]リストに表示されます。
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Unified Intelligence Center への CVP レポートテンプレートのインポー
ト

Packaged CCEは、Callbackレポートのみをサポートしています。他のレポートはインポートしな
いでください。

手順

ステップ 1 https://<CUIC パブリッシャの HOST ADDRESS>:8444/cuicでUnified Intelligence Center Webアプリケー
ションを起動します。

ステップ 2 [レポート（Reports）]をクリックします。

ステップ 3 上の Reportsフォルダを右クリックし、[サブカテゴリの作成（Create Sub-Category）]を選択しま
す。

ステップ 4 新しいサブカテゴリに、Unified CVPレポートのコンテナとして名前を付けます。 [OK]をクリッ
クします。

ステップ 5 [レポートのインポート（Import Report）]をクリックします。

ステップ 6 Unified CVP Reportingテンプレートファイルをコピーした場所を参照し、callback.zipファイルを
選択します。 [OK]をクリックします。

ステップ 7 [保存先（Save To）]フィールドで、ステップ 3で行ったサブカテゴリに移動し、選択します。

ステップ 8 [インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 9 [レポート定義のデータソース（Data source for Report Definition）]ドロップダウンリストから、
Unified CVP Reportingデータベースにアクセスするために作成したデータソースを選択します。

ステップ 10 [インポート（Import）]をクリックします。
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第 IV 部

バージョンのアップグレード
• リリース 9.0(x)からのアップグレード, 181 ページ





第 19 章

リリース 9.0(x) からのアップグレード

• アップグレードの準備, 181 ページ

• アップグレードの順序, 182 ページ

• Cisco Finesseのアップグレード, 183 ページ

• Customer Voice Portalおよび CVP Reportingのアップグレード, 185 ページ

• Unified Contact Centerデータサーバおよびコールサーバのアップグレード, 189 ページ

• Cisco Unified Intelligence Centerのアップグレード前, 198 ページ

• Cisco Unified Intelligence Centerのアップグレード, 199 ページ

• Unified Communications Managerのアップグレード, 201 ページ

• VMware設定ユーティリティのアップグレード, 205 ページ

アップグレードの準備

Packaged CCCリリース 9の任意のバージョンから Packaged CCC Release 10.0(1)にアップグレード
することができます。

NTP の設定（NTP Configuration）

Packaged CCEは、時刻同期の信頼性を強化しました。正しく NTPを設定することは、データの
報告とコンポーネント間の通信の信頼性を高めるために重要です。 NTPおよび時刻同期, （16
ページ）に示す要件を実装することが大切です。

基本設定

リリース 10.0(1)にアップグレードする前に、付録：リリース 9.0の基本設定の更新, （207ペー
ジ）の「基本設定」の章を参照してください。アップグレードしている Packaged CCE 9.0(x)リ
リースに続いて、基本設定に追加された要件を手動で追加する必要があります。
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システム要件

次の表は、Release 9.0(x)以降のハードウェアとソフトウェアの変更を示します。新規インストー
ルについては、システム要件も参照してください。

リリース 10.0 の要件項目

ESXiサーバ 5.1 A側とB側が同じバージョンで
ある必要があります。

VMwareホスト

• Unified CM 9.1(1)以降のメンテナンスリ
リース

• Unified CM 10.0(1)以降のメンテナンスリ
リース

Cisco Unified Communications Manager

次のいずれかになります。

• Symantec Endpoint Protection 12.1

• Trend Micro Server Protectバージョン 5.8

• McAfee VirusScan Enterprise 8.8i

アンチウイルスソフトウェア

• Cisco Product Upgrade Tool（PUT）を使用
した Unified CVPライセンスのアップグ
レード

• CommunicationsManagerインターフェイス
を使用したUnifiedCommunicationsManager
ライセンスのアップグレード

ソフトウェアライセンス

アップグレードの順序

同じメンテナンスウィンドウで、次の順序に従って、すべての Packaged CCEコンポーネントを
アップグレードします。

1 Cisco Finesseをアップグレードし、Finesse用の VM設定ユーティリティを実行する
2 Unified CVPをアップグレードし、CVP用の VM設定ユーティリティを実行する
3 Unified CCEサーバをアップグレードし、CCE用の VM設定ユーティリティを実行する
4 Unified Intelligence Centerの VM設定ユーティリティを実行する
5 展開を確認する

6 Cisco Unified Intelligence Centerをアップグレードする
7 Unified Communications Managerをアップグレードし、Communications Manager用の VM設定
ユーティリティを実行する
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Cisco Finesse のアップグレード

アップグレードの実行

はじめる前に

プライマリ Finesseノードのアップグレードを実行してから、セカンダリ Finesseノードでアップ
グレードを実行する必要があります。

手順

ステップ 1 プライマリ Finesseサーバで DRSバックアップを実行します。 DRSアプリケーションにアクセス
するには、https://Finesseサーバの IPアドレス:8443/drfにブラウザを移動させます。詳細につい
ては、DRSアプリケーションで提供されるオンラインヘルプを参照してください。

アップグレードで問題が発生し、以前のバージョンにロールバックする必要がある場合、

システムを復元するためにDRSバックアップが必要になります。システムの復元にDRS
バックアップを使用しないと、2番目のFinesseノードの複製が中断し、修復できません。

重要

ステップ 2 現在のレイアウトの設定を保存します。プライマリFinesseノード（http://プライマリFinesseサー
バの IPアドレスまたはホスト名/cfadmin）の管理コンソールにサインインします。 [デスクトップ
設定（Desktop Settings）]タブの [デスクトップレイアウトの管理（Manage Desktop Layout）]ガ
ジェットからレイアウト XMLファイルをコピーして、テキストファイルとしてローカルシステ
ムに保存します。

現在デフォルトレイアウトを実行している場合、新しいレイアウトに自動的にレイア

ウトがアップグレードされます。以前のバージョンからのレイアウトを使用する場合

は、アップグレードが完了した後、[デスクトップレイアウトの管理（Manage Desktop
Layout）]ガジェットにコピーアンドペーストできます。

（注）
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DVD/CD からの Finesse のアップグレード

手順

ステップ 1 Finesseシステムに SSH接続し、プラットフォーム管理者アカウントでログインします。

ステップ 2 CLIから、utils system upgrade initiateコマンドを実行します。

ステップ 3 [ローカル DVD/CD（Local DVD/CD）]を選択します。 utils system upgrade initiateコ
マンドの指示に従ってください。

ステップ 4 ISOイメージをマウントします。

ステップ 5 Automatically switch versions if the upgrade is successfulプロンプトで、yesと入力して、アップグレー
ドし、バージョンを切り替えます。

ステップ 6 アップグレードが完了したら、ISOをマウント解除します。ISOをマウント解除することで、
CD/DVDドライブを接続解除します。

ステップ 7 VMware設定を更新するには、ユーティリティを実行します。VMware設定ユーティリティのアッ
プグレード, （205ページ）を参照してください。

ステップ 8 Finesse Agent Desktopにサインインして、アップグレードが正常に行われたことを確認します
（http://Finesseサーバの IPアドレスまたはホスト名）。

Finesseが再起動したら、約 20分待ってから、デスクトップにサインインしま
す。

（注）

ステップ 9 セカンダリ Finesseサーバで繰り返し行います。

次の作業

デスクトップの前のレイアウトを復元する場合は、プライマリFinesseノードの管理コンソールに
サインインします。 [デスクトップレイアウトの管理（Manage Desktop Layout）]ガジェットに保
存したレイアウト XMLをコピーアンドペーストします。
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リモートファイルシステムからの Finesse のアップグレード

手順

ステップ 1 Finesseシステムに SSH接続し、プラットフォーム管理者アカウントでログインします。

ステップ 2 CLIから、utils system upgrade initiateコマンドを実行します。

ステップ 3 [SFTP]または [FTP]を選択します。

ステップ 4 utils system upgrade initiateコマンドの指示に従ってください。

ステップ 5 リモートサイトの場所およびクレデンシャルを指定します。

ステップ 6 Automatically switch versions if the upgrade is successfulプロンプトで、yesと入力して、アップグレー
ドし、バージョンを切り替えます。

ステップ 7 VMware設定を更新するには、ユーティリティを実行します。VMware設定ユーティリティのアッ
プグレード, （205ページ）を参照してください。

ステップ 8 Finesse Agent Desktopにサインインして、アップグレードが正常に行われたことを確認します
（http://Finesseサーバの IPアドレスまたはホスト名）。

Finesseが再起動したら、約 20分待ってから、デスクトップにサインインしま
す。

（注）

ステップ 9 セカンダリ Finesseサーバで繰り返し行います。

Customer Voice Portal および CVP Reporting のアップグレード

アップグレード前の作業

手順

ステップ 1 すべてのプログラムを閉じます。

ステップ 2 サーバで実行されているサードパーティサービスおよびアプリケーションを停止します。

ステップ 3 Operations Consoleを除くすべての CVPコンポーネントの C:\Cisco\CVPをバックアップします。

ステップ 4 次のように Operations Consoleをバックアップします。
a) Operations Consoleにログインします。
b) [Operations Console]ページで、[システム（System）] > [システム設定のエクスポート（Export

System Configuration）] > [エクスポート（Export）]をクリックします。
c) 手動で sip.propertiesファイルをコピーします（CVPのOperations Consoleは、sip.propertiesファ
イルをエクスポートできません）。

d) CVP-OpsConsole-Backup.zipファイルを保存します。
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ネットワークストレージメディアまたはポータブルストレージメディアにエクスポートされ

た設定およびカスタムファイルを保存します。

ステップ 5 次のディレクトリにあるログファイルをバックアップします。

• <CVP_HOME>\logs

• <CVP_HOME>\lVXMLServer\logs

• <CVP_HOME>\applications\<app_name>\logs

アップグレード（Upgrade）

CVP Operations Console のアップグレード

デフォルトのメディアファイルは Unified CVP 10.0(1)のアップグレード時に上書きされます。
ウィスパーアナウンスメントやエージェントのグリーティングなどのカスタマイズされたメディ

アファイルは、上書きされません。リリース 9.0(1)の形式を維持します。

手順

ステップ 1 U-Lawである Unified CVP 10.0(1)のデフォルトのメディアファイルの形式を維持するには、ス
テップ 2を省略して、ステップ 3に進みます。

ステップ 2 メディアファイルの形式を 9.0 U-LAWまたは 9.0 A-LAWから 10.0 A-LAWに変換するには、次
の手順を実行します。

a) C:\Cisco\CVP\confの場所に移動します。
b) cvp_pkgs.propertiesファイルで、cvp-pkgs.PromptEncodeFormatALaw = 1プロパティを

7行に追加して A-Lawフラグを有効にします。
「=」記号の前後にスペースを入れる必要がありま

す。

（注）

ステップ 3 UnifiedCVP10.0(1)インストールDVDのCVP\Installer_Windowsフォルダから、setup.exe
を実行します。

ステップ 4 画面に表示される指示に従います。

ステップ 5 サーバを再起動します。

ステップ 6 VMware設定を更新するには、ユーティリティを実行します。VMware設定ユーティリティのアッ
プグレード, （205ページ）を参照してください。
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CVP コールサーバのアップグレード

CVP/VXMLサーバをアップグレードする場合、同じバージョンにCall Studioもアップグレードす
る必要があります。

手順

ステップ 1 UnifiedCVPインストールDVDの新しいリリースのCVP\Installer_Windowsフォルダから、setup.exe
を実行します。

インストーラがアップグレードプロセスをガイドするプロンプトに従ってください。

ステップ 2 サーバを再起動します。

ステップ 3 VMware設定を更新するには、ユーティリティを実行します。VMware設定ユーティリティのアッ
プグレード, （205ページ）を参照してください。

次の作業

1 Operations Consoleにログインし、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転送（File
Transfer）] > [スクリプトおよびメディア（Scripts and Media）]を選択します。

2 Cisco IOS CLIコマンド call application voice load <service_Name>を使用して、各 CVPサービ
スの Cisco IOSメモリにゲートウェイダウンロード転送ファイルをロードします。

3 バックアップされたサードパーティのライブラリを復元します。

4 新しいバージョンのライセンスで CVPサーバを再認可します。

アップグレードファイルの取得と適用

CVPサーバと CVP Reporting Serverには、更新されたライセンスが必要です。 Operations Console
は、ライセンスがなくても動作します。

リリース9.xからリリース10.0(1)にソフトウェアをアップグレードするには、CiscoProductUpgrade
Tool（PUT）に契約番号を入力します：http://tools.cisco.com/gct/Upgrade/jsp/index.jsp。アップグレー
ドする権限がある場合、ツールは Product Authorization Key（PAK）を返します。返さない場合、
ツールは PAKを購入するためのオプションを表示します。

新しいライセンスは、電子メールで送信されます。

Operations Consoleを使用して転送できるように、ローカル的に保存します。

Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 10.0(1)   

187

Customer Voice Portal および CVP Reporting のアップグレード

http://tools.cisco.com/gct/Upgrade/jsp/index.jsp


手順

ステップ 1 Operation Consoleで、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転送（File Transfer）] > [ライ
センス（Licenses）]に進みます。

ステップ 2 [デバイスの関連付け（Device Association）]パネルで、ドロップダウンリストからデバイスタイ
プを選択します。たとえば、[Unified CVP Reporting Server]または [CVPコールサーバ（CVP Call
Server）]を選択します。

ステップ 3 ライセンスを与えるオブジェクトを [使用可能（Available）]から [選択済み（Selected）]に移動し
ます。

ステップ 4 [ライセンスファイル（Licenses Files）]パネルで、[新しいファイルの選択（Select new file）]を
選択してから、アップグレードライセンスを保存した場所を参照します。

ステップ 5 [転送（Transfer）]をクリックします。

Reporting Server のアップグレード

はじめる前に

• Informixデータベースをバックアップします。

C:\Cisco\CVP\bin\cvpbackup.batを実行します。これは、E:\cvp-db-backup\cvp-backup-data.gzに
データベースをバックアップします。

•スケジュールされたパージをオフにします。

これを行うには、[スタート（Start）] > [管理ツール（Administrative Tools）] > [タスクスケ
ジューラ（Task Scheduler）]に進みます。 CVP関連タスクをすべて選択し、右クリックし
て、[無効（Disable）]を選択します。

• Reporting Serverが任意のドメインに含まれず、ワークグループに含まれていることを確認し
ます。必要に応じて、アップグレード後にドメインに追加します。

手順

ステップ 1 Unified CVPインストール DVDの新しいリリースの CVP\Installer_Windowsフォルダから、
setup.exeを実行します。
インストーラは、アップグレードプロセスをガイドします。

ステップ 2 パスワードの画面で、パスワードを入力し、[アップグレード（Upgrade）]をクリックします。
インストール中に作成するパスワードを留めておきます。このパスワードは、設定用にReporting
Serverにログインするときに必要です。

ステップ 3 サーバを再起動します。

ステップ 4 アップグレードされた Reporting Serverにバックアップされたデータベースを復元します。
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復元するには、c:\cisco\cvp\bin\cvprestore.batを実行します。

ステップ 5 必要に応じて、マシンをドメインに再追加します。

ステップ 6 VMware設定を更新するには、ユーティリティを実行します。VMware設定ユーティリティのアッ
プグレード, （205ページ）を参照してください。

ゲートウェイ IOS バージョンのアップグレード

各ゲートウェイでこの作業を行います。

手順

ステップ 1 リモート TFTPサーバからフラッシュメモリに新しいイメージをコピーして、独自の TFTPサー
バの IPアドレスと Cisco IOSファイル名が確実に指定されるようにします。

ステップ 2 新しいイメージがダウンロードされたことを確認します。

ステップ 3 新しいイメージを使用して起動します。新しいバージョンを使用して起動するように、ゲート

ウェイ設定を更新します。

ステップ 4 新しいイメージを使用するように、ゲートウェイを再ロードします。
http://www.cisco.com/en/US/docs/routers/access/as5350xm/software/configuration/guide/
54ovr.html#wp1054418も参照してください。

Unified Contact Center データサーバおよびコールサーバのアップグレー
ド

アップグレード前の作業

設定変更を無効にする

手順

アップグレード中の設定変更を無効にするには、A側のコールルータで次のレジストリキーを 1
に設定します：HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems, Inc.\ICM\<instance
name>\Router<A\Router\CurrentVersion\Configuration\Global\DBMaintenance。
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パスワードの特定

Packaged CCE PCCE-PAC-M1を検証し、システムインベントリを構築するワークフローには、次
に示すユーザ名とパスワードを入力する必要があります。

• A側の VMHost

• B側の VMHost

• Cisco Unified Communications Managerの AXL

• Cisco Customer Voice Portalの CVP CLI（デフォルトの場合は wsmadminです）

• Cisco Contact Center Enterpriseの Diagnostic Framework Porticoは（A側と B側のコールサーバ
およびデータサーバで同じである必要があります）

拡張データベース移行ツールのダウンロード

EDMTは、UnifiedCCEデータベースのアップグレードに使用されるウィザードのアプリケーショ
ンです。 A側と B側のデータサーバと外部 AW-HDS-DDSサーバのデータベースをアップグレー
ドするときに、このツールを実行します。

手順

ステップ 1 http://www.cisco.comに進みます。

ステップ 2 [サポート（Support）]をクリックします。

ステップ 3 [ダウンロード（Downloads）]をクリックします。

ステップ 4 [すべてのダウンロードカテゴリを参照する（Browse all Download Categories）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [ダウンロードホーム（Downloads Home）] > [製品（Products）]テーブルで、[製品（Products）]
> [カスタマーコラボレーション（CustomerCollaboraton）] > [コンタクトセンター（ContactCenter）]
> [Cisco Unified Contact Center Enterprise]を選択します。

ステップ 6 [ソフトウェアタイプの選択（Select a Software type）]ページで、[Cisco Enhanced Data Migration
Toolソフトウェアリリース（Cisco Enhanced Data Migration Tool Software Releases）]を選択し、現
在のリリースに移動します。

ステップ 7 EDMT zipファイルを選択します。次に、[ダウンロード（Download）]をクリックします。

ステップ 8 A側の Unified CCEデータサーバにファイルをダウンロードします。

ステップ 9 B側の Unified CCEデータサーバと外部 AW-HDS-DDSサーバに EDMTファイルのダウンロード
を繰り返し行います。

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 10.0(1)
190

Unified Contact Center データサーバおよびコールサーバのアップグレード

http://www.cisco.com


A 側のアップグレード

A 側のデータサーバとコールサーバのサービスの停止

アップグレードを開始する前に、デスクトップから [UnifiedCCEサービス制御（UnifiedCCEService
Control）]アイコンをクリックします。 A側のコールサーバとデータサーバのすべてのサービス
を停止し、スタートアップを [手動（Manual）]に変更します。

データサーバデータベースのアップグレード

手順

ステップ 1 MicrosoftSQLのバックアップを使用し、ユーティリティを復元して、ロガーデータベースのバッ
クアップコピーを作成します。

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms187510(v=sql.100).aspxのMicrosoft社の手順を参照してく
ださい。

ステップ 2 ダウンロードロケーションから、EDMTを開き、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [共通グラウンド（Common Ground）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [はい（Yes）]をクリックして、警告メッセージを承認します。

ステップ 5 <instanceName>_SideAまたは <instanceName>_SideBのデータベースを選択します。

ステップ 6 [移行を開始（Start Migration）]をクリックします。

ステップ 7 [はい（Yes）]をクリックして、内容を確定します。

ステップ 8 EDMTがロガーデータベースの移行を完了したら、EDMTを終了します。

Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 10.0(1)   

191

Unified Contact Center データサーバおよびコールサーバのアップグレード

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms187510(v=sql.100).aspx


データサーバのセットアップの実行

手順

ステップ 1 ISOをマウントします。 ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （67ページ）を参照して
ください。

ステップ 2 ICM-CCE-CCHInstallerを起動し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 （任意）メンテナンスリリースを適用するには、[参照（Browse）]をクリックして、メンテナン
スリリースのソフトウェアに移動します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 （任意）[SQL Server 2008 Security Hardening]を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 パッチがインストールされている場合は、[はい（Yes）]をクリックして、セットアップがアップ
グレードの一環としてこれを削除することを許可します。

ステップ 6 表示される情報メッセージで [OK]をクリックします。

ステップ 7 [インストール（Install）]をクリックします。

ステップ 8 アップグレーが完了したら、サーバを再起動します。

ステップ 9 VMware設定を更新するには、ユーティリティを実行します。VMware設定ユーティリティのアッ
プグレード, （205ページ）を参照してください。

Packaged CCE コールサーバのセットアップの実行

手順

ステップ 1 ISOをマウントします。 ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （67ページ）を参照して
ください。

ステップ 2 ICM-CCE-CCHInstallerを起動し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 （任意）メンテナンスリリースを適用するには、[参照（Browse）]をクリックして、メンテナン
スリリースのソフトウェアに移動します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 表示される情報メッセージで [OK]をクリックします。

ステップ 5 パッチがインストールされている場合は、[はい（Yes）]をクリックして、セットアップがアップ
グレードの一環としてこれを削除することを許可します。

ステップ 6 CTI OSサーバをアップグレードしない場合にだけ、サーバをリブートします。 CTI OSサーバを
アップグレードする場合、Unified CCEおよび CT IOSサーバの両方のアップグレードが完了した
ら、リブートします。

ステップ 7 CTI OSサーバをアップグレードしない場合だけ、VMware設定（VMware設定ユーティリティの
アップグレード, （205ページ）を参照）を更新するために、ユーティリティを実行します。 CTI
OSサーバをアップグレードする場合、Unified CCEおよびCT IOSサーバの両方のアップグレード
が完了したら、ツールを実行します。
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CTI OS サーバのセットアップの実行

このステップは、CTI OSがインストールされた場合のみ必要です。

手順

ステップ 1 ISOをマウントします。 ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （67ページ）を参照して
ください。

ステップ 2 CTIOS 10.0(1)インストーラを起動し、プロンプトに従います。

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、メンテナンスリリースを適用します。

ステップ 4 [すべてアップグレード（Upgrade All）]をクリックします。

ステップ 5 [はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 6 [はい（Yes）]をクリックして、セットアップが完了したら再起動します。

ステップ 7 VMware設定を更新するには、ユーティリティを実行します。VMware設定ユーティリティのアッ
プグレード, （205ページ）を参照してください。

B 側のサービスと任意の外部 AW-HDS-DDS のシャットダウン

A側を開始する前に、Unified CCE Service Controlツールを使用して、次のサービスをシャットダ
ウンします。

• B側の Packaged CCEデータサーバ

• B側の Packaged CCEコールサーバ

•任意の外部 AW-HDS-DDSサーバ

A 側の起動および動作の確認

Packaged CCEの A側のコールサーバおよびデータサーバでサービスを手動で起動します。

コールを発信して A側が作用していることを確認し、確実にエージェントに正常に配信されるよ
うにします。
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B 側のアップグレード

データサーバデータベースのアップグレード

手順

ステップ 1 MicrosoftSQLのバックアップを使用し、ユーティリティを復元して、ロガーデータベースのバッ
クアップコピーを作成します。

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms187510(v=sql.100).aspxのMicrosoft社の手順を参照してく
ださい。

ステップ 2 ダウンロードロケーションから、EDMTを開き、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [共通グラウンド（Common Ground）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [はい（Yes）]をクリックして、警告メッセージを承認します。

ステップ 5 <instanceName>_SideAまたは <instanceName>_SideBのデータベースを選択します。

ステップ 6 [移行を開始（Start Migration）]をクリックします。

ステップ 7 [はい（Yes）]をクリックして、内容を確定します。

ステップ 8 EDMTがロガーデータベースの移行を完了したら、EDMTを終了します。

データサーバのセットアップの実行

手順

ステップ 1 ISOをマウントします。 ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （67ページ）を参照して
ください。

ステップ 2 ICM-CCE-CCHInstallerを起動し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 （任意）メンテナンスリリースを適用するには、[参照（Browse）]をクリックして、メンテナン
スリリースのソフトウェアに移動します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 （任意）[SQL Server 2008 Security Hardening]を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 パッチがインストールされている場合は、[はい（Yes）]をクリックして、セットアップがアップ
グレードの一環としてこれを削除することを許可します。

ステップ 6 表示される情報メッセージで [OK]をクリックします。

ステップ 7 [インストール（Install）]をクリックします。

ステップ 8 アップグレーが完了したら、サーバを再起動します。

ステップ 9 VMware設定を更新するには、ユーティリティを実行します。VMware設定ユーティリティのアッ
プグレード, （205ページ）を参照してください。
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Packaged CCE コールサーバのセットアップの実行

手順

ステップ 1 ISOをマウントします。 ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （67ページ）を参照して
ください。

ステップ 2 ICM-CCE-CCHInstallerを起動し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 （任意）メンテナンスリリースを適用するには、[参照（Browse）]をクリックして、メンテナン
スリリースのソフトウェアに移動します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 表示される情報メッセージで [OK]をクリックします。

ステップ 5 パッチがインストールされている場合は、[はい（Yes）]をクリックして、セットアップがアップ
グレードの一環としてこれを削除することを許可します。

ステップ 6 CTI OSサーバをアップグレードしない場合にだけ、サーバをリブートします。 CTI OSサーバを
アップグレードする場合、Unified CCEおよび CT IOSサーバの両方のアップグレードが完了した
ら、リブートします。

ステップ 7 CTI OSサーバをアップグレードしない場合だけ、VMware設定（VMware設定ユーティリティの
アップグレード, （205ページ）を参照）を更新するために、ユーティリティを実行します。 CTI
OSサーバをアップグレードする場合、Unified CCEおよびCT IOSサーバの両方のアップグレード
が完了したら、ツールを実行します。

CTI OS サーバのセットアップの実行

このステップは、CTI OSがインストールされた場合のみ必要です。

手順

ステップ 1 ISOをマウントします。 ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （67ページ）を参照して
ください。

ステップ 2 CTIOS 10.0(1)インストーラを起動し、プロンプトに従います。

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、メンテナンスリリースを適用します。

ステップ 4 [すべてアップグレード（Upgrade All）]をクリックします。

ステップ 5 [はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 6 [はい（Yes）]をクリックして、セットアップが完了したら再起動します。

ステップ 7 VMware設定を更新するには、ユーティリティを実行します。VMware設定ユーティリティのアッ
プグレード, （205ページ）を参照してください。
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B 側を起動します。

手順

B側のコールサーバおよび B側のデータサーバサービスを起動します。

外部 AW-HDS-DDS のアップグレード

外部 AW-HDS-DDS データベースのアップグレード

外部 AW HDS DDSがない場合は、アップグレード後の作業に進んでください。

手順

ステップ 1 Microsoft SQLのバックアップを使用し、ユーティリティを復元して、<instancename>_hdsデータ
ベースのバックアップコピーを作成します。

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms187510(v=sql.100).aspxのMicrosoft社の手順を参照してく
ださい。

ステップ 2 Unified CCE Service Controlを使用して、外部AW-HDS-DDSのすべてのUnified CCEサービスを停
止し、スタートアップを [手動（Manual）]に変更します。

ステップ 3 ダウンロードロケーションから、EDMTを開き、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [共通グラウンド（Common Ground）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [はい（Yes）]をクリックして、警告メッセージを承認します。

ステップ 6 <instanceName>_hdsデータベースを選択します。

ステップ 7 [移行を開始（Start Migration）]をクリックします。

ステップ 8 [はい（Yes）]をクリックして、内容を確定します。

ステップ 9 EDMTが完了したら、EDMTを終了します。
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外部 AW-HDS-DDS のセットアップの実行

手順

ステップ 1 ISOをマウントします。 ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （67ページ）を参照して
ください。

ステップ 2 ICM-CCE-CCHInstallerを起動し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 （任意）メンテナンスリリースを適用するには、[参照（Browse）]をクリックして、メンテナン
スリリースのソフトウェアに移動します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 （任意）[SQL Server 2008 Security Hardening]を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 表示される情報メッセージで [OK]をクリックします。

ステップ 6 パッチがインストールされている場合は、[はい（Yes）]をクリックして、セットアップがアップ
グレードの一環としてこれを削除することを許可します。

ステップ 7 [インストール（Install）]をクリックします。

ステップ 8 アップグレードが完了したら、再起動します。

ステップ 9 手動でサービスを再開します。

アップグレード後の作業

設定変更の再有効化

この手順は、一方の側に対してのみ実行します。もう一方の側に対しては自動的に複製されま

す。

手順

ステップ 1 アップグレード中の設定変更を有効にするには、A側のコールルータで次のレジストリキーを 0
に設定します：HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems, Inc.\ICM\<instance
name>\Router<A\Router\CurrentVersion\Configuration\Global\DBMaintenance。

ステップ 2 設定変更の保存を行い、設定変更が有効であることを確認します。

設定変更が正常に行われている必要があります。

自動へのサービスの設定

次の手順をA側のコールサーバ、A側のデータサーバ、B側のコールサーバ、B側のデータサー
バ、ある場合は外部 AW-HDS-DDSマシンでも繰り返し行ってください。
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手順

ステップ 1 [Unified CCEサービス制御（Unified CCE Service Control）]をクリックします。

ステップ 2 [SICM/CCE/CCHサービス制御（SICM/CCE/CCHServiceControl）]ダイアログボックスで、各サー
ビスをクリックして、スタートアップを [自動（Automatic）]に変更します。

新しい言語パックのインストール

言語パックのインストール, （213ページ）を参照してください。

Cisco Unified Intelligence Center のアップグレード前

Cisco Unified Intelligence Center を更新するためのユーティリティの実行
検証およびCiscoUnified IntelligenceCenterのアップグレードの前に、ユーティリティを実行して、
VMware設定を更新します。 VMware設定ユーティリティのアップグレード, （205ページ）を参
照してください。

システムの検証およびシステムインベントリの構築

手順

ステップ 1 データサーバで、https:<データサーバの IPアドレス>/cceadminに移動します。

ステップ 2 [システム（System）] > [展開（Deployment）]をクリックします。
[展開の設定（ConfigureDeployment）]ページは、VMホスト情報が欠落していることを示すエラー
を表示します。これは予想どおりの結果です。

ステップ 3 A側とB側のVMwareホストに対する IPアドレス、ユーザ名、およびパスワードのフィールドを
入力します。次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [A側の CM情報を指定する（Specify Side A CM Information）]ダイアログボックスで、次の内容
を実行します。

•オンボックス Unified Communications Managerには、ドロップダウンメニューから Unified
CMパブリッシャを選択します。次に、AXLのユーザ名とVMのパスワードを入力します。

•外部 Unified Communications Managerの配置には、Unified CMパブリッシャの名前と IPアド
レスを入力します。次に、AXLのユーザ名とパスワードを入力します。
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ステップ 5 [CVP Opsコンソールサーバ情報を指定する（Specify CVP Ops Console Server Information）]ダイ
アログで、WebServicesManagerのCLIユーザ名とパスワードを入力します。次に、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 6 [Unified CCEデータサーバ情報の指定（Specify Unified CCE Data Server Information）]ページで
は、Unified CCE Diagnostic Framework Serviceのユーザ名とパスワードを入力します。次に、[次
へ（Next）]をクリックします。
ユーザ名とパスワードが A側のコールサーバ、A側のデータサーバ、B側のコールサーバ、お
よび B側のデータサーバで同じである必要があります。
これにより、[設定完了（Congratulations）]画面が開きます。

ステップ 7 [終了（Finish）]をクリックします。
これにより、[システムインベントリ（System Inventory）]ページが開きます。このページはシス
テムを双方向に、視覚的に表示するので、ユーザはシステムの健全性を監視し、外部サーバを追

加し、VMの情報を更新することができます。

Cisco Unified Intelligence Center のアップグレード

アップグレード（Upgrade）

アップグレードについて

アップグレードにかかる時間は 1時間以内で、システムの運用を続行しながら、サーバにアップ
グレードソフトウェアをインストールできます。

ソフトウェアのアップグレードを開始する前に、ディザスタリカバリシステムアプリケーショ

ンを使用してシステムデータをバックアップします。 DRSアプリケーションにアクセスするに
は、https://Intelligence Centerサーバの IPアドレス:8443/drfにブラウザを移動させます。詳細につ
いては、DRSアプリケーションで提供されるオンラインヘルプを参照してください。

まず、コントローラノードをアップグレードして、再起動します。次に、メンバをアップグレー

ドして、再起動します。すべてのノードがUnified IntelligenceCenterの同一バージョンである必要
があります。

設定情報は自動的にアクティブパーティションのアップグレードされたバージョンに移行されま

す。

VMware EXSi 4.xを使用している既存のお客様は、Unified Intelligence Center 10.0(1)にアップグ
レードする前にまず VMWare EXSi 5.xに移行する必要があります。

（注）
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アップグレードファイルのダウンロード

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Centerの [ソフトウェアのダウンロード（Download Software）]ページに
ブラウザを指定してください：http://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=282163829&i=rm。

ステップ 2 必要なリリースのフォルダおよびサブフォルダに移動します。

ステップ 3 Unified Intelligence Centerインストーラ .isoファイルを選択し、[ダウンロード（Download）]をク
リックします。

ステップ 4 [ログイン（Log in）]をクリックします。

DVD/CD からの Cisco Unified Intelligence Center のアップグレード

手順

ステップ 1 Unified Intelligence Centerシステムに SSH接続し、プラットフォーム管理者アカウントでログイン
します。

ステップ 2 CLIから、utils system upgrade initiateコマンドを実行します。

ステップ 3 [ローカル DVD/CD（Local DVD/CD）]を選択します。 utils system upgrade initiateコ
マンドの指示に従ってください。

ステップ 4 ISOイメージをマウントします。mount-iso-10

ステップ 5 Automatically switch versions if the upgrade is successfulプロンプトで、yesと入力して、アップグレー
ドし、バージョンを切り替えます。

ステップ 6 アップグレードが完了したら、ISOをマウント解除します。ISOをマウント解除することで、
CD/DVDドライブを接続解除します。mount-iso-10

ステップ 7 VMware設定を更新するには、ユーティリティを実行します。VMware設定ユーティリティのアッ
プグレード, （205ページ）を参照してください。

ステップ 8 サインインして、アップグレードが成功したことを確認します。

ステップ 9 サブスクライバに対して繰り返し行ってください。
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リモートファイルシステムからの Cisco Unified Intelligence Center のアップグレード

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Centerシステムに SSH接続し、プラットフォーム管理者アカウントでロ
グインします。

ステップ 2 CLIから、utils system upgrade initiateコマンドを実行します。

ステップ 3 [SFTP]または [FTP]を選択します。

ステップ 4 utils system upgrade initiateコマンドの指示に従ってください。

ステップ 5 リモートサイトの場所およびクレデンシャルを指定します。

ステップ 6 Automatically switch versions if the upgrade is successfulプロンプトで、yesと入力して、アップグレー
ドし、バージョンを切り替えます。

ステップ 7 サインインして、アップグレードが成功したことを確認します。

ステップ 8 サブスクライバに対して繰り返し行ってください。

Unified Communications Manager のアップグレード

アップグレード前の作業

Cisco Unified Communications Managerをアップグレードする前に、次の内容を実行する必要があ
ります。

•新しいリリース用の必要なライセンスファイルがあることを確認します。

•システムをバックアップします。詳細については、http://www.cisco.com/en/US/products/sw/
voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html#anchor4の『Disaster Recovery SystemAdministration
Guide』を参照してください。

• Cisco.comからアップグレードファイルを取得し、FTPまたは SFTPサーバに保存します。
アップグレードファイルにアクセスする際に入力するディレクトリ名とファイル名は、大文

字と小文字が区別されるため、注意してください。バージョン情報については、http://
www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_release_notes_list.htmlにあるCisco Unified
Communications Managerのリリースノートを参照してください。
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アップグレード（Upgrade）

DVD/CD からの Cisco Unified Communications Manager のアップグレード

まず、パブリッシャノードをアップグレードします。次に、サブスクライバをアップグレードし

ます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerシステムに SSH接続し、プラットフォーム管理者アカウン
トでログインします。

ステップ 2 CLIから、utils system upgrade initiateコマンドを実行します。

ステップ 3 [ローカル DVD/CD（Local DVD/CD）]を選択します。 utils system upgrade initiateコ
マンドの指示に従ってください。

ステップ 4 ISOイメージをマウントします。mount-iso-10

ステップ 5 Automatically switch versions if the upgrade is successfulプロンプトで、noと入力します。

ステップ 6 アップグレードが完了したら、ISOをマウント解除します。ISOをマウント解除することで、
CD/DVDドライブを接続解除します。mount-iso-10

ステップ 7 サインインして、アップグレードが成功したことを確認します。

ステップ 8 2人のサブスクライバに対して繰り返し行ってください。

リモートファイルシステムからの Cisco Unified Communications Manager のアップグレード

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerシステムに SSH接続し、プラットフォーム管理者アカウン
トでログインします。

ステップ 2 CLIから、utils system upgrade initiateコマンドを実行します。

ステップ 3 [SFTP]または [FTP]を選択します。

ステップ 4 utils system upgrade initiateコマンドの指示に従ってください。

ステップ 5 リモートサイトの場所およびクレデンシャルを指定します。

ステップ 6 Automatically switch versions if the upgrade is successfulプロンプトで、noと入力します。

ステップ 7 サインインして、アップグレードが成功したことを確認します。

ステップ 8 2人のサブスクライバに対して繰り返し行ってください。

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 10.0(1)
202

Unified Communications Manager のアップグレード



ソフトウェアバージョンの切り替え

標準アップグレードを実行すると、新しいソフトウェアが非アクティブなバージョンとしてイン

ストールされます。

バージョンを切り替えるとシステムが再起動し、非アクティブなソフトウェアがアクティブにな

ります。システムの再起動には、最大で 15分ほどかかります。

パブリッシャノードを先に切り替える必要があります。

この手順を実行すると、システムが再起動し、一時的に使用できない状態になります。注意

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理にログインします。

ステップ 2 [設定（Settings）] > [バージョン（Version）]の順で選択します。

ステップ 3 アクティブなソフトウェアと非アクティブなソフトウェアのバージョンを確認します。

ステップ 4 [バージョンの切り替え（SwitchVersions）]を選択して、バージョンを切り替え、システムを再起
動します。

ステップ 5 VMware設定を更新するには、ユーティリティを実行します。VMware設定ユーティリティのアッ
プグレード, （205ページ）を参照してください。

ステップ 6 A側のサブスクライバおよび B側のサブスクライバに対して繰り返し行ってください。

コールサーバでの JTAPI のアップグレード

Unified CommunicationsManagerをアップグレードする場合、A側とB側のコールサーバに存在す
る JTAPIクライアントもアップグレードする必要があります。

新しい JTAPIクライアントは Unified Communications Manager Administrationアプリケーションを
使用してインストールします。

手順

ステップ 1 各コールサーバから古い JTAPIクライアントをアンインストールします。
a) PG1A/PG1Bを停止します。
b) [コントロールパネル（Control Panel）] > [プログラム（Programs）]に進みます。
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c) 次のすべてのプロンプトに従って、JTAPIクライアントをアンインストールします。

ステップ 2 Unified Communications Manager Administrationアプリケーションを起動するには、各コールサー
バのWebブラウザに次の URLを入力します：https://<Unified Communications Manager machine
name>/ccmadmin。

ステップ 3 Unified Communications Managerのインストールと設定時に作成したユーザ名とパスワードを入力
します。

ステップ 4 [アプリケーション（Application）] > [プラグイン（Plug-ins）]を選択します。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックして、アプリケーションの一覧を表示します。

ステップ 6 Windows対応の Cisco JTAPI 32-bit Clientの隣りのダウンロードリンクをクリックします。

ステップ 7 [このプログラムを現在の場所から実行する（Run this program from its current location）]を選択し
ます。 [OK]をクリックします。

ステップ 8 [セキュリティ上の警告（Security Warning）]ボックスが表示されたら、[はい（Yes）]をクリック
してインストールします。

ステップ 9 Cisco TFTPサーバの IPアドレスが求められたら、Unified Communications Managerの IPアドレス
を入力します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 残りのセットアップウィンドウで [次へ（Next）]または [続行（Continue）]を選択します。デ
フォルトのインストールパスを受け入れます。

ステップ 11 [完了（Finish）]をクリックして PGを起動します。

ライセンス

アップグレードライセンス

はじめる前に

ライセンスの生成と登録, （144ページ）の手順を使用して、ライセンスを生成します。
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手順

ステップ 1 電子メールメッセージからライセンスファイルを解凍します。

ステップ 2 [その他の履行オプション（OtherFulfillmentOptions）]で、[ライセンスをファイルから履行（Fulfill
Licenses from File）]を選択します。

ステップ 3 [参照（Browse）]をクリックしてライセンスファイルを検索します。

ステップ 4 [インストール（Install）]をクリックし、ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 5 [製品インスタンス（Product Instances）]に移動します。古いインスタンスを削除します。次に、
[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 6 Cisco Unified Communications Managerパブリッシャの名前、ホスト名/IPアドレス、ユーザ名、お
よびパスワードを入力します。

ステップ 7 Unified CMの製品タイプを選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [今すぐ同期（Synchronize Now）]をクリックします。

VMware 設定ユーティリティのアップグレード
アクティブでない ESXiホストサーバのアップグレード中にこのユーティリティを実行します。

このツールは次のように VMを検証し、更新します。

• VMの電源がオンになっていることを確認する

•必要に応じて、VMwareツールを更新する

•必要に応じて、ゲストVMのオペレーティングシステムの設定に一致するようにVMwareオ
ペレーティングシステム設定を変更する

•必要に応じて、Packaged CCE仕様に一致するように VMメモリ割り当ての設定を変更する

• Cisco Unified Communications Manager、CCE、および CVP VMのネットワークアダプタタイ
プを vmxnet3に変更する

• Finesse VMのネットワークアダプタタイプを E1000に変更する

•外部の継続的なルートを削除し、NICが変更された後に再び追加する

はじめる前に

すべての仮想マシンに電源が投入され、VMwareツールがインストールされている必要がありま
す。
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手順

ステップ 1 http://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=284360381&i=rmから UpgradeVMwareSettings zip
ファイルをダウンロードし、ローカルで抽出します。

ステップ 2 コマンドラインから、java -jar UpgradeVMwareSettings-10.0.jarを実行します。

ステップ 3 A側と B側の ESXiホストの IPアドレスを入力します。

ステップ 4 ESXiホストにルートレベルアクセス用のユーザ名とパスワードを入力します。これは、そのホ
ストのすべての VMのリストを表示します。
番号で表示されるすべての仮想マシンの概要が、修正する必要があるツールを示すメッセージと

ともに表示されます。

ステップ 5 更新するサーバの番号を入力します。一度に 1つの VMを更新する必要があります。
変換プロセスの結果が画面に表示され、vmwareConversion.logの結果ディレクトリに保存されま
す。

ステップ 6 Windowsサーバを更新する場合は、VMのユーザ名とパスワードを入力します。

ステップ 7 コールサーバまたはデータサーバの更新を実行した後、ネットワークのバインディング順序が正

しいことを確認します。

ツールが正しいバインディング順序を設定できなかった場合は、次のメッセージがコンソールと

ログに表示されます。The Utility is unable to fix the binding order for the network.コールサーバお
よびデータサーバのネットワークアダプタの設定, （77ページ）のバインディング順序の手順
を参照してください。
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付録 A
参考資料

• リリース 9.0の基本設定の更新, 207 ページ

• 言語パックのインストール, 213 ページ

• 簡易ネットワーク管理プロトコル, 213 ページ

• Unified CMサービス設定の設定, 214 ページ

• ライブデータの証明書, 215 ページ

リリース 9.0 の基本設定の更新

ここでは、リリース 9.0(1)の初期基本設定に続く基本コンフィギュレーションファイルの更新を
示します。古い基本設定がある場合は、以降のバージョンにアップグレードする前に、欠落して

いる設定項目を手動で適用する必要があります。たとえば、リリース 9.0(1)からリリース 9.0(4)
にアップグレードする場合、リリース 9.0(2)およびリリース 9.0(3)の基本設定の変更を手動で更
新する必要があります。手動で更新するには、適切な Configuration Managerのツールにアクセス
できるように Packaged CCEから展開タイプを変更します。

最新の基本設定をインストールすると、現在の設定情報が削除されます。（注）

リリース10.0(1)以降のすべての基本コンフィギュレーションファイルの更新が自動的に適用され
ます。手動設定は必要ありません。たとえば、リリース 9.0(2)からリリース 10.5(1)にアップグ
レードする場合、リリース 9.0(3)およびリリース 9.0(4)の基本設定の変更を手動で更新する必要
だけあります。

リリース 9.0(2) の基本設定の変更

[拡張コール変数（Expanded Call Variables）] ---次の 2つの ECC変数を削除し、次のパラメータの
変更で再度追加します。

1 Name = user.microapp.ToExtVXML
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Maximum length = 210•

• Array = checked

• Maximum array size = 1

2 Name = user.microapp.FromExtVXML

• Maximum length = 210

• Array = checked

• Maximum array size = 1

リリース 9.0(3) の基本設定の変更

[Enterprise Route and Enterprise Skill Groups]：すべてを削除します。

[ラベル（Label）] ---次のラベルを追加します。

• Label = 6661111000

• Label type = Normal

• Target Type (filter)= Network_VRU

• Network target = CVP_Network_VRU

• Customer = <None>

[メディアルーティングドメイン（Media Routing Domain）] ---次のように 4つのメディアルー
ティングドメインを追加します。

1 Name = Cisco_BC

• Media Class = CIM_BC

• Task life = 300

• Task start timeout = 30

• Task Max Duration = 28800

• Calls in Queue Max = 50

• Calls in Queue Max per call type = 50

• Calls in Queue Max time in queue = 28800

• Service level threshold = 30

• Service level type = Ignore abandoned calls

• Interruptible = checked

2 Name = Cisco_EIM

• Media Class = CIM_EIM

• Task life = 300
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• Task start timeout = 30

• Task Max Duration = 28800

• Calls in Queue Max = 50

• Calls in Queue Max per call type = 50

• Calls in Queue Max time in queue = 28800

• Service level threshold = 30

• Service level type = Ignore abandoned calls

• Interruptible = checked

3 Name = Cisco_EIM_Outbound

• Media Class = CIM_EIM_Outbound

• Task life = 300

• Task start timeout = 30

• Task Max Duration = 28800

• Calls in Queue Max = 50

• Calls in Queue Max per call type = 50

• Calls in Queue Max time in queue = 28800

• Service level threshold = 30

• Service level type = Ignore abandoned calls

• Interruptible = checked

4 Name = Cisco_WIM

• Media Class = CIM_WIM

• Task life = 300

• Task start timeout = 30

• Task Max Duration = 28800

• Calls in Queue Max = 50

• Calls in Queue Max per call type = 50

• Calls in Queue Max time in queue = 28800

• Service level threshold = 30

• Service level type = Ignore abandoned calls

• Interruptible = checked

[Network Trunk Group] ---次のネットワークトランクグループを追加します。

• Name = GENERIC
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• Description = null

[Trunk Group] ---次の 12のトランクグループをネットワークトランクグループの GENERICに
追加します。

1 Peripheral = CVP_PG_1A

• Peripheral number = 100

• Peripheral Name = 100

• Name = CVP_PG_1A.100

• Trunk count = 0

2 Peripheral = CVP_PG_1A

• Peripheral number = 200

• Peripheral name = 200

• Name = CVP_PG_1A.200

• Peripheral ID = 5001

• Trunk count = 0

3 Peripheral = CVP_PG_1A

• Peripheral number = 300

• Peripheral name = 300

• Name = CVP_PG_1A.300

• Trunk count = 0

4 Peripheral = CVP_PG_1B

• Peripheral number = 100

• Peripheral name = 100

• Name = CVP_PG_1B.100

• Trunk count = 0

5 Peripheral = CVP_PG_1B

• Peripheral number = 200

• Peripheral name = 200

• Name = CVP_PG_1B.200

• Trunk count = 0

6 Peripheral = CVP_PG_1B

• Peripheral number = 300
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• Peripheral name = 300

• Name = CVP_PG_1B.300

• Trunk count = 0

7 Peripheral = CVP_PG_2A

• Peripheral number = 100

• Peripheral name = 100

• Name = CVP_PG_2A.100

• Trunk count = 0

8 Peripheral = CVP_PG_2A

• Peripheral number = 200

• Peripheral name = 200

• Name = CVP_PG_2A.200

• Trunk count = 0

9 Peripheral = CVP_PG_2A

• Peripheral number = 300

• Peripheral name = 300

• Name = CVP_PG_2A.300

• Trunk count = 0

10 Peripheral = CVP_PG_1B

• Peripheral number = 100

• Peripheral name = 100

• Name = CVP_PG_2B.100

• Trunk count = 0

11 Peripheral = CVP_PG_1B

• Peripheral number = 200

• Peripheral name = 200

• Name = CVP_PG_2B.200

• Trunk count = 0

12 Peripheral = CVP_PG_1B

• Peripheral number = 300

• Peripheral name = 300
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• Name = CVP_PG_2B.300

• Trunk count = 0

リリース 9.0(4) の基本設定の変更

[エージェントターゲティングルール（Agent Targeting Rule）] ---次のルールを追加します。

Name = AgentExtensions

• Peripheral = CUCM_PG_1

• Rule type = Agent Extension

• Translation route id = <None>

• Agent extension prefix = null

• Agent extension length = 1

• Routing client:

• CUCM_PG_1

• CVP_PG_1A

• CVP_PG_1B

• CVP_PG_2A

• CVP_PG_2B

•発信

•マルチチャネル

•内線範囲（低～高）：

◦ 000---999

◦ 0000---9999

◦ 00000---99999

◦ 000000---999999

◦ 0000000---9999999

◦ 00000000---99999999

◦ 000000000---999999999

◦ 000000000---9999999999

[ラベル（Label）] ---ルーティングクライアント CVP_PG_1A、CVP_PG1B、CVP_PG_2Aおよび
CVP_PG2Bのラベル属性を 7777777777に変更します。

[メディアルーティングドメイン（Media Routing Domain）] ---次のように 9.0(3)に追加された 3
つのメディアルーティングドメインを変更します。
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1 Name = Cisco_BC

• Change Interruptible to unnchecked.

2 Name = Cisco_EIM

• Calls in Queue Maxを 15000に変更します。

3 Name = Cisco_WIM

• Calls in Queue Maxを 5000に変更します。

言語パックのインストール
カスタマーが、デフォルト（英語）ではなくこれらの言語の 1つを必要とする場合は、[Unified
Contact Center Download Software]ページから Packaged CCE言語パックの実行可能ファイルをダウ
ンロードできます。

言語パックのインストール

言語パックを、CCEデータサーバ（A側および B側）および任意の外部 HDSシステムにインス
トールします。言語パックをインストールすると、[Unified Web管理サインイン（Unified Web
Administration Sign-In）]ページにすべての使用可能な言語をリストする言語ドロップダウンメ
ニューが表示されます。ある言語でユーザインターフェイスとオンラインヘルプを表示するに

は、その言語を選択します。

オフピーク時間にインストールしてください。 CCEデータサーバおよび外部 HDSシステム
は、言語パックのインストール中は使用できません。

重要

言語パックのアンインストール

カスタマーは、Windowsの [コントロールパネル（Control Panel）] > [プログラムと機能（Programs
and Features）] > [プログラムのアンインストールまたは変更（Uninstall or change a program）]から
言語パックをアンインストールできます。

簡易ネットワーク管理プロトコル
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を使用すると、ネットワークデバイス間での管理情
報を簡単に交換できるため、管理者はネットワークパフォーマンスを管理し、ネットワークの問

題を解決できます。SNMPコミュニティストリング、ユーザ、およびネットワーク宛先は、Cisco
Unified Serviceabilityで設定されます。

Unified Serviceabilityは、Cisco Unified Communicationsソリューションツール内の [ナビゲーショ
ン（Navigation）]ドロップダウンから開くツールの 1つです。また、http://x.x.x.x/ccmservice/と
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入力して Unified Serviceabilityにアクセスすることもできます（x.x.x.xはパブリッシャの IPアド
レスです）。

コミュニティストリング

SNMPエージェントは、セキュリティの提供にコミュニティストリングを使用します。管理情報
ベース（MIB）にアクセスするには、コミュニティストリングを設定する必要があります。Cisco
Serviceability管理インターフェイスに新しいコミュニティストリングを追加します。

コミュニティストリングは、次を使用して設定します。

•サーバ 1台

•最大 32文字の名前

•任意のホストまたは指定したホストからの SNMPパケットを受け入れる設定

•アクセス権限（readonly、readwrite、readwritenotify、notifyonly、readnotifyonly、および none）

•クラスタ内のすべてのノードにコミュニティストリングを適用する設定

通知宛先

イベント発生時のSNMP通知イベントの配信のための通知宛先を追加します。Cisco Serviceability
管理インターフェイスで通知宛先を追加およびメンテナンスします。

通知宛先は、次を使用して設定します。

•サーバ 1台

•トラップ宛先のホスト IPアドレス

•ポート番号

• SNMPバージョン（V1または V2c）

•ホストが生成する通知メッセージで使用するコミュニティストリング名

•通知の種類

•クラスタ内のすべてのノードに通知宛先設定を適用する設定

Unified CM サービス設定の設定
ロケーションベースのコールアドミッション制御（CAC）は、Unified CCE支社コールフローモ
デル（別名、集中型モデル）で使用されます。これは、すべてのサーバ（Unified CVP、 Unified
CCE、Unified Communications Manager、および SIPプロキシサーバ）が 1つまたは 2つのデータ
センターおよびそれぞれの支社に集中化されることを意味します。

次の設定パラメータを設定して、Unified CMがコールの発信ロケーションとしての Unified CVP
ではなく、入力ゲートウェイを使用するようにします。これらの設定により、CACが発信側エン
ドポイントと電話機の場所に基づいて適切に調整されます。
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手順

ステップ 1 UnifiedCMサービスパラメータの [不明なTCP接続を受け入れる（AcceptUnknownTCPconnection）]
を設定します。

ステップ 2 Unified CMサービスパラメータの [1720をリッスンする GK制御トランク（GK controlled trunk
that will listen to 1720）]を [なし（None）]に設定します。

ステップ 3 Unified CMのゲートウェイデバイスとして Unified CVPを定義しないでください。

ステップ 4 UnifiedCMのゲートウェイデバイスとして入力ゲートウェイを定義します。デバイスに正しい場
所を割り当てます。

ライブデータの証明書
Finesseおよび Cisco Unified Intelligence Centerで HTTPSを使用する場合、Finesseおよび Cisco
Unified Intelligence Centerで提供される自己署名証明書を使用して、サードパーティベンダーから
CA証明書を取得してインストールするか、内部で CA証明書を作成する必要があります。この
付録の手順は、自己署名証明書を使用する方法、または CA証明書を作成してアップロードする
方法について説明します。

ライブデータの自己署名証明書の追加

Finesseおよび Cisco Unified Intelligence Centerの両方が、自己署名証明書を使用してインストール
されます。次の手順では、これらの自己署名証明書を使用します。ただし、自己署名証明書を使

用する場合、ライブデータガジェットを使用する前に、エージェントはサインインの際にFinesse
デスクトップの証明書を受け入れる必要があります。この要件を回避するために、CA証明書を
提供できます。サードパーティ証明書のベンダーから CA証明書を取得するか、組織に対して内
部で CA証明書を作成できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Centerの Cisco Unified Operating System Administrationにサインインします
（http://Cisco Unified Intelligence Centerサーバのホスト名/cmplatform）。

ステップ 2 [セキュリティ（Security）]メニューから、[証明書の管理（Certificate Management）]を選択しま
す。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 4 [tomcat.pem]をクリックします。
tomcat.pemがリストにない場合は、[新規作成（Generate New）]をクリックして、[証明書の名前
（Certificate Name）]ドロップダウンリストから [tomcat]を選択します。

ステップ 5 [ダウンロード（Download）]をクリックして、デスクトップにファイルを保存します。
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Cisco Unified Intelligence CenterパブリッシャとCisco Unified Intelligence Centerサブスクライバのホ
スト名を含む証明書をダウンロードする必要があります。

ステップ 6 プライマリ Finesseサーバの Cisco Unified Operating System Administrationにサインインします
（http://Finesseサーバのホスト名/cmplatform）。

ステップ 7 [セキュリティ（Security）]メニューから、[証明書の管理（Certificate Management）]を選択しま
す。

ステップ 8 [証明書のアップロード（Upload Certificate）]をクリックします。

ステップ 9 [証明書の名前（Certificate Name）]ドロップダウンリストから、[tomcat-trust]を選択します。

ステップ 10 [参照（Browse）]をクリックし、tomcat.pemファイル（Cisco Unified Intelligence Centerパブリッ
シャとサブスクライバの証明書）の場所を参照します。

ステップ 11 [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。

ステップ 12 Cisco Tomcatを再起動します。

ライブデータの CA 証明書の取得およびアップロード
Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャサーバおよび Finesseプライマリサーバの両方で、次
の手順を実行する必要があります。 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管
理から Certificate Managementユーティリティを使用します。

[Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理（Cisco Unified Communications
Operating System Administration）]を開いて、ブラウザに次の URLを入力します。

https://Finesseまたは Cisco Unified Intelligence Centerサーバのホスト名/cmplatform

手順

ステップ 1 CSRを作成します。
a) [セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（CertificateManagement）] > [CSRの作成（Generate

CSR）]を選択します。
b) [証明書の名前（Certificate Name）]ドロップダウンリストで、[tomcat]を選択します。
c) [CSRの作成（Generate CSR）]をクリックします。

ステップ 2 CSRをダウンロードします。
a) [セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate Management）] > [CSRのダウンロード
（Download CSR）]を選択します。

b) [証明書の名前（Certificate Name）]ドロップダウンリストで、[tomcat]を選択します。
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c) [CSRのダウンロード（Download CSR）]をクリックします。

ステップ 3 CSRを使用して、認証局から署名付きアプリケーション証明書とCAルート証明書を取得します。

ステップ 4 証明書を受け取ったら、[セキュリティ（Security）][証明書の管理（CertificateManagement）] > [証
明書のアップロード（Upload Certificate）]を選択します。

ステップ 5 ルート証明書をアップロードします。

a) [証明書の名前（Certificate Name）]ドロップダウンリストから、[tomcat-trust]を選択します。
b) [ファイルのアップロード（Upload File）]フィールドで、[参照（Browse）]をクリックして、
ルート証明書ファイルを参照してください。

c) [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。

ステップ 6 アプリケーション証明書をアップロードします。

a) [証明書の名前（Certificate Name）]ドロップダウンリストで、[tomcat]を選択します。
b) [ルート証明書（Root Certificate）]フィールドに、CAルート証明書の名前を入力します。
c) [ファイルのアップロード（Upload File）]フィールドで、[参照（Browse）]をクリックして、
アプリケーションの証明書ファイルを参照してください。

d) [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。

ステップ 7 アップロードが完了したら、プライマリ Finesseサーバの CLIにアクセスします。

ステップ 8 utils service restart Cisco Finesse Notification Serviceコマンドを入力して、Cisco Finesse Notification
サービスを再起動します。

ステップ 9 コマンド utils service restart Cisco Tomcatを入力して、Cisco Tomcatサービスを再起動します。

ステップ 10 ルート証明書とアプリケーション証明書を Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャサーバに
アップロードします。

ステップ 11 アップロードが完了したら、Cisco Unified Intelligence Centerサーバの CLIにアクセスします。

ステップ 12 utils service restart Intelligence Center Openfire Serviceコマンドを入力して、Intelligence Center
Openfireサービスを再起動します。

ステップ 13 utils service restart Intelligence Center Reporting Serviceコマンドを入力して、Intelligence Center
Reportingサービスを再起動します。

内部的な証明書の作成

Microsoft Certificate Server のセットアップ
この手順では、展開にWindows Server 2008 Active Directoryサーバが使用されていることを前提と
します。Windows 2008ドメインコントローラの Active Directory証明書サービスの役割を追加す
るには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [スタート（Start）]をクリックし、[コンピュータ（Computer）]を右クリックして、[管理
（Manage）]を選択します。

ステップ 2 左側のペインで、[役割（Roles）]をクリックします。

ステップ 3 右側のペインで、[役割の追加（Add Roles）]をクリックします。
[役割の追加（Add Roles）]ウィザードが開きます。

ステップ 4 [サーバの役割の選択（Select Server Roles）]画面で、[Active Directory証明書サービス（Active
Directory Certificate Services）]チェックボックスをオンにして [次へ（Next）]を選択します。

ステップ 5 [Active Directory証明書サービスについて（Introduction to Active Directory Certificate Services）]画
面で、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [役割サービスの選択（Select Role Services）]画面で、[認証局（Certification Authority）]チェック
ボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [セットアップの種類の指定（Specify Setup Type）]画面で、[エンタープライズ（Enterprise）]を
選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [CAの種類の指定（SpecifyCAType）]画面で、[ルートCA（RootCA）]を選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 9 [公開キーのセットアップ（Set Up Private Key）]、[CAの暗号化を設定（Configure Cryptography for
CA）]、[CA名の設定（Configure CA Name）]、[有効期間を設定（Set Validity Period）]、および
[証明書データベースの設定（Configure Certificate Database）]画面で [次へ（Next）]をクリックし
て、デフォルトの値を受け入れます。

ステップ 10 [インストール時の選択を確認（Confirm Installations Selections）]画面で、情報を確認し、[インス
トール（Install）]をクリックします。

CA 証明書のダウンロード
この手順は、Windows証明書サービスを使用していることを前提としています。次の手順を実行
して、認証局からルートCA証明書を取得します。ルート証明書を取得した後、各ユーザはFinesse
にアクセスするために使用するブラウザにインストールする必要があります。

手順

ステップ 1 Windows 2008ドメインコントローラで、CLIコマンド ca.cert certutil - ca_name.cerを実行しま
す。

ステップ 2 ファイルを保存します。後で検索できるように、ファイルを保存した場所のメモを残しておきま

す。
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Internet Explorer のルート証明書の導入
グループポリシーがActive Directoryドメインによって適用されている環境では、ルート証明書を
各ユーザの Internet Explorerに自動的に追加できます。証明書を自動的に追加すると、設定に関す
るユーザ要求が簡略化されます。

証明書の警告を回避するために、各ユーザは Finesseサーバの完全修飾ドメイン名（FQDN）
を使用してデスクトップにアクセスする必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 Windows 2008ドメインコントローラで、[スタート（Start）] > [管理ツール（AdministrativeTools）]
> [グループポリシーの管理（Group Policy Management）]をクリックします。

ステップ 2 [デフォルトのドメインポリシー（Default Domain Policy）]を右クリックし、[編集（Edit）]を選
択します。

ステップ 3 [グループポリシー管理コンソール（Group Policy Management Console）]で、[コンピュータ設定
（Computer Configuration）] > [ポリシー（Policies）] > [ウィンドウの設定（Window Settings）] >
[セキュリティ設定（Security Settings）] > [公開キーポリシー（Public Key Policies）]に進みます。

ステップ 4 [信頼されたルート証明機関（Trusted Root CertificationAuthorities）]を右クリックし、[インポート
（Import）]を選択します。

ステップ 5 ca_name.cerファイルをインポートします。

ステップ 6 [コンピュータ設定（Computer Configuration）] > [ポリシー（Policies）] > [Windows設定（Windows
Settings）] > [セキュリティ設定（Security Settings）] > [公開キーポリシー（Public Key Policies）]
> [証明書サービスクライアント -自動登録（Certificate Services Client - Auto-Enrollment）]に進み
ます。

ステップ 7 [設定モデル（Configuration Model）]リストから、[有効（Enabled）]を選択します。

ステップ 8 ドメインに含まれるコンピュータにユーザとしてサインインし、Internet Explorerを開きます。

ステップ 9 ユーザが証明書を持っていない場合は、ユーザのコンピュータ上でコマンド

gpupdate.exe/tartget:computer /forceを実行します。

Internet Explorer ブラウザの証明書のセットアップ
CA証明書を取得してアップロードした後、すべてのユーザが証明書を受け入れるか、証明書がグ
ループポリシーによって自動的にインストールされる必要があります。

ユーザがドメインに直接ログインしていないか、グループポリシーが使用されていない環境で

は、証明書を受け入れたら、システム内の Internet Explorerのすべてのユーザが次の手順を実行す
る必要があります。
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手順

ステップ 1 Windows Explorerで、ca_name.cerファイルをダブルクリックし、[開く（Open）]をクリックしま
す。

ステップ 2 [証明書のインストール（Install Certificate）] > [次へ（Next）] > [証明書をすべて次のストアに配置
する（Place all certificates in the following store）]をクリックします。

ステップ 3 [参照（Browse）]をクリックし、[信頼されたルート証明機関（TrustedRootCertificationAuthorities）]
を選択します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [終了（Finish）]をクリックします。
認証局（CA）から証明書をインストールしようとしていることを示すメッセージが表示されま
す。

ステップ 7 [はい（Yes）]をクリックします。
インポートが正常に実行されたことを示すメッセージが表示されます。

ステップ 8 証明書がインストールされたことを確認するには、Internet Explorerを開きます。ブラウザのメ
ニューから、[ツール（Tools）] > [インターネットオプション（Internet Options）]を選択します。

ステップ 9 [コンテンツ（Content）]タブをクリックします。

ステップ 10 [証明書（Certificates）]をクリックします。

ステップ 11 [信頼されたルート証明機関（Trusted Root Certification Authorities）]タブをクリックします。

ステップ 12 新しい証明書がリストに表示されていることを確認します。

Firefox ブラウザの証明書のセットアップ
システム上のFirefoxのすべてのユーザは、次の手順を一度実行して、証明書を受け入れる必要が
あります。

証明書の警告を回避するために、各ユーザは Finesseサーバの完全修飾ドメイン名（FQDN）
を使用してデスクトップにアクセスする必要があります。

（注）
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手順

ステップ 1 Firefoxのブラウザメニューの [オプション（Options）]を選択します。

ステップ 2 [詳細設定（Advanced）]をクリックします。

ステップ 3 [証明書（Certificates）]タブをクリックします。

ステップ 4 [証明書を表示（View Certificate）]をクリックします。

ステップ 5 [インポート（Import）]をクリックして、ca_name.cerファイルを参照します。
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